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			序章　私……婚約することになったの

			


			「ねえ、悠ゆう……ちょっと聞いてもらいたいことがあるんだけどいいかしら？」

			　などと言葉を背後からかけられたのは放課後、帰り支度をしている最中のことだった。

			「え？　なに？」

			　松まつ橋はし悠は手を止め、振り返る。

			「あんたに聞いておいてもらいたいことがあるのよ」

			　そこに立っていたのは、悠にとっては幼い頃から──それこそ、物心ついた頃からずっとずっと、それこそまるで家族のように育ってきた幼馴染みである天てん王のう寺じ穂ほ乃の花かだった。

			　背中まで届く少し赤みがかった長く艶やかな髪。前髪はパッツンという感じで真っ直ぐ切り揃えられている。クリクリとした瞳は見ているだけで吸い込まれそうな気分になるほどに澄んでいた。

			　そんな穂乃花はスラリとした身体付きをしている。長い手足にキュッと引き締まった腰。そして制服の上からでもはっきりと分かるツンと少し上向き加減の形のいい乳房──まるでモデルのようなスタイルだ。学校制服もよく似合っている。多分、学園中探しても穂乃花ほど制服が似合う生徒はいないだろう。

			　まるで日本人形のような顔立ちに、均整のとれた身体──もう何年もずっと一緒にいるのに、見るたびに見惚れてしまうほど穂乃花は可愛らしく、そして美しかった。

			「なにボーッとしてるのよ。私は話があるって言ってるんだけど？」

			　お陰で怒られてしまう。

			「ごめん」

			「まったく、この私が声をかけてあげてるってのに無視するなんていい度胸じゃない。しっかり反省しなさい！」

			　実に上から目線である。

			「う……うん。それでその……話ってなに？　帰りながらじゃ駄目なの？」

			　穂乃花は一度怒り始めると結構しつこい。下手に放っておけば説教が始まりかねないので、誤魔化すように話を先に進める。

			　因みに穂乃花と悠の家は隣同士であり、登校も下校も昔からいつも一緒だった。

			　まぁ隣同士とはいっても、家の規模は全然違うのだけれど……。

			　何しろ穂乃花の家、天王寺家は日本でも屈指の名家である。いくつもの会社を経営しているある意味財閥のような家だ。その上、平安時代から続く由緒正しい血筋でもある。金、名誉、そのどちらも最初から握っていると言っていいだろう。ごく普通の一般家庭である松橋家とは土台からして違うのである。穂乃花の上からっぷりはこの出自が影響していることは間違いないだろう。

			　何しろ家の敷地だけでもそこらの公園よりずっと広い。悠の家が隣接しているのだって、天王寺家の塀だけでしかないのだ。この塀を乗り越えられたとしても、穂乃花が住む屋敷に到達するまでは一〇分ほどもかかるくらいである。多分悠の家ならば五軒でも十軒でも余裕で庭に立てられるだろう。それぐらい敷地面積は広かった。

			　まさに住んでいる世界が違うと言うべきだろう。

			　けれども隣同士であることには変わりはなく、気付けば家族ぐるみの付き合いをし、穂乃花ともいつも一緒の幼馴染みとなっていたのである。

			　よくよく考えればそんな家の人間とあっさり付き合うことができた両親の度胸は凄いのかも知れない。

			　と──話が逸れたので元に戻す。

			　帰りは一緒なのだから、わざわざ改まって話す必要もないと思うのだけれど……。

			「ちょっと大事な話なのよ」

			　小首を傾げていると、そんな答えを穂乃花は返してくれた。

			「大事な話？」

			「そうよ。だから来なさい」

			　そう言うとこちらの返事も聞かず、穂乃花はさっさと教室を出て行ってしまう。誰もが自分に従って当然と思っている。こういうところは実にお嬢様らしい。

			「ちょ……ちょっと！　待ってよ」

			　慌てて後を追う。

			　そんな感じで連れて来られたのは、学校の屋上だった。

			　天気は晴れ。空には雲一つない。澄んだ青空がどこまでもどこまでも広がっている。

			　他の生徒の姿はない。多分誰にも聞かれないようにここに連れてきたのだろう。しかし、誰にも聞かれたくない大事な話とは何なのだろうか？

			　よくよく見ればなんだか穂乃花の表情はいつもより硬くなっているように見える。もしかして緊張してる？

			（って……ま、まさか……）

			　もしかして……。

			　そんなこと絶対あり得ないとは思うけど……。

			　このシチュエーションって……。

			（こ、告白？）

			　想像した途端、ドキッドキッと悠の心臓が高鳴り始める。

			　告白。穂乃花が自分に告白？

			（いやいやいやいや……。ないって。そんなこと絶対ない。いや……でも……）

			　もし本当にそうだとしたら、これほど嬉しいことはない。

			　何故ならば、悠はずっと昔から、それこそ出会ったばかりの頃から穂乃花のことが好きだったのだから。

			　もし告白していまの関係が壊れてしまったらと考えると恐ろしくて、気持ちを伝えることなんかできなかったのだけれど……。

			「え……えっと……そ、それで？　は……話ってなに？」

			　思わず声がうわずってしまう。

			「実はね……」

			　問いかけに対し宝石のような瞳を真っ直ぐこちらに向けながら、穂乃花はゆっくりと口を開いた。

			　ゴクリッ──思わず唾を呑む。

			


			「私……婚約することになったの」

			


			[image: ]

			


			　凛とした涼やかな声が響く。

			「──え？」

			　その刹那、頭の中が真っ白になった。

			　穂乃花がいまなんと言ったのか？　一瞬悠は理解することができなかった。

			　婚約？　いま彼女は婚約と言ったのか？

			「なによその間抜け面」

			「え？　あ……いや……」

			　あまりの驚きにポカンと口を開けて硬直していると、それを思いっきり指摘されてしまった。

			　慌ててなんでもない風を装おうとするものの、思考は未だに渦を巻いている。視線が泳ぎ、まるで陸に打ち上げられた魚みたいに口をパクパクさせることになってしまった。

			「あ……その……え？　き、聞き間違い？　いま……こ、婚約って聞こえたんだけど」

			　それでもなんとか質問を絞り出す。

			　もしかしたら本当に聞き間違いかも知れない。いや、そうであって欲しい。

			「聞き間違いじゃないわよ。それで合ってるわ。私……婚約するの。正確には婚約してくれないかって話が来てる段階なんだけどね。だからまだ発表はできないから、取り敢えずあんたにだけね。感謝しなさいよ。幼馴染みだから特別に話してあげてるんだからね」

			　が、彼女の言葉は事実だった。

			　穂乃花は普段と変わらない調子で軽く言ってのける。

			「あ……そ……そうなんだ……あ、あははは……」

			　正直乾いた笑いを浮かべることしか悠にはできなかった。

			「えっと……そ、それで……その話……う、受けるの？」

			　とはいえまだ本決まりというわけではない。話が来てる段階だと穂乃花は言った。そのことに望みをかけ、震え声で尋ねる。

			「あったり前でしょ！」

			　しかし、穂乃花はあっさりと頷いた。

			「何しろ相手はあの奥おく乃の院いん家の次男なのよ」

			　奥乃院──名前は聞いたことがある。天王寺家に負けず劣らず由緒正しき名家だ。日本の影の支配者と言ってもいいくらい、政界にも財界にも深いパイプを持っていると言われている家である。

			　確かに天王寺家の一人娘の婚約者にこれほど相応しい相手はいないだろう。

			　そういう話があること自体は理解できないこともない。

			　だが、ハイそうですかと簡単に受け入れられるわけがなかった。

			　見ず知らずの男と穂乃花が結婚──想像するだけで身が引き裂かれそうなほどに辛い。

			「前に何度か会ったことがあるんだけどね、なかなかいい人なのよ。紳士的とでも言えばいいのかしらね。顔立ちも凄くよくて──って、なによその態度。私の話聞いてる？」

			　ショックのあまり棒立ちになっていると、そのことを見事に指摘されてしまった。

			「あ……いや……な、なんでもない。なんでもないよ。あはは……」

			　笑って誤魔化す。

			「そう……。なら、ほら、言うことがあるでしょ」

			「い、言うこと？」

			　一体何だろうか？　頭が回らないのでまるで思い浮かばない。

			「言うこと？　じゃないわよ！　婚約するって言ってるのよ！　これっておめでたいことじゃない」

			「まぁ……確かに……」

			　悠的には地獄だけれど、世間一般ではそうだろう。

			「だったら言うべきことがあるんじゃない？」

			　フンスッとその美しい胸を張ってみせてくる。

			　流石にここまでくれば、彼女が自分に何を言わせたいのか理解することができた。

			　だが、〝その言葉〟を口にするのは辛い。というか、口にはしたくない。いま言いたいことは「婚約なんかするな！」それだけだった。

			　しかし──

			「お……おめ……おめで……とう」

			　そんな度胸はない。それが言えるくらいだったらとっくに告白していたと思う。

			　気がつけば、絞り出すように祝いの言葉を口に出していた。

			「そうそう、それでいいのよ」

			　お嬢様は満足したように何度も頷く。

			　そんな彼女を前に、悠はただひたすら立ち尽くした。

			※

			（ああもう！　なんであんなこと言っちゃったのよ！　婚約するだなんて！　馬鹿！　バカバカバカ！　私の馬鹿ぁああっ!!）

			　夜──自室のベッドの上で天王寺穂乃花は枕に顔を埋めながらジタバタする。

			　お嬢様が自分を責める理由は一つ──幼馴染みである悠に対して婚約するだなんて宣言してしまったことにあった。そのことをひたすら後悔する。

			　何故後悔するのかと問われれば、理由は簡単だ。

			　本当は婚約──つまり結婚などしたくはないからである。

			　確かに相手に不足はない。奥乃院家の人間であれば天王寺家の一人娘の婚約者としては申し分ないだろう。パーティーなどで何度か顔も合わせたことがあるけれど、本当に紳士的な人だったし。顔立ちだってとても整っている。まるで俳優のようにさえ見えた。

			　ただ、だからといって結婚の相手として見られるかというと答えはノーである。性格や顔、そして家柄がいいとはいえ、別に好きでもなんでもない相手なのだ。そんな人間との結婚なんて考えられない。

			（なのに……お父様があんなことを言うから……）

			　父から婚約の話を聞かされた時のことを思い出す。

			『嫌ならしなくてもいいんだぞ。お前にはその……悠くんもいるわけだし』

			　あの時父は何故か悠の名を口に出してきた。

			　そんなことを言われてしまったら──

			『はぁ？　なんでそこで悠の名前が出てくるのよ！　この話に悠のことなんか関係ないでしょ！　べ……べべべ、別に構わないわよ婚約ぐらい!!　相手が誰だろうと、家の為になるならしてやるわよっ!!』

			　と返すしかないではないか。

			　昔からこうなのだ。

			　何故か悠のことに関しては、素直になれない自分がいる。

			　彼のことを考えると、何故か心にもないことを口にしてしまうのだ。その理由は自分でもさっぱり分からない。

			（お父様のせいよ！　なんで悠の名前なんか出したのよ！　馬鹿！　お父様の馬鹿っ）

			　お陰で婚約なんかするはめになってしまったではないか……。

			　わざわざ悠には関係ない話だということを強調する為に、彼自身に対してまで婚約宣言をしてしまったではないか……。

			　あの時の悠の姿を思い出すとそれだけで引き裂かれそうなくらいに胸が痛んだ。

			（って、なんでここで悠のことをまた考えちゃってるのよ私は！　あ、あいつには関係ないでしょ！）

			　慌てて首を振り、幼馴染みを脳裏から消そうとする。いま大事なのは婚約をどうするかだ。他のことを考えている暇などない。だから必死に悠のことを忘れようとする。

			　だが、意識すればするほど、告白の後呆然と自分を見ていた彼の表情を思い出してしまう。なんだかとても悲しそうな顔に見えた。思い出すと何故か胸が痛む。

			（なんでよ！　どうしてこんなに悠のことばっかり……。もう、わけ分かんない）

			　穂乃花の頭の中はグチャグチャだった。

		

	

			


			一章　私……あんたのことなんか……だ、大好きなんだから!!

			


			　婚約することになったと穂乃花から聞かされてから一週間──。

			　悠にとっては天地がひっくり返るような大事件であったけれど、意外なことに二人の関係は以前とあまり変わることはなかった。

			「まったく、私を遅刻させる気？　迎えに来るならもっと早くに来なさいよね！」

			　いつものように一緒に学校に向かう。

			「あっ！　し……しまった。お弁当忘れてきちゃった……。ちょっと、あんたのそれ寄こしなさいよ」

			　いつものように一緒にお昼を食べる。

			「はぁあああ……。今日も疲れたわね。もうくたくたよ。だからはいこれ。私の鞄、あんたに任せるわ」

			　いつものように一緒に下校する──穂乃花の分の鞄も持ちながら──。

			「そういえば今日の宿題……英語か……。し、仕方ないわね。これくらい私一人でも簡単だけど……その、て、手伝いくらいはしなさいよね！」

			　いつものように宿題を一緒に片付ける──場所は悠の家だ──。

			　でもって、

			「いつもお邪魔してしまってすみませんおばさま」

			「いいのよ。穂乃花ちゃんならいつだって大歓迎なんだから♪」

			　いつものように一緒に夕飯まで食べていく。

			「おばさまって本当に素晴らしい方よね。家事は万能。それでいてバリバリのキャリアウーマンとして働いてる。まさに理想の女性だわ。悠の母親だなんて信じられないくらい。あんたもおばさまに恥ずかしくないようにしないと駄目よ」

			　などと駄目だしまでされてしまう。

			　まさにいままで通りの生活だった。

			（まぁそれも当たり前か……）

			　何故ならば穂乃花がこれまでと態度を変える理由なんてほとんどなかったのだから。

			　何しろ婚約の話をしてきたのは穂乃花の方だ。だから別に彼女には悠が抱いているような葛藤とか悩みとか、そういった類いのものはなかったということだろう。

			　つまり穂乃花は自分のことなんて本当にただの幼馴染みとしか思っていなかったというわけだ。残念だけどそれが現実である。

			　それでもいままで通りに接してもらえるのは嬉しくもあった。

			　婚約をした。だからもういままで通りには付き合えない──などと言われてしまえばあまりに辛いから……。

			　それでも婚約は揺るがない事実である。

			　その為、時々ふと思い出したように辛くなってしまう自分がいた。

			　どうしても穂乃花が婚約者と二人でいる姿を想像してしまう。

			　そのたびに身体中から変な汗が噴き出し、吐き気さえ覚えてしまっていた。焦燥感とでも言えばいいだろうか？　胸をかきむしりたくなるような衝動を何度も感じてしまう。

			（凄く胸がもやもやする……。はぁあああ……。これ……しばらく穂乃花とは距離を置いた方がいいのかな？）

			　気持ちが落ちつくまで……穂乃花の婚約を受け入れられるようになるまでは、そうした方がいいのかも知れない。

			　うん。そうしよう。辛いけど……。

			　悠は心の中でそう決意した。

			　はずなのに……。

			　日曜日──悠は穂乃花と二人で山を登っていた。

			『日曜は山登りをするわよ！』

			　などと穂乃花に言われてしまったからである。

			　はっきり言ってさっぱり意味が分からなかった。どちらかと言えば穂乃花はインドア派であり、海に行ったり山に行ったりなんてことを好んだりはしない。虫とかも嫌いである。多分誰かに誘われても断固拒否するはずだ。

			『なんで私がそんなとこ行かなくちゃいけないのよっ!!』

			　こんな感じで怒りながら……。

			　その穂乃花自身が山に登ろうなどと言ってきた。

			『え？　なんで？』

			　だから聞き返したのだが──

			『なんでって理由なんかどうでもいいでしょ！　私が行くって言ってるんだから、しっかり予定空けておきなさい！』

			　答えなど教えてはくれなかった。

			　で、今日に至るわけである。

			　因みに最初は『あの……日曜日はちょっと……』と断ろうとした。現状で穂乃花と二人きりで山登りというのは、精神的に辛い気がしたから。

			『駄目よ。私が行くって決めたんだから、あんたは必ずついてくること！　いいわね!!』

			　が、拒絶は認められなかった。

			（ホント横暴だよなぁ……。まぁ慣れてるから別にいいんだけど。だけど……ホントなんで山登りなんだろう？　しかもこんな山……）

			　現在登っている山は、特別登山で有名な山ではない。かといって家族連れが戯れで登るような山でもなかった。

			　特別なことなどなにもない。ただの近所の山である。

			　だからこそ、どうして山登り？　なんて疑問はますます大きくなっていった。

			「あ、あのさぁ……」

			　そろそろ理由くらい聞いてもいいのかも知れない。何となく話しかけることにどぎまぎとしつつ、穂乃花に話しかける。

			「な……はぁはぁ……何よ……」

			　急な山ではない。ある程度登る為の山道だってある。その上、まだ登り始めて一〇分ほどしか経っていない。だというのに穂乃花はえらく疲れているように見えた。苦労を知らないお嬢様らしく、体力面はからっきしである。

			　疲労の為か、長袖Ｔシャツにパンツルックという山登りするにはあまりにラフすぎる服装の幼馴染みはとても不機嫌そうだった。ギロッと鋭い視線で睨まれてしまう。

			「え……あ、何ってその……。だ、大丈夫？」

			　肩で息をする穂乃花は全身汗だくである。疑問よりも心配が先に立った。

			「大丈夫？　って、だ……大丈夫に決まってるでしょ！　この程度の山……はぁはぁ……なんでもないんだから！　くだらないこと聞かないでよね!!」

			「ご……ごめん」

			　反射的に謝ってしまう。

			「まったくよ。ほら……登るわよ」

			「う……うん」

			　質問は後にした方がよさそうだ。

			　仕方ないので再び先に進むことに意識を集中させることにするのだが……。

			「ちょっと……疲れたんだけど」

			　それから更に一〇分ほど歩くと、穂乃花はそんなことを言ってきた。

			「え？　疲れたって……。それじゃあ少し休む？」

			「休むって……こんな所でどうやって休めって言うのよ！　休む場所なんてどこにもないじゃない」

			　確かに穂乃花が言う通りではある。

			　何しろここは山の中であり、休憩場所などどこにもないのだ。休むのであればその辺に座るとかそれくらいしか方法は思い浮かばない。しかし、それを提案すれば多分──いや、間違いなく「こんな所に私を……天王寺の跡継ぎであるこの私を座らせるつもり!?」などと怒られてしまうだろう。

			「それじゃあどうすればいいのさ？」

			　結局よい方法が思い浮かばないので幼馴染みに尋ねると、彼女は「んっ」と言って両手をこちらに伸ばしてきた。

			「んん？」

			　行動の意図が掴めず首を傾げる。

			「はぁあああ……。ちょっとは察しなさいよ」

			　呆れられてしまった。

			「そ……そう言われたって……」

			「おぶりなさいってこと！」

			　実に事も無げに穂乃花はそう言い放ってきた。

			「え？　お……おぶる？　穂乃花を？」

			「そうよ」

			「そうよって……」

			　簡単に幼馴染みは頷くが……。

			　視線は自然と彼女の胸元へと向いてしまった。

			　今日の服装はぴっちりとしたものであり、身体のラインがよく出ている。当然胸の形もはっきりと視認することができた。

			　おぶるということは当然あの胸が……。

			　ゴクッと喉を鳴らしてしまう。

			「ほら、早くしなさいよね。それとも文句でもあるの？」

			「あ……いや……そういうわけじゃ……。だけどその、僕には荷物があるわけで……」

			　彼女の胸を押し当てられて正気を保てる自信はない。だから背中に背負ったリュックを強調してみせる。

			「そんなの前で背負えばいいでしょ。ん？　前なのに背負うって変な言い方ね……。って、そんなのどうでもいいから早くして。私がしろって言ってるんだから！　それとも、私の言うことが聞けないっていうの？」

			　相変わらずというかなんというか、横暴なことこの上ない。

			　それでも──

			「はい……そ、それじゃあ来て……」

			　昔からなのだが、穂乃花に逆らうことはできない。

			　結局言われるがままに、彼女をおぶることとなった。

			（ううう……。胸が……。胸が当たる。柔らかい……）

			　グニュッと背中に乳房が押しつけられる。とても柔らかな感触だ。これを感じているだけでなんだか頭がクラクラした。

			「ふぅううう……。楽ちん楽ちん。さぁ進みなさい！」

			　こちらのことなどお嬢様は気にせずにコロコロと笑う。凛として意志の強そうな声が耳元に聞こえる。なんだかゾクゾクとしてしまった。

			　そんな状況でもなんとか先へと進む。

			　途中何度かふらついてしまい「危ないじゃないのよ馬鹿っ！」と叱られながらも、ひたすら前進することに意識を集中させた。そうしないと頭がどうにかなってしまいそうだったから……。

			　そうして山を登ってしばらくすると〝ソレ〟が悠の視界に飛び込んできた。

			「あれ……鳥居？」

			　山の中に鳥居がある。いや、それだけじゃない。

			「神社？」

			　鳥居とセットになるように、建物も見えた。

			　建っているのは二つ──拝殿と本殿だろうか？

			　どう見ても神社にしか見えない。

			「ようやく到着したわね」

			　この神社を見た途端、穂乃花はそう呟くと背中から降りた。

			「ようやくってどういうこと？　ここに来るのが目的だったってこと？」

			　胸の感触が離れたことにホッとしつつ、少しがっかりもしながら問うと「まぁね」と穂乃花は頷いた。

			「ここは鬼おに巫み女こ神社っていう神社よ」

			「鬼巫女神社？　なんか妙な名前だね。ってか、ここに一体何をしに？」

			「それはね……。って、説明する前にまずはご飯よ。ここまで登ってきたせいでお腹が空いちゃったわ」

			　ここまで登ってきたせいって……半分以上はおんぶされていたのに……。

			「なによ。なんか文句でもあるわけ？」

			「あ、いや……。ななな、なんでもないよ。さぁ、食べよう」

			　慌てて誤魔化すようにリュックの中に手を突っ込むと、朝作ってきた二人分の弁当を取り出した。

			「えっと……」

			　どこで食べるべきか？　周囲を見回す。

			　こんな山の中に打ち捨てられたように存在している神社にしては境内は結構広い。それになんだか手入れがされているようにも見えた。けれども座る場所はない。仕方がないので拝殿の階段部分に座ることにした。

			「相変わらず美味しそうじゃない。まぁあのおばさまの息子なんだからこれくらいはやれないとね。ん～。美味しい♪」

			　並んで二人で弁当を食べる。

			　弁当を食べてうっとりとした表情を浮かべる穂乃花──凄く可愛らしい姿だった。思わず見惚れてしまうくらいに……。

			「なにボーッとしてるのよ！　もしかしてお腹いっぱいなわけ？　それじゃあ……あんたの玉子焼きいただくわね」

			「あっ！　あぁああああっ!!」

			　お陰で好物の玉子焼きを取られる結果になってしまった。

			　そんな感じで食事を取りつつ、穂乃花はこの神社について説明をしてくれる。

			「うちのメイドから聞いた話なんだけど、この神社っていまから千年前にできたものらしいわ」

			　千年──思った以上に歴史がある神社らしい。

			「なんでも千年前都を荒らし回っていた鬼が、陰陽師だかなんだかに退治されて封じられている神社らしいのよ」

			「鬼が封じられてるって……なんだか穏やかじゃないね」

			「まぁその話だけ聞くとね。でも……話はここからなのよ。その封じられた鬼はね、罪を軽くする為に、以後神社にやって来た人々の願いを叶えるようになったらしいの。以来、鬼は鬼巫女さまと呼ばれて人々の信仰を集めるようになったらしいわ」

			　それで鬼巫女神社などという名前なのか。

			「神社の由来はよく分かったよ。だけどなんでここに？」

			「なんでって、面白そうだからに決まってるでしょ。何せ願いが叶う神社なのよ。本当かどうか試してみたいじゃない」

			　なるほど、そういうわけか。

			「でも願いって、何か叶えて欲しいことでもあるの？」

			　基本的にお嬢様である穂乃花はしたいことはなんでもできる。欲しいものがあればなんでも手に入るし、行きたい所があればどこにだって行ける。どこにでもいるごく普通の学生でしかない悠とは土台からして違うのだ。今更わざわざ願い事をしてまで叶えたいことなどあるのだろうか？

			「そ……それはその……べ……べべべ……別に私はどうでもいいのよ！　ただその……さ、最近なんだかあんたが暗く見えたから……。その、もしかして何か悩んでるのかなって……そう思ったのよ」

			「──え？　そ、それって……」

			　つまりは自分の為にここに来てくれたということなのだろうか？

			　そのことを問うように真っ直ぐ穂乃花を見つめる。この視線に対して最初幼馴染みはちょっと首を傾げてみせたが、やがてこちらが何を問うているのか気付いたのか、一瞬でボッと火が出そうなほどの勢いで顔を真っ赤に染めた。

			「か……勘違いしないでよね！　べ……べべべ、別にあんたの為ってわ……わけじゃ……ななな、ないんだから!!」

			　言い訳するように、烈火のような勢いで否定の言葉を向けてくる。

			「これはその……あれよ！　暗い顔してるあんたと一緒にいると、私まで気が滅入ってくるから……だからその……私の……そう、私の為なんだからね!!　そこんところ、ぜ……ぜぜぜ、絶対に間違えないでよ！」

			　強調してくるのはあくまでも自分自身の為だということ。

			　ただ、それでも正直嬉しい。確かに婚約はしてしまったかも知れないけれど、穂乃花はやっぱり穂乃花だったのだ。

			　横暴だけれど、心の奥底では人のことを思いやることができる──穂乃花はそんな優しい子なのである。

			（そんなところが好きなんだよな……）

			　改めてそう思った。

			「ありがとう穂乃花」

			　自然と礼の言葉を口にする。

			「だ……だから礼なんか言われる筋合いないの！　勘違いするなって言ってるでしょ!!」

			　結果怒られてしまうことになったけれど、それでも嬉しいことは嬉しかった。

			「ほら……そ、そういうわけだから鬼巫女さまにあんたの悩みが解決するようにお願いしなさい!!」

			「あ……う、うん……」

			　鬼巫女さまとやらの言い伝えがどこまで本当なのかは分からないけれど、折角の好意を無駄にするわけにはいかない。頷くと食べ終わった弁当を片付け、ポケットから小銭を取り出し、それを拝殿に置かれた賽銭箱に向かって投げた。

			　そして二礼、二拍手、一礼をすると、ちょっと迷いつつ──

			（ここに連れてきてくれた穂乃花には悪いけど……。いま僕が願うことはこれだけだ。その……鬼巫女さまお願いします。穂乃花が結婚しませんように。婚約なんかなくなりますように……。こんなこと願ってしまってすみません。それでもお願いします。どうか……どうかお願いします）

			　手を合わせてそう願った。

			（僕は穂乃花のことが好きです。だから穂乃花には幸せになってもらいたい。だけど、自分以外の誰かといることで穂乃花が幸せになるのは嫌なんです。だから……僕が、僕自身が穂乃花を幸せにしたいんです。だから、穂乃花の婚約をどうかなくして下さい！　そして……その……できれば僕の気持ちが伝わりますように!!）

			　こんなことを神頼みするなんて情けないことこの上ないことは分かっている。本来だったら自分で自分の気持ちを正直に伝えることが一番だということも理解していた。しかし、そんな勇気はない。だからここは穂乃花の好意に甘えることにした。

			　お願いします。鬼巫女さま──と。

			「しっかりお願いできたかしら？」

			　しばらくして合わせていた手を下ろすと、穂乃花が声をかけてきた。

			「うん。ありがとう。少しはスッキリできたよ」

			　別に状況が変わったわけではない。それでも本当に僅かだけれど、穂乃花の気持ちが嬉しくて心を軽くすることができた気がした。

			「別にありがとうなんて言う必要ないって言ってるでしょ。だ……だけどまぁ、そ……そそ、それならよかったわ。さて、それじゃあ今度は私が願う番ね」

			「穂乃花も何かお願い事あるの？」

			「……べ、別になんだっていいでしょ!!」

			　何故か怒られてしまった。

			「ごめん」

			「フンッ！」

			　プリプリしながら穂乃花は賽銭箱の前に立つと──

			「はい」

			　何故か振り返り、こちらに向かって右手を伸ばしてきた。

			「え？　な……何？」

			「何？　じゃないわよ。ほら、お賽銭。寄こしなさい！」

			「え？　ぼ、僕が出すの!?」

			「当たり前でしょ！　私お金なんか持ってないもの。あんただって知ってるでしょ？」

			　そういえば確かにその通りである。

			　穂乃花は基本的に買い物などは常にカード（当然ブラックだ）で済ませている為、お札や小銭というものを持ち歩いてはいないのだ。

			「でも……お賽銭って人のお金でもいいの？」

			「別に構わないでしょ、こういうのは気持ちだから。だから早く寄こしなさい」

			　悠のお金だったら問題なく使っていいと思っている。小銭が必要な場面では常にこれだった。

			（優しいとこもあるけど、やっぱり我わが侭ままお嬢様なんだよなぁ）

			「なによ。文句でもあるわけ？」

			　普段は人の気持ちなんかお構いなしのくせに、こういうところは鋭い。

			「べ……べべべ、別になんでもないよ。えっと……はい……」

			「フンッ。最初からそうやって素直に渡しなさいよね」

			　こちらが差し出した小銭を文句言いつつムンズッと掴むと、お嬢様は賽銭箱へと向き直った。

			※

			　ここ最近──例の婚約宣言をして以来、悠の様子はどこかおかしかった。表面上は普段通りを装ってはいるようだったけれど、明らかに鬱ふさぎ込んでいる場面が多くなったように見えたのは多分気のせいではないだろう。付き合いが長いからこそそれが分かる。

			　一体何故悠は落ち込んでいるのか？

			（もしかして私のせい？　な……何てことはないわよね。あるはずないわ。だ……だだだ、だって、私の婚約と悠にはなんの関係もないもの。そう、違う。それはないわっ！）

			　理由なんか考えたところで仕方がない。分かるはずがないから。そんなことよりも大事なのは、悠が落ち込んでいるという事実である。落ち込んでいる幼馴染みの姿はあまり見ていたいものではなかった。

			（べ……べべべ、別に悠のことを心配してるわけじゃないわ！　そういう姿を見せられるとこっちまで辛気臭い気分になるからよ！　ただでさえ婚約のせいで頭の中グチャグチャなのに……。そう、悠のことなんか別に心配じゃないけど、元に戻ってもらわないと困るのよ!!）

			　というワケでなんとか悠を元気づける方法がないものかと考えていた時、メイドからこの神社の話を聞いたのである。

			　そこでピンと来た。

			　願いが叶うといわれる神社。どこまで言い伝えが本当なのかは分からないけれど、少しは悠の気持ちを軽くすることができるのではないかと。

			　どうやらそれは上手くいった──と思う。

			　本当にちょっとの変化でしかないけれど、悠の表情が多少明るくなったように見えた。

			　少しだけホッとする。

			（って、別に悠がどうなろうが関係ないし！　そうよ、わわわ、私には関係ないんだから！　それよりも、今度は私がお願いする番よ）

			　悠への思いを振り払うように穂乃花はグッと幼馴染みから分捕った小銭を握ると、それを賽銭箱に投げ入れた。

			（鬼巫女さま……。本当にいて願いを叶えてくれるなら、わ……私の婚約をなかったことにして下さい。いまはまだ結婚なんて考えられないから……）

			　それに何故だろうか？　婚約のことを考えると、胸がズキズキと痛んでしまう。どうしてか悠のことを気にしてしまう。

			（いやいやいやいや……その、悠のことは関係ない。関係ないけど、まだ結婚なんかしたくないの！　だからどうにかしてっ！　ってか、どうにかしなさいよっ!!）

			　こういう時でも上からになってしまう。

			　それでも本気の祈りだった。

			


			『くくく……なかなか面白い娘じゃのう。いいじゃろう。その願い、ワシが叶えてやる』

			


			「──え？」

			　刹那、拝殿の奥から声が聞こえてくる。

			「なに？　いまの声？」

			　驚きつつ後ろに立つ悠を見た。

			「どうかした？」

			　しかし、悠は意味が分からないといった様子で首を傾げてくる。どうやら彼にはいまの声は聞こえていなかったらしい。

			（気のせい？）

			『ではないぞ』

			　また聞こえた。はっきりと。

			「？」

			　しかし、やはり悠には聞こえていない様子である。どうやら穂乃花の耳にだけこの声は届いているようだった。

			　どういうことだろうか？　一体何者？

			（まさか本当に鬼巫女？）

			　言い伝えは本当だったということなのか？

			『様をつけぬかデコすけ野郎！　な～んてのう』

			　どうやら本当に鬼巫女らしい。まさか本当にいたなんて……。

			『まぁそんなことはどうでもいいことじゃ。さて、無駄話もなんじゃし、早速始めるか』

			　始める？　一体何を？

			　などと疑問を抱いた次の瞬間──

			　カアアアアアッ！

			「なっ!?　え……な……なに？　なにこれっ!?」

			　唐突に穂乃花の身体は内側から輝き始めた。

			※

			「ほ──穂乃花ッ!?」

			　目の前で幼馴染みの身体が強烈な光を放つ。目が眩むほど強烈な輝きだった。

			　ただ、それはあくまでも一瞬だけのことであり、やがて輝きは収束していく。

			「あ……い……いまのは？」

			　幼馴染みは余程驚いたのか、へなへなとその場に腰をついて呆然と呟いた。

			「大丈夫？　穂乃花っ!!」

			　慌てて穂乃花に駆け寄った。

			「え？　あ……その……だ、大丈夫よ……」

			　未だ呆然としつつも幼馴染みはいつもと同じ口調で応えてくれる。そのことに少しはホッとした。

			（いや、この程度で安心しちゃ駄目だ。穂乃花って意地っ張りだから……）

			　本当は異変が起きているのに、無理をしている可能性だって十分あり得る。

			「ホントに？　本当に大丈夫なの？」

			　だから重ねて問う。念には念を入れておきたかった。

			「別に何でもないわよ」

			「でも……いまの明らかに異常だったよ。いきなり身体が光るなんて……。心配だよ。本当に……本当に何ともないんだね？」

			　もし穂乃花の身体に何かが起きていたら──考えるだけで血の気が引いていくような気がした。だからしつこいぐらいに問いを重ねてしまう。

			　すると穂乃花は──

			「だ……だから大丈夫だって言ってるでしょ！」

			　案の定と言うべきか、悠に対して怒りの言葉を向けてきた。

			　幼馴染みはパンツについた汚れを払いつつ立ち上がると、ギンッと鋭い視線でこちらを睨み付けてくる。

			（あ……これは怒りのお説教をする時の目だ）

			　付き合いが長い悠には、これから彼女が長々と自分を説教してくる場面が目に浮かんできた。

			「まったくあんたもしつこいわねぇ。私が大丈夫だって言ってるんだから大丈夫なのっ!!　私を誰だと思ってるのよ。天王寺家の跡継ぎである天王寺穂乃花よ！　悠なんかに心配されて……す、凄く……」

			　一体何を言うつもりなのかは分からないけれど、かなり罵倒されることは覚悟しなければならないだろう。

			　だが──

			


			「う、嬉しいんだからっ!!」

			


			　幼馴染みから向けられた言葉は、まるで予想もしていなかったものだった。

			※

			（え？　な……なに？　ど……どどど……どういうこと？　私……いま……何を……何を言っちゃったの？　う……嬉しい？　悠に心配されて嬉しいって……なんでそんなこと）

			　いつものように罵倒するはずだった。

			　こっちが大丈夫だと言ってるのに、何度も何度もしつこく同じことを聞いてくる悠に対して説教をするはずだった。そのはずなのに、どうして？

			（なんで嬉しいなんて……。だ、駄目。早く否定しないとっ!!）

			　とにかく理由は分からないが口にしてしまった言葉を撤回しなければならない。

			　呆然とこちらを見つめてくる悠をギランッと殺気すら溢れ出しそうなほどに鋭い視線で睨むと、

			『いまのは勘違いよ！　ちょっとあんたを驚かそうとしただけなんだからね!!　だから絶対……絶対の絶対の絶対の絶対の絶対に……勘違いするんじゃないわよっ!!　私が悠なんかに心配されて感謝するなんてこと、あり得ない。あるはずないんだから！』

			　そう口に出そうとした。

			　そのはずなのに──

			「し……心配してくれてあ……ありがと……」

			　何故か感謝の言葉を向けてしまう。

			（どどど……どういうことよ？　分かんない。意味が……さっぱり意味が分かんないわよ！　なんなの？　これ……どうなってるのよ？）

			　自分で自分がまるで理解できなかった。

			「あ……ありがとうって……。ほ、本気で言ってるの？」

			　信じられない──といった視線を悠が向けてくる。

			　それも無理はないだろう。何しろ穂乃花自身、自分の言葉が信じられないのだから……。

			（本気なわけないでしょっ!!）

			　当然否定の言葉を吐き出そうとする。

			「もちろん本気に決まってるわよっ!!」

			　なのに、口調こそ想定通りのものだったけれど、言葉の内容は自分が思っていたものとはまるで逆なものとなってしまっていた。

			　しかも、ここで言葉は終わってくれない。それどころか──

			「悠に心配されて……う……ううう、嬉しくないはずないでしょ！　私は本気であんたに感謝してるんだから!!」

			　などという言葉まで付け加えてしまっている自分がいた。

			（なんでよ？　どうしてよっ!?）

			　一体何が起きているのか？　まるで分からない。

			


			『くくく……。簡単なことじゃよ』

			


			　頭の中がグチャグチャになりそうなほどに混乱していると、再びあの声が頭の中に響いてきた。

			（か……簡単なこと？　どど……どういうこと？　というか、あんた誰よ!?）

			　どこにいる相手なのかも分からないけれど、心の中で反論する。

			『誰？　さっき主ぬし自身が言ったであろう？　ワシは鬼巫女さまじゃよ』

			（鬼巫女さまって……。あんた！　こ、これどういうことよ！　どうなってるの？　なんで私が思ってることを口にできないのよ！　というか、思ってることと正反対の言葉を口にさせるのよ！　これ……あんたの仕業なんでしょ!?）

			　敵意を剥き出しにして問う。

			『あんたあんたって……仮にもワシはこの神社に封じられた神じゃぞ。しかも、ワシは主の願いを叶えてやったというに……。もう少し言い方ってもんがあるかと思うがのう』

			　これに対して鬼巫女さまは不満そうな呟きを返してきた。

			（願いを叶えた？　これで!?　馬鹿なこと言うんじゃないわよっ！　思ってもないことを口にさせる──そんなこと私は願ってないわよっ!!）

			　自分が願ったのはあくまでも婚約話をどうにかして欲しいというものである。それなのに何故こうなる？

			『いやいや、これは主が願ったことじゃよ。ワシは主が婚約を破棄できるように素直にさせてやったのじゃ』

			（す……素直？）

			　一体どういうことだろうか？

			『つまりのう。嘘をつけなくしたのじゃよ。何を言うにも本音。本当のことしか口にできないようにしてやったのじゃ』

			（──んなっ!?）

			　一瞬頭の中が真っ白になる。

			　本音しか話せない？　嘘がつけない？

			（う……嘘つかないでよっ！　本音って……それじゃあまるで私が本気で悠に対して感謝しちゃってるみたいじゃない！　悠なんかに心配されて喜んじゃってるってことじゃない！　私は……私はそんなことないのに……）

			　あり得ない。そのようなことあるはずがない。

			　大体、心の中では何度も悠の言葉を否定しているのに……。

			『くくく、心の表層で思っていることは真実ではない。本当の心というものは自分でも分からないところにあるんじゃよ。自分でも気付かぬほど深い場所にある本当の気持ち。それが本音という奴じゃ。それしか主は口にできん。そして、行動もそれに準ずる。身体も本当に心が欲してるようにしか動かぬ。とはいえ、安心するがよい。主が嘘をつけぬ相手はほれ、そこにいる男子──悠とかいったか？　そやつに限定してあるからのう。人は本音のみでは生きていけぬからな。とはいえ、その悠に関することであれば、第三者に対しても効果は発動するがのう』

			　誰に対してでも本音でしか行動できないというわけではないらしい。

			　だからといって、よりにもよって悠にだけ本音でしか語れなく、本音でしか行動できなくなる？

			（違う！　本音なんかじゃない！　悠に心配されて喜んだりなんか私はしないわよっ！　ぜぜぜ、絶対に!!　というか第一、それがどうして婚約破棄に繋がるのよっ!!）

			　仮に（あくまでも〝仮〟に）鬼巫女が言うことが事実だとしても、悠に対して本音でしか語れなくなることと、婚約破棄は繋がらないではないか。婚約破棄は先方と父に伝えなければならないことなのに……。

			『まぁ疑問はもっともじゃが、本音で語ることに慣れればそのうち誰に対してでも素直になれる。特に一番本音で向き合えない相手に対して素直になることができればのう。というワケで、自分で婚約破棄を伝えられるようになるまで……しっかり精進するんじゃぞ』

			（し……精進するんじゃぞって……なによその言い方！　まるでもう時間が来たから自分は帰る！　みたいな感じじゃない!!）

			　まだ話し足りないことがある。というか、この術を解いてもらわねばならない。

			『みたいな感じ……ではなく、実際その通りじゃ。くくく、ワシはこれから録り溜めしておいたあにめを観て、れこーだーのえっちでぃーでぃーを軽くせねばならぬからのう。でないと今夜の分を録画できぬのじゃ』

			（できぬのじゃって！　あんた……何よその鬼だか神様だかのくせに俗っぽい理由！　待ちなさい!!　待ちなさいよぉおおっ!!）

			　必死に心の中で引き留めようとする。

			『じゃあの』

			　だが、鬼巫女はこちらの言葉を聞き入れてはくれず──本当にいなくなってしまった。実際姿を見たわけではないのだけれど、何となくそんな確信をすることができた。

			　つまり、ここからは本当に悠と二人きり？

			　なんだか血の気が引いていく気がした。

			「感謝って……その、まさか穂乃花にそんな風に言ってもらえるなんて嬉しいよ」

			　もちろん穂乃花のそんな心に悠は気付かない。先程の続きの言葉を向けてくる。結構長く鬼巫女と会話していたように感じたけれど、どうやら実時間はあまり過ぎていないようだった。これも鬼の力なのだろうか？

			　なんてことを思考したところで答えを出すことはできない。

			　仕方ない。ここはまず悠の問いに答えなければ。

			（まさかって……なんでそんな言い方なのよ？）

			「まさかってなんでそんな言い方なのよ？」

			　心の声と実際の言葉が一致する。

			「いや……だってそれはその……てっきりお、怒られると思ったから……。ほら、僕しつこかったし。そういうのって穂乃花嫌いだろ？」

			（当たり前でしょ！　大丈夫だって言ってるのに何度も何度も！　私に対する嫌がらせのつもりなの？　説教に決まってるじゃないっ!!）

			　心の中ではこう考える。

			「別に……き、嫌いじゃないわよ。その……しつこいのは確かに嫌だけど……。でもその……さっきのはあんたが私のことを本気で心配してくれてのことだって分かってるから。だから……怒ったりなんかしないわ」

			　が、今回は思っていることとはまるで別のことを口に出してしまっていた。

			　これに対して悠はポカンと口を開ける。

			「な……何よその顔……」

			「あ……ご、ごめん。だけどその……。え？　ほ、本当に穂乃花？」

			「どういう意味よそれ？」

			「どうって……だって、なんか穂乃花らしくないから……」

			　そんなのは当たり前だ。

			　これはあの鬼巫女とかいう性悪な鬼に妙な術をかけられて、自分の考えていることとはまったく違うことを無理矢理しゃべらされているだけなのだから！

			「ま……まぁあんたがそう言うのも分かるわ。いままでの私だったら絶対あんたのこと怒ってたと思う。だけどね、これがその……私のほ……本当の気持ちなの……」

			　そのことを伝えようとしても、話すことができない。口は勝手に動いてしまう。

			「いままではなんていうか……あんたを前にすると……本当のことを言うのが恥ずかしくて……ちょっときつい言い方になっちゃってた……だ、だけなんだからっ!!」

			　口調自体はいままでとあまり変わりはない。なのに言っていることは正反対になってしまう。

			「僕を前にすると恥ずかしくてって……な、なんで？」

			「なんでってそれはその……。だから……」

			　幼馴染みの問いに対して答えを返そうとしてしまう。

			（ま……まさか……。だ、駄目！　それは……それは口にしちゃ駄目よ！　そんなことない！　そんなこと私思ってないからっ!!　だから駄目！　口にしちゃ駄目ぇえっ！）

			　この時、穂乃花は何故かこれから自分が言おうとしている言葉がなんなのか事前に察知することができた。

			　だから止めようとする。止めようとするのだが、自分の身体なのに自分の意思ではどうすることもできず──

			「そんなのき……決まってるじゃない。わ……私は……あんたのことが好きだからよ！」

			　遂にそれを口に出してしまった。

			　一瞬静寂が神社の境内を包み込む。

			「ほ……穂乃花？」

			　呆然とした様子でポカンッと幼馴染みは口を開けた。

			（あああ！　ちちち、違うっ！　違う違う違う違う違うぅうううう！　いまのは嘘！　嘘なんだから!!　かかか、勘違いするんじゃないわよ！　私があんたを好き？　あり得ない。そんなことあるはずないんだからぁああっ!!　何言ってるのよ！　私……何言っちゃってるのよぉおっ!!）

			　とんでもないことを口にしてしまった。

			　とにかくいまは嘘だと、そんなことないと否定しなければならない。

			「……ほ、ホントに？　それ……本気で言ってるの？　本気で僕のことを？　いまの聞き間違いとかじゃなくて？」

			　もちろん聞き間違いだ。悠のことを好きだなんて自分が言うはずないではないか!!　そう答えなければならない。

			　そう答えろ！

			　何度も自分に心の中で言い聞かす。

			「聞き間違い？　そ……そんなわけないじゃない」

			　しかし、否定することはできなかった。

			　であるのならば期待すべきは次の言葉だ。

			「私……あ、あんたのことなんか……あんたのことなんか……」

			　大嫌いなんだから！

			　いま言うべきは、大嫌いなんだから、よ！

			　それ以外の答えなどあり得ない。

			　あり得ないはずなのに……。

			「大好き……。大好きなんだからっ!!」

			　結局否定することはできなかった。それどころか先程の「好き」以上の言葉「大好き」なんて口に出してしまう。

			（ああああ……。なんでよ！　どうしてよっ!!　馬鹿！　私の馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿ぁあああ！　こんなこと……どうして口にしちゃうのよぉっ!!）

			　正直言えばすぐにでもこの場から逃げ出してしまいたかった。

			　けれども足は動いてくれない。真っ直ぐ悠を見つめてしまう。

			　先程鬼巫女が口にした通り、どうやら悠に対しては行動にも制限が出てしまっているようだった。

			「好きって……ほ、本当に？　本当に僕のことを？」

			「さっきから何度も言ってるでしょ！　か……勘違いしないでよね！　あんたのことなんか……ホントに……ホントに大好きなんだからっ!!」

			　何度も繰り返してしまう。好きだと……。

			「ほ……穂乃花……」

			　告白に対して、悠はいまにも泣き出しそうな表情を浮かべた。瞳を潤ませながら、真っ直ぐこちらを見つめてくる。

			　そして──

			「う……嬉しい。凄く嬉しいよ。僕も……僕もずっと……ずっと前から穂乃花のことが好きだったから……」

			　そう気持ちを伝えてきた。

			（──え？）

			　一瞬頭の中が真っ白になる。

			　好き？　悠が自分のことを？

			　ドクッドクッドクッ──向けられた告白に、心臓が早鐘を打つのを感じた。なんだかキュンキュンと胸が切なく疼うずく。

			（って……ば、馬鹿っ！　な、何流されてるのよ。悠が私のことを好き？　そんなこと言われて、な……ななな、何喜んでるのよ！　悠は……悠はただの幼馴染みでしょ）

			　だけど、相手の気持ちはこちらが相手に対して思っている認識とは違って当然だ。だから本当に昔から悠は──。

			（だから違う！　私のことを好きだなんて、そんなことないわ。勘違い。こ……こいつ勘違いしてるだけよ。だって……悠ってむむむ……昔から流され易いところがあったから。だから……その……私に好きだなんてう……嘘……そうよ、嘘の告白されて舞い上がっちゃってるだけなのよ！）

			　無理矢理自分に言い聞かせながら、それは勘違いだと悠にも教えてやらねばならないと考える。

			　しかし、やはりというかなんというか、それを口に出すことはできず──。

			「嬉しい。凄く嬉しいじゃない。それってつまり……私達……り、両想いだったってことよね？」

			「う……うん」

			　緊張した様子で悠は頷く。

			「そう……それじゃあ……。わ……私と……つ……つつつ……付き合いなさいよね！」

			　そんな幼馴染みに対し、遂には交際を求める言葉まで向けてしまった。

			「い、いいの？」

			「当たり前じゃない！　私達……す、好きあってるんだから！　そうするのがと……ととと、当然でしょ？」

			（違う！　そんなの当たり前じゃない！　当然なんかじゃないわよっ!!）

			　なんてことを心の中で思ったところで後の祭りである。

			「それじゃあ……えっと……僕達……き、今日から恋人同士ってこと？」

			　恋人同士──。

			　その言葉を聞いた瞬間、全身を電流のようなものが駆け巡るのを感じた。

			（恋人？　わ……私と……悠が？）

			　脳裏に悠と二人で並んで歩く自分の姿が思い浮かぶ。ただ、それだけだったらいつも通りの光景だ。けれど、想像の中の自分はただ幼馴染みと並んで歩いているだけではない。腕を絡め合わせながら、手を繋いでいた。しかもただ手を握りあっているわけではない。いわゆる恋人繋ぎという奴である。その上、手を繋いで歩くだけでは飽き足らず、やがて二人は互いの身体を抱き締め合い、唇と唇を……。

			　想像するだけで全身が熱く火照っていく。更に心臓が高鳴っていくのを感じた。

			　身体はただ熱くなっているわけではない。なんだかポカポカしてくる。悠とデートをしている姿を思い浮かべるだけで、心も身体も満たされていくようなそんな気が──。

			（って！　ば──馬鹿っ！　ななな……何を想像してるのよ!!　あ……あああ……あり得ないわ。私が悠と付き合うなんてそんなことあるはずない。私はゆ……悠のことなんか何とも思ってないんだから！　だ、だから……認めちゃ駄目！　恋人同士なんて認められるわけないじゃない!!）

			　慌てて妄想を振り払う。

			「……も、もちろんよ。私達……き、今日から恋人同士なんだから！」

			　だが、いくら理性を働かせたところで、状況を好転させることなどできなかった。それどころかよりドツボに嵌まっていく。

			「だからその……えっと……き……キス。キス……しなさいよねっ！」

			　やがてはそんなことまで……。

			（き……キス？　キスってまさか本当に？　私……え？　嘘……嘘でしょ？　こんな……こんなことって……）

			　自分が口に出してしまった言葉が信じられなかった。聞き間違いではないのか？　とさえ思ってしまう。

			　けれど──

			「い、いいの？　本当にき……キスしても？」

			　現実逃避などしたところで意味はなかった。

			（よくないわ。キスなんて……。駄目よ。悠と……悠とキスなんて……）

			　あってはならないことだ。

			　そのはずなのに、視線は自然と幼馴染みの唇へと向いてしまう。

			　男にしては覇気がないまるで女の子みたいな顔だ。そのせいかなんだか唇もとても艶やかで柔らかそうな感じがする。

			　キス──一体どんな感触なのだろうか？

			　ファーストキッスは甘い味。なんて話をよく聞くけれど、本当にそんな味がするのだろうか？　などということまで考えてしまう。

			　ゴクリッ。

			　口付けを想像し、喉を鳴らしてしまう自分がいた。

			（な……何想像してるのよ馬鹿！　いまはこの状況をどうにかする術を考えないと……。でも、あああ……どうすれば……）

			　事態を好転させる術などさっぱり思い浮かばない。というか、視線を幼馴染みの唇から外すことができない状況では、まともに思考することなどできなかった。

			「あ……当たり前でしょ！　わ……私がしろって言ってるんだから……あんたは黙ってキスすればいいの!!　こ……恋人同士なんだからそれくらい普通でしょ！」

			　結局何も思いつかぬままに、キスを求めてしまう。

			「……分かったよ。その……キス……するね」

			　もうどうすることもできなかった。

			　宣言と同時に一歩悠はこちらに近づいてくる。

			「もも……もっと近づきなさいよ。これじゃあキスするにはまだ遠いわよ」

			　だが、それでもまだ唇を重ねるには距離があった。

			「う……うん」

			　緊張したような表情を浮かべながら、更に幼馴染みは距離を詰めてきた。

			（あああ……近い。これ、凄く近い!!）

			　すぐ目の前まで幼馴染みが接近してくる。吐息が届くほどの距離であり、なんだかちょっとこそばゆささえ感じた。
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			「す……好きだよ穂乃花」

			　それほどの近距離で再び想いを伝えてくる。

			（す……好きって……。こここ……こんな近くで好きって……）

			　脳髄にまで幼馴染みの言葉が染み込んでくるような気がした。なんだか頭の中が蕩とろけそうな気分になってくる。

			「私だって……だだだ、大好きなんだからね！」

			「うん。ありがとう。嬉しいよ。それじゃあその……いくね」

			「き、来なさいっ！」

			　悠の言葉に頷く。

			　すると幼馴染みは意を決するような表情を浮かべると、そっとこちらの唇に自身の唇を寄せてきた。

			（近い……。駄目。もう……止められない……）

			　最早どうすることもできそうにない。この状況で口付けを中断する術など何も思い浮かばなかった。

			　それどころか、唇の接近に合わせるようにより胸を高鳴らせてしまう自分がいる。

			（し……仕方ない。これ……ししし……仕方ないのよ。べ、別に私は本当はきき……き、キスなんてしたくないけど……。こうなった以上やるしかないじゃない。身体が動いてくれないんですもの。これも全部あの鬼巫女のせいなんだから！　だから仕方ないのよ。キスくらいしちゃったって……）

			　近づいてくる幼馴染みの顔──彼の顔を見つめながら、そっと穂乃花は自分から瞳を閉じた。

			　そして──

			「んっ」

			「んんんんんっ」

			　唇と唇が重なり合う。

			　とても柔らかく、温かい感触が伝わってきた。

			（あ……これ……。してる。わ……私……悠と……悠とキス……。キスなんかしちゃってる……。なんかこれ、あ……あったかい。凄く……あったかいの……）

			　ただ唇と唇が重なっただけでしかない。

			　それなのに、なんだか唇だけでなく身体までもが混ざり、溶け合い、悠と一つになっていくような、そんな感じがした。

			


			


			


			


			


			


			


		

	

			


			二章　あんたとエッチ……し、してあげるんだから！

			


			　重なり合う唇と唇──プニッとした感触が伝わってくる。なんだかフワフワとしていて柔らかい。唇だけでなく、身体まで一つに混ざり合っていくような感触だった。想像していた通り──いや、それ以上に心地いい。

			（してる……。僕……。穂乃花とキスしてるんだ……）

			　ずっと夢見てきたことが、いま現実になっている。

			　いや、これは本当に現実なのだろうか？　もしかして自分は夢でも見ているのではないだろうか？　とさえ思える事態だった。

			　けれども伝わってくる感触は本物だ。

			　夢ではない。これは間違いなく現実。現実なのだ。

			　胸の中いっぱいに温かいものが広がっていく。脳髄が蕩けそうなほどの幸福感に包まれながら、ひたすら唇を重ね合わせ続けた。

			　やがてどちらからともなくそっと唇を離す。

			「………………」

			　何を言っていいのか分からなかった。無言のまま穂乃花を見つめる。穂乃花も頬を赤く染めつつ、無言でこちらを見つめていた。

			「き……キスしちゃったわね……」

			　しばらくすると穂乃花の方が口を開く。

			「そうだね」

			　恥ずかしさを覚えつつ、悠もこれに答えた。

			「だい……好き……。あんたのこと大好きってこと……伝わったわよね？　分かったわよね？　これで私の気持ち本物だって分かってなかったら承知しないんだから！」

			　顔を真っ赤に染めつつ、そんな言葉を向けてくる。

			「分かったよ。穂乃花の気持ち──凄くよく分かった」

			　これに対して何度も頷いた。

			　自分からキスしようとまで言ってくれた幼馴染み。その気持ちははっきりと理解できていた。

			　本当に彼女は自分を好いてくれている。幼馴染みとしてではなく恋人として……。

			　これほど嬉しいことはなかった。だって、こういう関係になることを悠はずっとずっとずっとずっとずっと──夢見てきたのだから……。

			（でも、どうしたんだろう？　なんでいきなり？）

			　ただ、疑問はあった。

			　どうして穂乃花がいきなりこんな行動に出たのか？　そこが腑に落ちない。なんだかいままでの穂乃花とは違いすぎる気がした。

			　やはり原因は先程の光なのだろうか？　あの時から穂乃花の態度が変わった気がする。アレは一体なんだったのだろう？

			（まさか……鬼巫女さま？）

			　願いが通じたということなのだろうか？

			　でも、だとすると、穂乃花が自分を好きだと言ってくれたのは彼女自身の気持ちではなくて、鬼巫女さまに言わされているということになるのか？

			　好きだと言ってもらえた上に、キスまですることができた。それ自体ははっきり言って嬉しいことである。けれどもしそれが穂乃花の本心でなかったとしたら？　そう考えるとなんだか不安を覚えてしまう。穂乃花に対する申し訳なさのようなものを感じてしまった。

			「どうしたのよ。何不安そうな顔してるの？」

			　心配げな表情を穂乃花が向けてくる。

			「あ……別に……その……。なんでもないよ。ただ、ちょっとあまりに嬉しすぎて、もしかしてこれ、夢でも見てるんじゃないかって思っちゃって」

			　そんな幼馴染みに対して笑ってみせた。

			（駄目だ。穂乃花にこんな顔させちゃ駄目だ！）

			　穂乃花には悲しい顔をして欲しくない。いつも笑って──勝ち気な彼女でいて欲しい。不安感を押し隠し、なんでもない風を装う。

			「……なんでもないなんて嘘ついたって無駄なんだからね！」

			　しかし、穂乃花に誤魔化しは通じなかった。

			　彼女は再びこちらに近づいてくると、ギュッと悠の肉体を強く抱き締めてくる。

			「ほ……穂乃花？」

			　思わず瞳を見開き、幼馴染みを見つめた。

			「嘘ついたって私には分かるんだから！　何年一緒だと思ってるのよ。その……こんな幸せな時に、勝手に不安がってるんじゃないわよ」

			「ご……ごめん」

			「ごめんって……別に謝る必要なんかないわよ。ただ……一つ言っておくけど、私の気持ちはほ……本物なんだから」

			　そういうと穂乃花は自分から唇を重ねてくる。

			「んっふ」

			　再びのキス。

			　チュッと触れるだけの可愛らしいキスだ。けれど、とても長い長いキス……。

			「……何度だってキスできちゃうんだから！　あ……あんた……こんな私の気持ちを疑ったりするんじゃないわよ!!」

			　やがて唇を離すと、恥ずかしそうな表情を浮かべながらそう告げてくる。

			　顔を紅潮させ、瞳を僅かに潤ませながら真っ直ぐこちらを見つめるその表情を見れば、穂乃花の言葉が本心からのものであることが幼馴染みである悠にはすぐに理解できた。

			「ホントごめん。もう……変なこと言ったりはしない。だ……大好きだよ穂乃花」

			　ストレートに大好きだと言うのは実を言うと恥ずかしい。が、彼女だって自分の気持ちを素直に伝えてくれているのだ。自分だけが恥ずかしがっているわけにはいかない。だから気持ちを真っ直ぐ伝える。

			（きっと鬼巫女さまが僕の気持ちを穂乃花に伝えてくれたんだ。そして穂乃花は僕に応えてくれた。きっとそうだ！）

			　同時に唐突な幼馴染みの変化に対する違和感を、そうして心の中で受け入れた。

			「だ……大好きっていうなら……言葉だけでなく行動で示しなさいよね」

			　するとそんなことを言ってくる。

			「行動？」

			　一体どういうことだろうかと首を傾げる。

			「そ……それくらい察しなさいよ馬鹿っ!!」

			　また怒られてしまった。

			「その……わ……私はあんたのことが好き……。だから……も……もっとあんたとき……きき……キスしたいって言ってるの!!　それくらい私の恋人なんだから分かるようになりなさいよね！」

			　キスしたい。

			　一回や二回だけでは物足りない。もっと抱き締め合い、唇を重ね合わせたい──そう幼馴染みは訴えてくる。

			「それとも？　その……あんたはもうキスしたくないの？」

			　上目遣いでちょっと不安そうな表情を浮かべながらこちらを見つめてくる。

			「そ、そんなわけないっ！　穂乃花とキスしたくないなんて……そんなことあるはずないよ!!　したいよ！　したいに決まってるっ!!」

			　一度や二度だけでは物足りない。三度でも四度でも、五度でも六度でも──何度だって、何度だって何度だって何度だって、幼馴染みの唇を味わいたかった。

			「だ……だったら……何すればいいか分かるわよね？」

			　頬を真っ赤に染めつつも、いつも通りちょっと上から目線で、命令口調にも似た言葉を向けてくる。

			　そんな彼女の言葉に従うように、悠は自分からお嬢様の身体を抱き締めた。

			　モデルのようにスラッとした体型だけれど、フワフワと柔らかく、抱いているだけで凄く心地よくなるような感触が伝わってくる。嗅いでいるだけで全身から力が抜けていくような心地いい香りに鼻腔がくすぐられた。

			　そんな感触を堪能しつつ、再び穂乃花の唇に自分の唇を寄せていく。

			「んふっ」

			　三度目のキスをした。

			　いや、三度目のキスだけでは終わらない。

			　んっちゅ……。ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっ……。

			　四度目、五度目、六度目と、繰り返し啄ついばむようにキスを続けた。

			「ね……ねぇ……」

			　そうしてしばらくキスし続けていると、穂乃花が口を開いた。

			「なに？」

			「その……た、ただ唇をその……重ねるだけじゃなく、もっと深くあんたと繋がりたいんだけど……」

			「もっと深く？」

			　どういう意味だろうか？

			　言葉の意味がよく理解できず、思わず首を傾げてしまう。

			「もう……だから察しが悪いって何度も言ってるでしょ！」

			　やっぱり怒られてしまった。

			「だから……その……し……舌も……い、挿入いれて……い、いいわよって言ってるの!!」

			　ただ、怒りつつも恥ずかしそうにそう告げてくる。

			「……いいの？」

			「いいのって……いいって言ってるじゃない馬鹿っ!!　それとも……あんたは嫌？」

			「嫌なんて……そんなわけないよ!!」

			　それどころかしたい。穂乃花の口の中に舌を挿し込みたい。幼馴染みが言う通り、もっともっと深く繋がりあいたい──欲求が膨れ上がっていく。ここまで求められて我慢なんかできるはずがなかった。

			「んちゅっ！」

			　もう一度唇を重ねる。ただ、今回は触れるだけのキスではなかった。

			「んむっ！　むっふ……。んむううっ」

			　穂乃花の口唇を割るようにして彼女の口腔に舌を挿し込んでいく。

			　ちゅぐっ……。んじゅっ……。むちゅるっ……。ぐちゅううっ……。

			　そのまま彼女の口内をかき回すように、舌を動かし始めた。キスすること自体が初めてであり、当然ディープキスなどこれまでしたことはない。その為、どのようにすればいいのかはまるで分からなかった。本能のままに舌を蠢うごめかす。本能の赴くままに、穂乃花の口内をかき混ぜた。

			「あむうっ！　むもっ……んむううっ……。むっふ……んっんっ……あむううっ」

			　これに穂乃花も応えてくれる。こちらの舌に絡めるように、自分からも舌を動かしてきてくれた。

			　ぐちゅっ……。ぬちゅっ……。むっちゅ……。ぐっちゅぐっちゅぐっちゅ……。

			　舌と舌が絡み合う。繋がりあった唇と唇の間から、なんだかいやらしい水音のようなものが響き始めた。

			（気持ちいい。キスって……こんなに気持ちがいいことだったんだ……）

			　膨れ上がる本能のままに互いの口腔を貪るようなキスをしていると、それだけで全身から力が抜けていくのを感じた。身体中が蕩けてしまいそうなほどに心地いい。幼馴染みの口腔──それを感じているだけで、心も身体も満たされていくようなそんな気がした。

			　キスをしているだけで胸が高鳴っていく。全身が発熱でもしているみたいに熱くなっていくのを感じた。

			「あむっ……。んふううう。むっむっ……んじゅううっ」

			　自然と舌の動きが激しさを増していく。ただ口腔を味わうだけでなく、時には幼馴染みの下唇をチュウウッと吸ったりもした。

			　そんなキスを続けていると身体中──特に下腹部が疼き始める。自然とペニスが熱くなっていくのを感じた。ズボンの上からでもはっきりと認識できるくらいペニスは硬く屹きつ立りつしていく。これを無意識のうちに幼馴染みの腰に押しつけてしまう自分がいた。

			「──んっ!?」

			　途端に穂乃花が驚いたように瞳を見開く。

			「あっ！　ご……ごめんっ!!」

			　慌てて悠は穂乃花から離れる。

			「これはその……ほ、ホントにごめん」

			　あまりに恥ずかしすぎる事態だった。

			『このド変態っ!!』

			　なんて罵られてしまってもおかしくはないし、嫌われてしまっても文句は言えない。

			（ああもう！　馬鹿！　僕の馬鹿っ!!）

			　自分自身を罵らずにはいられなかった。

			「この変態っ！」

			　やっぱり言われてしまう。

			「ごめん……なさい」

			　謝罪以外の言葉が思いつかない。

			「でも……べ……別にいいわよそれくらい」

			　だが、次に向けられた言葉は怒りではなかった。

			「というか……その、う……嬉しいわよっ！」

			　それどころかそんなことまで伝えてくる。

			「嬉しい？」

			　どうしてそんなことを？

			「だって……それ……わ、私で興奮してそんな風にしてるわけでしょ？　だ……だったら嬉しいわよ！　大好きな悠が私で硬くしてくれてるのに、嬉しくないわけないじゃない！」

			「ほ……穂乃花……」

			　幸せすぎて死んでしまうかも知れない──それくらい幼馴染みの言葉は心の奥深くまで響くものだった。

			　しかも、彼女の言葉はそれだけでは終わらない。

			「だ……だから……」

			　更に穂乃花は口を開くと──

			「その……わ、私が……その……は、恥ずかしいけどす……スッキリさせてあげるわ！」

			　ちょっと潤んだ瞳で真っ直ぐこちらを見つめながら、そう伝えてきた。

			※

			（私がスッキリさせる？　ななな……何言っちゃってるのよ！　そんなことでで……できるわけないでしょ。無理。絶対無理よ!!）

			　穂乃花の頭の中は混乱の極致に達していた。

			　ただでさえキス──しかも舌を挿し込むようなディープキスをして思考はグチャグチャになっていたのに、その上勃起したペニスをスッキリさせるなんて……。

			　想像するだけでクラクラしてしまう。頭がおかしくなってしまうのではないか？　とさえ思えた。

			「スッキリって……な、何を？」

			「何って……もちろん……その……しゃ……しゃせ……しゃしゃしゃ……射精させてあ……あげるって言ってるのよ。男ってそうすればスッキリするんでしょ？」

			　射精なんて露骨な言葉まで口に出してしまう。

			「射精って……そ……そんな……いや、それはそうだけど……でも、いくらなんでもそこまでは……」

			　ただ、流石さすがの悠もこれに対しては素直に「じゃあお願い」と言ってはこなかった。

			（そうよ！　断りなさい悠。無理だから……いくらなんでもそんなことできないから）

			　悠の反応に少しだけれどホッとする。

			「私は……その……構わないわよ。恥ずかしいけど……あ、あんたの為だったら……それくらいしてあげられるから……。それとも……悠は私じゃ嫌って言うの？」

			「そ……そんなことないよ。そりゃ……で、できることならしてもらいたいけど……」

			「だったら……遠慮なんかする必要ないわ！　わ……私がしてあげるって言ってるんだからっ！」

			　だが、心とは裏腹にやっぱり口では幼馴染みを挑発してしまう自分がいた。

			（駄目よ。こんな言い方したら……。悠！　駄目よ！　私の……私の言葉を信じちゃ駄目！　こんなの嘘っ!!　嘘なんだからぁっ！　信じたりなんかしたら承知しないわよ！）

			　必死に悠に訴える。

			「だけど……」

			　その願いが通じたのか、悠はまだ躊躇している様子だった。

			「遠慮なんかしないでって言ってるでしょ！　私は大好きな悠の為だったら……なな……なんでもできるの！　なんだってしてあげたいの！　どんなに……は……恥ずかしいことだって……。だから、ほら、素直になりなさいよね」

			　しかし、そんな彼の背を自分が後押ししてしまう。

			　これに対し悠は一瞬躊躇するような表情を浮かべたもののやがて「ほ、本当にいいの？」なんて尋ねてきた。

			（よくないわよ馬鹿っ！）

			「いいに決まってるじゃない馬鹿っ!!」

			　何を思ったところでどうすることもできなかった。

			（もう……好きにしてっ……）

			


			「いいのかなここで？　鬼巫女さまのば……罰が当たったりしないかな？」

			　流石に外でやるのは問題だったので、二人で拝殿に入る。中は暗いけれど、そこそこ手入れがされている様子であり、埃などが落ちているということはなかった。鬼巫女が掃除でもしているのだろうか？

			「別に構わないでしょ」

			（フンッ！　あんな奴に気兼ねする必要なんかないわよっ！）

			　神だろうがなんだろうが知ったこっちゃない。こうなったのはあいつ自身のせいなのだから。

			「えっと……その……それじゃあいく……わね……」

			「あ……う、うん」

			　幼馴染みが頷く。これを耳にしながら、ちょうど彼の股間部が目の前に来るような位置に穂乃花はしゃがみ込んだ。

			（凄い……これ……ふ、膨らんでる）

			　ズボンの上からでも中に何か大きいものがあることは一目見て分かる。男のものが興奮すると大きくなることは家のメイドとか友人とかに聞かされて一応知識だけはあった。

			　どうすれば男が喜ぶのかも──

			『そのうち松橋くんにしてあげなくちゃいけなくなりますよお嬢様。ですから私が教えてあげますね♪』

			『はっ！　はぁあああっ!?　ななな……なんで私が悠にそんなことしなくちゃいけないのよ！　そんなことないわ！　ぜ、絶対ないんだからっ!!』

			『そうですか……それじゃあ止めておきますか？』

			『え？　あ……その……それは……。い、一応知識くらいは持ってても……』

			『ふふ、そう来なくっちゃ♪』

			『ででで、でも別に悠の為じゃないんだからね！　それだけは違うからね!!』

			　こんな感じで〝無理矢理〟そう、あくまでも〝無理矢理〟教えられている。

			　だからある程度は男のものってどんなものなのか？　ということは想像だけはしていたのだが──はっきり言って考えていた以上だった。

			（やっぱ無理……。こんなの無理だって……）

			　できるはずがない。こんな大きいものを気持ちよくするなんて……。

			　などと頭の中で思っても身体はやっぱり勝手に動いてしまう。

			　手を伸ばし、幼馴染みのズボンと下着を、何度か躊躇いつつも下ろしてしまった。

			「お……大きい……」

			　ビョンッと肉棒が飛び出す。

			　先端は赤黒く膨らんでいた。肉茎部分にはいくつも血管が浮き出ている。長さは二十センチくらいはあるだろうか？　そんなものが弓ゆみ形なりに反りながらヒクヒクと震えている。基本大人しい悠の身体についているものとは思えないくらいに逞しく、凶悪ささえ感じさせるものだった。

			（凄い……。信じられない。こんなになるなんて……。昔と全然違う……）

			　幼馴染み故に、小さい頃は一緒にお風呂に入ったりしたこともある。剥き出しになった肉槍はあの頃とは全然違って見えた。

			　思わずジッと見つめてしまう。

			「ちょ……ちょっと恥ずかしいよ」

			　悠は顔を赤くした。

			（恥ずかしい？　こ……こんなに大きくしておいてよく言うわね変態っ!!）

			　などと心の中では罵るが……。

			「私だっては……恥ずかしいわよ。でもだけどその……こ……ここ、こんなに大きくしてくれて嬉しい……」

			　やはり言葉にすることはできなかった。

			　それどころか喜びを露わにしてしまう。

			（嬉しいって……な、何言ってるのよ馬鹿！　こんな見せつけられて嬉しいわけないでしょ！　ただ悠の変態ッぷりにどん引きするだけよ！）

			　そんな自分自身を否定するのだが──。

			（だけど、でも……これ、本当に私でこんなに大きくしてるの？　私で興奮してくれて？　それってなんだか嬉しいような気が……）

			　肉棒を見つめているうちに、そのような思考が心の中に生まれてしまう。

			（って馬鹿！　考えるな！　そんなこと考えちゃ駄目よっ!!）

			　とは思うものの、意識すればするほど（悠が私で……）という思いは大きくなってきてしまう。まるで表に出している言葉に心の中まで影響されていくみたいに……。

			（だ、駄目よ！　駄目駄目！　このままじゃいけないわ。こ……こうなったら、さ、さっさと終わらせるのよ。抵抗できないし……し、仕方ないわよね）

			「えっと……その……それじゃあいくわよ。確か……男の人ってこうすれば気持ちいいのよね？」

			　心の中で言い訳をしながら、剥き出しになった悠のペニスに向かって穂乃花は羞恥に顔を真っ赤に染め、何度も何度も躊躇いつつも手を伸ばしていった。

			　もしかしたら鬼巫女の〝呪い〟の影響が心の中にまで出ているのかも知れない。

			　こうなった以上、さっさと終わらせて帰ろう。そして悠と別れればきっと元の自分に戻れるはずだ。

			（これは私の為。私自身の為にするだけなんだからね！）

			　言い訳のように何度も心の中で繰り返す。

			※

			　ギンギンに屹立したペニスに穂乃花が手を伸ばしてくる。白く細い指がそっと肉茎に絡みついてきた。

			「うあっ！」

			　それだけでまるで電流でも流されたかのように、身体が震えてしまう。当然のようにペニスも跳ねた。

			（さ……触ってる。僕のを……僕のおちんちんを穂乃花が触ってる）

			　やはり自分は夢でも見ているのではないか？

			　先程キスした時と同じようなことを考えてしまう。

			「凄い……ビクってした。これ……大丈夫？」

			　しかしこれは間違いなく現実だ。

			「うん。大丈夫……その……ちょっと触られただけだけど気持ちよくて」

			「そっか……気持ちよかったのね……。よかった」

			　ホッとしたような表情を浮かべつつ、安心したように微笑む。

			　肉棒を握りながら笑う幼馴染み──可愛らしく、そしてとても淫靡な感じがした。こうなることを昔から望んではきたけれど、想像以上にイヤらしい姿だ。

			「あっ、また大きくなってきた……。私の手の中でドクッドクッていってるわ」

			　自然と肉棒は更に膨張してしまう。

			　この様子に驚いた様な表情を浮かべながら穂乃花は身体を硬直させた。呆然とした様子でペニスを見つめてくる。その顔は、凄く恥ずかしそうだった。

			「その……そ、それじゃあい……いくわね。えっと確か……し、扱しごけばいいのよね？」

			　それでも幼馴染みは行為を中断しようとはしない。それどころか上目遣いでこちらを見つめると、ゆっくりとではあるが肉棒を扱き始めた。

			　シュコッシュコッシュコッと掌が肉茎を擦ってくる。

			「うっく！　あっ！　んんんっ」

			（これ、凄い……。自分でするのとは全然違う！　き、気持ちいい!!）

			　ほんの数回扱かれただけで、全身から力が抜けそうになってしまう。穂乃花のことを思って毎日のようにオナニーをしてしまっていたけれど、自分で擦るのとは比べものにならないほどの性感が下腹部から全身に広がってくるのを感じた。

			　掌の動きに合わせてペニスが激しく脈動する。

			「はぁっはぁっはぁっ……。震えてる……悠のが……。私の手で、私の動きに合わせて震えてるのが分かるわ。これって感じてるってことでい、いいのよね？」

			　手を動かしながら、上目遣いで尋ねてきた。

			「うん。そうだよ。感じてる。これ……凄く気持ちいいよ」

			　肉棒を握ったまま澄んだ瞳で見つめてくる。しかも、心なしか息も荒くなっているようだ。その姿はあまりに魅力的であり、視線を感じているだけで射精してしまいそうなくらいの興奮を覚えてしまう。

			「……嘘じゃないみたいね。嬉しい。あ、おちんちん……なんかまた大きくなってきた」

			　穂乃花の言葉を証明するように、握られたままのペニスは最初にさらけ出した時よりも明らかに一回り大きくなっているように見えた。

			　それを見つめて羞恥に顔を染めつつも、嬉しそうに幼馴染みは瞳を細める。同時に更に手を動かし、肉茎を扱き立ててきた。

			　蠢く掌に何度も敏感部が擦り上げられる。手が動くたびにゾクゾクした感覚が背筋を通り抜けていった。肉体に走る性感も大きくなっていく。

			　やがては感じる性感を証明するように、肉先から半透明な汁が分泌され始めた。肉先が分泌汁で濡れていく。

			「なに……これ？」

			　穂乃花はちょっと驚いたような表情を浮かべつつ、恥ずかしそうに尋ねてきた。

			「あ……これはその……。えっと……か、カウパー液っていって、その……気持ちいいと出てくるものなんだ……」

			　ちょっとした羞恥を覚えつつ説明する。

			「そう……気持ちいいと出てくるものなんだ……」

			　すると幼馴染みはこちらの説明を噛み締めるように呟いた後──

			「それくらい私で感じてくれてるんだ。う……嬉しいじゃない」

			　本当に嬉しそうな表情を向けてきた。

			「それじゃあもっと……もっと気持ちよくさせてあげるわ。その……あ、あんたがすぐにし……しし……しゃ、射精しちゃうくらいにね！」

			　が、すぐにその表情を引っ込めると、このような言葉を挑戦的な表情を浮かべながら向けてくる。

			「も……もっと？」

			　はっきり言っていまでも十分気持ちいい。それなのにこれ以上一体何をするというのだろうか？

			「私だって……その……あ、あんたとこうなった時のことを考えて、色々勉強してきたんだからね!!　だから……覚悟しなさいよっ！」

			　そう言うと悠の疑問に答えるように、穂乃花は肉茎を握ったまま顔をゆっくりと猛々しいくらいに勃起した亀頭に寄せてきた。

			「え？　あ……ま、まさかっ!?」

			　彼女がしようとしていることを理解する。それでもまさかあの穂乃花がそんなことをするはずがない──心のどこかでそう思う自分がいた。

			　しかし、予想は当たる。

			「こんなこと……あんたにしかしないんだから！」

			　んちゅっ！

			「んふううっ」

			「うああっ」

			　肉先に穂乃花の唇が触れた。

			　さっき口付けした時に散々味わった口唇の柔らかな感触が今度は肉棒に伝わってくる。ほんの少し触れただけでしかない。だというのに、立っていられなくなってしまうのではないかと思うくらい、全身から力が抜けていくのを感じた。

			　しかも、一度触れるだけでは終わらない。

			「んっちゅ……むちゅっ！　ちゅっちゅっちゅっちゅっ……んちゅうっ……」

			　やはり先程のキスと同様、何度も何度も啄むように肉先に口唇を押しつけてきた。

			「うっく！　これ……す、すごいっ！　気持ちよすぎるよ」

			　ただキスをされているだけでしかない。だというのに手淫されていた時以上の性感を肉体は覚えてしまう。口唇と亀頭が触れ合うたびに、身体の奥から全身が燃え上がるような射精衝動がわき上がってくるのを感じた。

			「んふふっ……。ふうっふうっふうっ……これくらいで気持ちよすぎる？　そんなことじゃこの先保もたないわよ。ほ……本番はここからなんだからね！」

			「ほ……本番？」

			　思わず首を傾げた次の瞬間──。

			「んれろっ」

			　穂乃花はただ肉棒にキスをしてくるだけではなく、舌を伸ばして亀頭を舐めてきた。

			「くあああっ!!」

			　舌が肉先をなぞる。ただそれだけ、あくまでもそれだけでしかない。だというのに走る性感は口付けされた時以上のものだった。思わず悲鳴を漏らしてしまう。

			「ふふ……ろう？　気持ちいいでしょ？　ほりゃ……んれろっ……ちゅろっ……れろっれろっれろぉ……。んっふ……はぁっはぁっはぁっ……感じるでしょ？」

			　震える肉棒。眉間に切なげに皺が寄ってしまう。そんなこちらの様子を挑発的な表情と上目遣いで見つめつつ、より舌を動かし、亀頭全体を舐め回してきた。いや、亀頭だけではない。舌先でカリ首をなぞり、ペニスの裏筋を何度も舐め上げてくる。その動きはまるでアイスでも舐め回している時のようですらあった。

			「んちゅっ……ちゅろっ……はぁっはぁっはぁっ……この汁……ち……ちょっとしょっぱいわね……。んれろぉ」

			　などということを言いながら、先走り汁を舌で掬い取ってくる。

			「だ、駄目だよ穂乃花……。汚い……汚いから！　そんなにしちゃ駄目だよ」

			　舌の動きは当然慣れたものではない。それどころか探り探りという感じでとてもぎこちないものだった。それでも伝わってくる性感は本物であり、舌が蠢けば蠢くほど、肉悦は大きくなっていく。はっきり言っていつ射精してもおかしくないくらいに気持ちよかった。もっと、もっと舐めて欲しい。もっと感じさせて欲しい──本能はそう訴える。ただ、僅かに残った理性が、そんな自分自身を引き留めていた。

			　確かに気持ちがいいけれど、流石にこれはやらせすぎな気がする。何しろペニスとは射精をする器官であると同時に排尿をする為の器官でもあるからだ。そんなものをお嬢様である穂乃花に舐めさせるなんて、なんだかとてもいけないことをしているような気分になってくる。

			　悠は行動を中断するように幼馴染みに訴えた。

			「んふっ……。らいじょうぶよ。べちゅに……んれろっ……。れろっれろっれろ……。はぁっはぁっはぁっ……あんたのここ汚くなんかないから。ううん……汚くたって構わないわよ。らって……んれろっ……ぺろっぺろっぺろっ……あんたのこと……らいしゅきだから……。らからね……こんなことらって……れきちゃうんらからぁ」

			　けれども幼馴染みはこちらの言葉を聞き入れようとはしない。それどころか肉棒に口付けしたまま「んふふっ」と笑ったかと思うと──

			「んあっ！　もっ……んもっ……。んっんっ……んもぉおおっ」

			　口を開き、ペニスを咥くわえてきた。お嬢様らしく、優雅に髪を手で払いながら――。
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			「あっ！　そ、そんなことっ！」

			　生温かな口腔に肉棒が包まれていく。口唇が肉茎を挟み込み、蠢く舌が亀頭に絡みついてきた。これだけで意識が吹き飛んでしまいそうな程の性感が走る。

			「だ……駄目だって……こんなことしちゃっ！　ホントに……そ、そこは汚いところだからぁっ!!」

			「らいりょーぶっへ、いってりゅれしょ？　しょれとも……あんたはきもひよくにゃいの？　もひかひて迷惑？」

			　ペニスを咥えたまま尋ねてくる。

			「迷惑って……そんなことないよ。あるはずない。だけど……穂乃花に汚いものを咥えさせるなんてそんなこと……」

			「しょっか……なりゃ……。んふふ……あんたももっろしゅなおになりなしゃいよね！　ほりゃ……んじゅっ！　おっむ……もふうっ！　んっんっんんんんん!!」

			　こちらの答えに安心したような表情を浮かべると、穂乃花は行為を中断するどころか、より肉棒を喉奥まで咥え込んできた。

			　そして──

			　じゅっぼっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっ……。

			「くふうう！　ふうっふうっふっ……もっもっもっもっもぉおお」

			　そのまま顔を前後に振り始める。まるで口腔全体を使って肉棒を扱くように……。

			　窄すぼめられた口唇が肉茎を擦り上げてくる。蠢く舌が肉先を何度もなぞり上げてきた。先程手淫をしていた時のようにその動きは激しい。ジュッボジュッボと顔が前後に動くたび、口端からは唾液が溢れ出すのが見て取れた。

			　技巧などあったものではない。ただ勢いだけといった感じである。

			　それでも、髪を耳にかけながら行う口戯には、どこか気品の様なものを感じた。

			「あああ！　気持ちよすぎる。こんなの射精でちゃう。すぐに僕……射精ちゃうよ！　耐えられないっ!!」

			　肉棒が蕩けてしまうのではないか？　とさえ思える愉悦が走る。

			　抑えきれないほどに射精衝動が増幅してくるのを感じた。

			　ぐっじゅ……。じゅずるっ！　むじゅっ……。ぐじゅうううっ。

			　口奉仕に合わせて響く淫靡な音。その音色に比例するように、肉棒は膨張していく。

			「もっぶ……んむっ……。もおおっ！　ふうっふうっふうううっ……。お、おおひく……おおひくなっへきら……。むっじゅ……。あぶうっ……はぁっはぁっはぁっ……。い、いいわよ。れひょうなららひていいわ。わらひのくひにらひて」

			　ペニスの肥大化ははっきり穂乃花にも伝わる。彼女は大きく口を開いて肉棒を咥えながら、ニッコリと笑みを向けてきた。それと同時に──

			「んっじゅ……ちゅずるるるるぅっ」

			　射精を促すかのように頬を窄め、激しく肉棒を吸引してくる。

			「うあああっ！　そっれ……凄い！　凄すぎるっ!!　できない。こんなの我慢なんかできないよ！　射精るっ!!　射精ちゃうううっ!!」

			　射精衝動を抑えることなど不可能だった。

			　増幅する本能の赴くままに、自然と悠は腰を突き出してしまう。

			「おぼっ!?」

			　喉奥を肉先で叩いた瞬間、驚いたように穂乃花は瞳を見開いた。

			「で、射精るっ!!」

			　視界が激しく明滅する。それと共に肉先が破裂しそうなほどに膨れ上がった。ぱっくりと肉先秘裂が口を開く。

			　そして──性感が爆発した。

			　ぶびゅっ！　どびゅぶっ！　どっびゅどっびゅどっびゅどっびゅ、どびゅるるるぅっ!!

			「むぼおおっ！　おっおっおっ──んもぉおおおっ!!」

			　全身が溶けてなくなってしまうのではないか？　とさえ思える強い性感と共に、激しく脈動する肉棒から穂乃花の口腔に向かって多量の牡汁を撃ち放つ。その量はこれまで自慰で出してきたものとは比べものにならないものであり、一瞬で幼馴染みの口腔を満たすほどだった。

			　そんな唐突な射精に驚きの表情を穂乃花は浮かべる。だが、決して彼女は肉棒を離そうとはしなかった。それどころか──

			「んっむ……ふじゅっ……。もぼっ……んじゅるるるるぅっ」

			　驚きに見開いていた瞳を閉じると、放たれる肉汁を最後の一滴まで搾り取ろうとするかのように吸引行為まで行ってきた。

			「くっ！　まだ……そんなにされたらまだ射精るっ!!」

			　ぶびゅっ！　どびゅるるるぅっ!!

			　肉先からは更に肉汁が溢れ出す。

			「あむうっ!?」

			　瞬間、口では受け止めきれなくなったらしく穂乃花は咥えていた肉棒を離した。

			　ぶびゅっ！　どびゅるるるっ！

			　それでもまだ射精は終わらず、結果──

			「あっぶ……あふぁああああ……」

			　穂乃花の顔まで肉汁でグチャグチャに汚す結果となってしまった。

			「あ……ご、ごめん！」

			　とんでもないことをしてしまったと謝る。

			　しかし、幼馴染みは射精を気にした様子は見せない。それどころか白濁液に塗まみれた顔にうっとりとした表情を浮かべると、

			「しゅ……しゅごい……あっむ……。んぎゅっ……ごくっごくっごくっ……。んっぶ……げほっげほっげほっ……はふぁあああ……。んぐんぐんぐっ……。んんんんん……。ぷはぁあああ……。け……けぷっ……」

			　まるで躊躇することなく、たっぷり口腔に放たれた肉汁を嚥えん下げしていった。

			　すべてを飲み干すと、顔を紅潮させ、瞳を潤ませながら笑みを見せてくる。

			「ご……ごひほーしゃま……。はぁっはぁっはぁっ……こ、こんなにだひてくれて、ありがとう。わたひ……しゅごくうれひかったんだから！」

			　なんて言葉も向けてきた。

			　その上「でも……ごめんね。じぇ……じぇんぶ受け止めてあげられなくて……」などと謝罪までしてくると、指で顔にべったりとついた肉汁を掬い取り──

			「んじゅっ……んじゅるるるぅ」

			　などとそれさえも口に含み始めた。

			「そんな……そこまでしなくても……」

			　流石に驚いてしまう。

			　すると幼馴染みは「これくらい……はぁっはぁっ……しゅるわよ」と口にし、

			「らって……わらひ……悠のことだいしゅきなんだから♥」

			　ニッコリと微笑みを浮かべてきた。

			「ほ……穂乃花……。僕も……僕も好きだ！　大好きだっ!!」

			　愛おしさが溢れ出す。

			　気がつけば悠は彼女の身体を強く抱き締めていた。

			※

			　とんでもないことをしてしまった。

			　悠のもの──ペニスを咥え、射精させるなんて……。しかも、それを飲み干すなんて、あまりに異常だ。異常すぎる。

			　生温かくて苦くて不味いもので、胃の中がタプタプになっているのを感じる。はっきりいって不快なことこの上なかった。

			　だというのに、そんなものを飲ませてきた悠に「大好き♥」などと……。

			（信じられない！　こここ……こんなことあっていいはずないわ！）

			　穂乃花の思考は混乱の極地にあった。

			　そのはずなのに何故だろうか？

			「大好きだっ!!」

			　ギュッと抱き締められながら想いを伝えられると、なんだか心が落ちついてくるのを感じる。もっと強く抱き締めて欲しい。もっと……もっともっともっと！　そんな風に思ってしまう自分がいた。

			　ドキッドキッドキッ……。

			　悠の体温を感じているだけで、胸が高鳴っていく。全身が火照り、キュンキュンと何故か下腹部が火照るのを感じた。

			　そんな穂乃花の腰に悠の勃起したペニスが押し当てられる。

			「これ……まだ硬いの？」

			　男は射精すれば落ちつくと聞いたのだが、幼馴染みの肉棒は明らかに射精前よりも大きくなっていた。

			「ごめん。その……あんまり穂乃花が可愛すぎて……」

			（可愛い？　私が？　私が可愛い？）

			　幼馴染みの言葉に更に胸が激しく鼓動する。

			「そうなんだ……。嬉しい。そんな風に言ってもらえて凄く嬉しい」

			　そう語りながら自分からも強く幼馴染みを抱き締めてしまう。

			「ねぇ……し、したい？」

			　そして遂にはそんなことまで尋ねてしまう自分がいた。

			「したいって……な、何を？」

			「なにって……も、もちろん……わ、私とエッチがしたいかってことよ」

			（な……何聞いちゃってるのよ馬鹿っ）

			　当然自分を罵る。

			　だというのに悠がどんな答えを口にするのか？　ということを気にしてしまう自分も確かにいた。

			「それは……」

			「正直に答えて」

			　問いを重ねると──

			「うん。し、したいよ」

			　はっきりと悠は頷いた。

			「そう……分かった……。それじゃあ……。い、いいわよしても。してあげる。あんたとエッチ……し、してあげるんだからっ!!」

			　当然の如くこれを受け入れてしまう。

			（してあげるって……そ、そそ、そんなこと私はイヤよ。悠とエッチなんて……。でも、だけど……し、仕方ないのよね……）

			　自分を否定しつつも、その否定は何故かこれまでよりも弱かった。

			　どうしてだろう？

			　悠と一つになる。セックスをする──そう考えると、なんだかそれだけで身体だけじゃない、心まで温かくなっていくような気がした。

			（これは呪いよ……。鬼巫女の呪いのせいだわ。だから仕方ない。仕方ないのよ……。イヤだけど、す、するしかないんだから……）

			　言い訳のように穂乃花は心の中で繰り返しつつ、抱き締めた幼馴染みの身体を自ら床に押し倒した。

			「ほ……穂乃花？」

			「……その……口だけで満足させてあげられなかったから……わ、私からしてあげるわ。あ……あんたはジッとしていなさいよね！」

			　驚く幼馴染みにそう告げると、まずは彼の上着を脱がし、幼馴染みを裸にした。その上で、悠に跨がった状態で自らＴシャツを脱ぐ。いや、Ｔシャツだけでなく、ブラジャーも外した。プルンッと白い乳房が弾けるように露わになる。白い肌に桃色の乳首を、幼馴染みの前に晒した。

			　同時にパンツにまで手をかけ、下ろす。悠の前で白いショーツだけという姿となった。

			　剥き出しとなったショーツのクロッチ部分は既に濡れている。下着生地に愛液が染み込み、陰毛が少し透けて見えてしまっていた。そんなショーツも脱ぐ。

			　ヌチュッ。

			　秘部とクロッチの間にねっとりとした糸を伸ばしながら、穂乃花は幼馴染みの前で薄い毛に隠された花弁を剥き出しにした。

			　愛液に塗れた秘裂は既に左右に開いてしまっている。覗き見えるピンク色の柔肉。その表面も女蜜で濡れていた。

			　悠が瞳を見開き、全身を見つめてくる。

			（恥ずかしすぎる。悠の前で裸になるなんて……。こんなことって……。あ、あんまり見るんじゃないわよ。そんなジロジロ見ないで……。なんでそんなに見るのよ？　も……もしかして？）

			「ど……どう？　私の身体……へ、変じゃない？」

			　それが凄く気になった。

			「そそ……そんなことないよ。変なんてことはない。凄く綺麗だよ」

			「そう……嬉しい」

			（よ……よかったぁ……。って、何ホッとしてるのよっ!!）

			　などと考えはするものの、綺麗だと言われたことは純粋に嬉しかった。

			「それ……す、凄く……ぬ、濡れてるね……」

			　幼馴染みの視線が秘部へと向いた。

			「悠のこと……だ、大好きだから……あんたのこと思ってるだけでこうなっちゃうのよ！」

			　ツツウッと太股を愛液が流れ落ちていく。

			（べべべ……別に大好きだからじゃない。鬼巫女よ。鬼巫女にこうなるような術をかけられちゃったからよ！　だから……濡れちゃうのも仕方ないのよ……）

			　もちろん自分の言葉を後から否定する。

			「僕も……好きだよ」

			　けれどもどうしてだか分からないけれど、好きだと言われるとそれだけでなんだか心が安らいでしまうのを感じた。

			「そ……それじゃあいくわね。私で……気持ちよくなって」

			　そんな安心感を覚えつつ、遂に腰を下ろし始める。右手で肉棒を握りながら、肉先をクチュッと膣口に自ら添えた。

			「あんんんっ」

			　途端に電流でも流されたような感覚が身を襲う。肢体がビクンッと震えた。まだ触れただけでしかないというのに、身体中から力が抜けそうになる。

			（なんか……き、気持ちいい？）

			　それは明らかに性感を伴った感覚だった。

			　触れただけでこれならば、挿入れればどうなってしまうのだろうか？

			（や……やっぱり駄目よ。え……エッチなんか駄目。こんなことしちゃいけないわ。駄目よ。駄目っ！　駄目ぇえええっ!!）

			　想像するとなんだか恐ろしささえ感じてしまう。

			　だから半分受け入れかけていた悠とのエッチを再び心の中で拒絶した。

			　しかし、やはり何を訴えたところで肉体は止まらない。

			「い……挿入れるわね」

			　そっと悠の頬を一度撫でると──

			　ぬじゅっ！　ぐちゅうっ！　ずじゅるるるぅっ!!

			「んっぎ……んぎいいいいい！」

			　自ら腰を下ろし、悠の肉茎を躊躇うことなく膣奥にまで迎え入れていた。

			　身体が二つに引き裂かれていくような痛みが走る。結合部からは破は瓜かの血がタラリッと流れ落ちていった。

			（あ……あああ……。は、挿入はいってる。私の膣中なかに……私の奥まで……悠のが挿入ってる。奥まで届いてる……）

			　下腹部に異物感が広がる。まるで身体の中に穴を空けられているような感覚だった。

			「あっふ……はぁっはぁっはぁっ……」

			　激しく息を吐く。

			「だ、大丈夫？」

			　心配げな表情を幼馴染みが向けてくる。

			　どうしてだろう？　何故かその表情を見ていると、それだけでなんだか胸の中に温かいものが広がっていくのを感じた。

			　見慣れた顔のはずなのに、なんだかとても愛おしく感じてしまう。感じる痛みさえも吹き飛んでしまいそうなほどの愛おしさを……。

			（これも……きっと鬼巫女のせいよね。だからこんな風に思っちゃうのも……し、仕方がないことなのよね……）

			　言い訳のようにそんな言葉を心の中で繰り返しつつ──

			「だ……い……はぁはぁ……大丈夫に決まってるでしょ！　そんなことより、や……やっと一つになれたわね」

			「うん」

			「好きよ……。あんたのこと……本当に……愛してるんだからっ!!」

			　繋がりあったまま「んんんっ」と悠の唇に自分の唇を重ねた。

			※

			　愛してると言いながら、穂乃花の方からキスをしてくれる。これほど嬉しいことはない。

			「僕も……僕も愛してるよ。穂乃花のこと……愛してるっ！」

			　だから触れるだけのキスを終えると、悠の方からも素直に気持ちを伝えた。そのまま彼女の背に手を回すと強く抱き締め、今度は自分から唇を重ねる。

			　ぐっちゅ……。むじゅっ！　ちゅっちゅっちゅぶうううっ。

			　今度はただのキスじゃない。舌を挿し込み、幼馴染みの口腔を貪った。

			「あむっ！　んっんっ……んじゅっ……。むちゅうっ」

			　穂乃花も応えてくれる。こちらの舌の動きに合わせるように舌を絡ませてきてくれた。

			　繋がりあったまま抱き合い続け、唾液と唾液を交換するような深い深いキスを続ける。

			「はぁっはぁっ……ゆ、悠のおちんちん……わ……私の膣中で凄く大きくなってきたわ」

			　クチュッと唇を離した幼馴染みがそんなことを告げてきた。

			　彼女の言葉通り、悠のペニスは明らかに挿入時よりも大きくなっている。理由は単純だ。凄く穂乃花の膣中が気持ちいいから。

			　襞の一枚一枚が肉棒に絡みついているのが分かる。キュウキュウとペニスを締めつけてくる肉壁の感触の心地よさは脳髄まで蕩けてしまいそうなものだった。まだ挿入れたばかりだというのに、すぐにでも射精してしまいそうなくらいである。

			　そんな感触の上、キスまでされて平常でいられるわけがなかった。

			「ご……ごめん」

			　いつもの癖で反射的に謝ってしまう。

			「謝る必要なんかないわよ。私のキスで感じてくれたって証拠でしょ？　嬉しいわ。だけどね……」

			「だけど？」

			「これくらいで満足しないでよね。本番は……こ……ここからなんだから……。もっと……もっと感じさせてあげるわ」

			　そう語りつつ穂乃花は微笑む。その笑みは普段の彼女からは想像もできないほど、なんだか淫靡なものだった。

			　ぐちゅっ！　ぬじゅっ！　ぐちゅっぐちゅっぐちゅっ……。

			「くふっ……。あっあっ……んくっ！　んんんんっ」

			　ゆっくりとではあるけれど穂乃花は自分から腰を動かしてきた。

			「ほ……穂乃花？　あんまり無茶は……」

			　苦しそうな感じで表情を歪める。破瓜を迎えたばかりでまだかなり痛そうに見えた。だから気遣いの言葉を向ける。

			　ほんの少し動かれただけでも、抑えがたいほどに射精衝動がわき上がってくるくらいに心地いい。正直なことを言えば自分からでも動き出したくなるくらいの性感を覚えていた。

			　それでも穂乃花に無茶はさせたくない。

			「む……無茶なんか……し……んくっ……あっあっ……してな、いわよ……。はぁっはぁっはぁっ……その、確かに、少し痛いけど……本当にす……少しなんだから……。だから大丈夫。あんたは私のことなんか気にしないで……た……たっぷり気持ちよくなって。私で感じて！　お願い」

			　が、穂乃花は止まらなかった。

			　ぐじゅっぐじゅっぐじゅっぐじゅっ……。

			　一定のリズムを刻むように腰を動かしてくる。襞の一枚一枚で何度も何度も硬く屹立した肉棒を擦り上げてきた。ブルンッブルンッと動きに合わせて乳房が揺れるほどに……。

			


			[image: ]

			


			　気持ちよくなって欲しい。感じて欲しい──そんな彼女の気持ちが痛いくらいに伝わってくる。

			　それが心の底から嬉しかった。

			　だからこそ穂乃花にも感じて欲しい。痛みだけではなく、気持ちよくなって欲しいと思った。

			　とはいえ、悠だってこうしてセックスをするのは初めてのことである。だからどうすれば穂乃花を感じさせることができるのか？　なんてことはさっぱり分からなかった。

			　それでも、少しでも彼女の負担を軽くする為に──

			「んちゅっ！」

			　穂乃花の身体を抱き寄せると、再びキスをした。

			「んんんんっ!?」

			　これに対して幼馴染みは一瞬驚いたような表情を浮かべる。けれどもすぐにうっとりとした様子で瞳を閉じると、腰を振り続けながら自分から舌を挿し込んできた。

			　ぐちゅっ！　ぬちゅるっ！　ぐっちゅぐっちゅぐっちゅ……。

			　互いに互いの舌を絡め合わせる。剥き出しにした肌を重ね合わせながら、ひたすら口付けを続けた。

			　繋がりあっていると、唇と秘部だけではなく全身が一つに溶け合い、混ざり合っているような気さえしてくる。いや、違う。身体だけじゃない。心まで一つになっていくようだった。

			　そんな感覚が自然と性感を増幅させていく。

			　ズジュッズジュッという穂乃花の動きに合わせるように、ペニスが膨れ上がり、射精感が膨張してくるのを感じた。

			「あっふ……。んっんっ……あふあっ！　あっあっあっ……」

			　そうして感じているのは自分だけではないらしい。

			　しばらくすると穂乃花の口から上がる悲鳴の色も変わり始めた。先程までの苦痛混じりのものとは違う。明らかに心地よさそうな響きを伴った吐息だった。

			「す……凄い……。これ……なんか……あっあっ……私……んんんん。は、初めてなのに……なんだかき、気持ちいい。私……あんん。か、感じてる。ねぇ、悠は？　悠も感じてる？　私の膣中……気持ちいい？」

			「いいよ。凄くいい。凄く感じてるよ。すぐに射精ちゃいそうなくらい、穂乃花の膣中気持ちいいよ」

			　正直な気持ちだった。腰が動くたび、肉壺はペニスをきつく締め上げてくる。ピストンのたびに絡みつく肉襞の量が増えていき、膣中にペニスが溶けてしまうのではないか？　と思うほどの性感を感じた。

			　本当にいつ射精してしまってもおかしくないほどの愉悦が、肉棒だけでなく全身を包み込んでいく。

			「そう……。だったら、いいわ。射精して。いつでも私に射精だして」

			「でも……穂乃花も……穂乃花にも気持ちよくなってもらいたい」

			　自分だけでは駄目なのだ。穂乃花にも感じて欲しい。一緒に気持ちよくなってもらいたい──彼女に対しする気持ちが膨れ上がる。

			「んっく……大丈夫。私も……あっあっ……これ、私も初めてなのに……なんか……すぐ……きそう。気持ちいいのが来そうだから……。私も……あっあっ……絶頂いきそうだから。だから……んんんん！　来て！　私も絶頂くから来てっ♥」

			　すると幼馴染みも性感を伝えてきた。

			「ほ……穂乃花っ！　穂乃花ぁああっ!!」

			　このように求められて我慢などできるはずがない。だから──

			　ぐっじゅっ！　ずじゅっずじゅっずじゅっずじゅっずじゅっ！

			「あひいいっ！　す、凄い！　あっあっあっ！　届く。それ……私の奥までとっどく！　あっあっあっ！　い、いい♥　気持ちいい。初めてなのに……凄くいい！　感じる！　それ……絶頂きそうなくらい感じちゃう」

			　本能の赴くままに悠は穂乃花の動きに合わせて自分からも腰を振り始めた。

			　結合部から淫靡な水音を奏でつつ、互いに互いの腰をぶつけ合う。いや、それだけじゃない。悠は手を伸ばすと。揺れる乳房を掴み。これを揉んだ。柔らかく、それでいて張りがある胸の感触が伝わってくる。それを楽しむように、腰を振りつつ胸をこねくり回した。

			「あああ！　胸……おっぱい……それいい。気持ちいい。悠は？　悠は気持ちいい？」

			「いいよ。分かるだろ？」

			「うん。分かる。悠のが私の膣中で大きくなってるのが分かる。凄い……これ……ビクビク震えてる。射精そう？　んっんっ……はぁああああ……射精そうなの？　だったら……いいわよ。射精して！　射精してっ！　私の……膣中に……たくさん……たくさん射精してぇ悠!!」

			「射精るよ！　射精るっ！　もう……射精るよっ!!」

			　幼馴染みが射精を求めてくる。このような状況で増幅する射精衝動を抑えることなどできるはずがなかった。

			「だ……射精して！　あっあっあんんん!!　私も……私も絶頂くから射精してぇ♥」

			　ジュバンッジュバンッジュバンッジュバンッ！

			　室内中に腰と腰がぶつかり合う音が響き渡った。

			　そして──

			「で……射精るっ！　射精るぅううっ!!」

			　先程口でしてもらった時以上の性感が悠の全身を包み込む。我慢に我慢を重ねた排尿時の解放感を数倍にも数十倍にもしたような快感を感じつつ──

			　ぶびゅっ！　どびゅばっ！　びゅっびゅっびゅぶるるるるっ!!

			　悠は強く穂乃花の乳房に指を食い込ませつつ、膣中に多量の肉汁を撃ち放った。

			「くひいっ！　あっあっ──で、射精てる！　熱いのが……んんんんん、熱いのが私の膣中にっ！　あっ、こっれ……気持ちいい。いい。悠の……悠のを膣中に感じてるの凄くいい♥　あああ！　絶頂くっ！　私……絶頂くの！　いくいくいく──絶頂っくぅ♥♥♥」

			　刹那──幼馴染みも絶頂に至る。

			　脈動する肉棒の動きに合わせるように激しく肢体を痙攣させながら、キュウウッと更に白濁液を搾り取ろうとするかのように肉壺を収縮させてきた。結合部からはジュワアアッと更に愛液が多量に溢れ出す。その感触に悠が覚える肉悦は更に大きくなり──

			　びゅくっ！　どびゅっしいいいい!!

			「んひいい！　まだ、まだ射精てる！　まだぁあああっ！　あっあっあんんんん」

			　更に多量の肉汁を穂乃花の膣中に向かって撃ち放った。

			　長い、長い絶頂に二人で溺れる。

			　やがて、全身から力が抜けていくのを感じた。

			「あっふ……はふぁああああ……。はぁっはぁっはぁっ……」

			「ふぅううう……」

			　上半身をこちらの身体に預けてきた穂乃花と共に、ぐったりとしながら熱い吐息を響かせる。

			　しばらくそうして抱き合ったまま、快楽の余韻に二人で溺れた。

			「……き、気持ちよかった？」

			　やがて穂乃花がそんなことを尋ねてくる。

			「うん。凄くよかったよ。穂乃花は？」

			　頷きつつ質問を返す。すると穂乃花はこれには答えず──

			「んちゅっ」

			　キスをしてきた。

			　くっちゅ……。ちゅううっ……。ちゅっちゅっちゅっ……。

			　そのまま長い長いキスを続ける。

			　やがて──

			「はぁっはぁっはぁっ……これが、私の答えよ♥」

			　唇を離すと共に穂乃花はそう言って微笑みを向けてきた。

			


		

	

			


			三章　そんなにしたいなら……させてあげるわよっ!!ていうか、してよね！

			


			　鬼巫女神社にて悠とエッチなことをしてしまった翌日朝──。

			「ひ……酷い顔……」

			　穂乃花は鏡を見て思わず呟く。

			　目の下にはくっきりとクマができていた。顔色も青白い。誰の目から見ても寝不足全開といった感じである。

			　まぁ実際その通りなのだから仕方がないといえば仕方がない。

			　何しろ昨晩は結局一睡もすることができなかったのだから……。

			　眠れなかった理由は単純──目を閉じるたびに悠との行為を思い出してしまっていたからである。

			（大好きって……ゆ、悠に大好きなんて……）

			　記憶を想起するたびに、顔から火が出そうなほどの羞恥を覚えてしまい、どうしても目が冴えてしまう自分がいた。

			（こ……これも全部あの鬼巫女のせいよ！　別に私は悠のことなんかななな……何とも思ってないのに、無理矢理私の意思をねじ曲げて思ってもないことを言わせるなんて……と、とんでもない奴だわ!!）

			　鬼巫女は嘘をつけなくしたとか言っていたけれど、それは違う。絶対に違う。だって悠はただの幼馴染み以上でも以下でもない存在であり、好きだとか愛しているとか、そういった好意を向けるような対象ではないのだ。

			　それなのに鬼巫女のせいで──。

			　まさに状況は最悪と言えるだろう。

			（でも……あれから一晩経った……。きっともう鬼巫女の呪いも解けているはずよね？　きっとそうよね？）

			　だから今日は悠に伝えてやるのだ。昨日のアレは間違いだったと。呪いのせいであんなことになってしまったのだと……。

			　でもって昨日のことは忘れるように命じてやるのだ。

			（そうしようっ!!　というかそうしないと駄目よ穂乃花っ!!）

			　鏡に映った自分自身にそう言い聞かせる。

			


			『間違い？　言わされていただけ？　つまり……その……それってぼ……僕のことは好きじゃないってこと？』

			


			　刹那、悲しそうな表情を浮かべた悠の姿が脳裏に浮かんだ。

			　天国から一転、地獄に落ちたというような様相の悠が……。

			　その姿を想像した途端、何故だかズキッと胸が痛む。

			（って、馬鹿馬鹿！　変なこと考えるんじゃないわよ！　本当のことを教えるのは悠の為にも必要なことなんだから！　あいつは勘違いしてるだけなのよ）

			　そう、自分が悠のことを好きだなんて言ってしまったから、流され易い幼馴染みはそういう気分になってしまったのだ。ただそれだけでしかない。だからその間違いを幼馴染みとして正してやらねばならないのだ。勘違いさせてしまった責任というのもあるし……。

			（だからはっきり伝えるのよ穂乃花！　今日は気合い入れて行くわよ!!）

			　鏡に映った自分に何度も言い聞かせつつ、まずはこの酷い顔をどうにかする為に何度もバシャバシャと顔を洗った。

			


			「よしっ！　完璧ねっ!!」

			　身だしなみを整え気合いを入れると、穂乃花はメイド達に「行ってらっしゃいませ」と見送られながら屋敷を出た。

			「お……おはよう」

			　門を潜くぐった途端、声がかけられる。

			　もちろん、声をかけてきたのは悠だった。こうして毎朝門の前で待ち合わせて、二人一緒に学校に通うのが日課だった。

			　昨日のことがあった為だろうか？

			　悠の顔は明らかに赤らんでいる。昨日のことを思い出して恥ずかしがっているといった様子だ。

			（そんな顔するんじゃないわよ馬鹿！　わ……私までなんだか恥ずかしくなってきちゃうじゃない）

			　これまで以上に昨日の出来事を鮮明に思い出してしまう。

			　唇と唇が触れ合った時の感触や、悠の前で肌を晒した時に感じた羞恥心。そして、繋がりあった時の心地よさ──そんなものが蘇ってきた。

			（馬鹿っ！　考えるんじゃないの！　いつも通り。いつも通りにいきなさい穂乃花！）

			　必死に自分に言い聞かせながら、できる限り普段通りを心がけ「おはよう」と朝の挨拶を返す。

			「うん。おはよう。そ……それじゃあ……い……いいい、行こうか」

			　悠は余程混乱しているのか、こちらの挨拶に対して再び挨拶を返しつつ、ギギギイッと音がしそうなほど硬い動きで学校に向かって歩き出そうとした。

			「ちょっと……待ちなさいよねっ!!」

			　そんな彼を引き留める。

			「ん？　な……なに？」

			　足を止め、悠は振り返る。

			（さぁ、言うのよ。昨日のことは間違いだったって。鬼巫女の呪いのせいだって！）

			　そんな幼馴染みを見つめながら意志を固めると、大きく息を吸い、穂乃花は口を開いた。

			「おはようだけで終わりって……ちょっとおかしくない？」

			「え？」

			（──え？）

			　自分の言葉に悠はポカンッと口を開く。いや、悠だけではなく、穂乃花も心の中では彼と同様の表情を浮かべていた。

			「……私達こここ……恋人同士になったわけよね？」

			　心の動揺はお構いなしに口は動く。

			「それはその……う、うん」

			　先程まで以上に恥ずかしそうにしつつも、なんだか嬉しそうに幼馴染みは頷いた。

			「だったら……朝はただ挨拶だけじゃ駄目よ」

			「挨拶だけじゃ駄目ってどういうこと？」

			（そうよ！　ど、どういうことよ！　ななな、何を言うつもりよっ!!）

			　なんだかとても嫌な予感がする。

			「どうって……つ、つまりね……」

			　その予感は、

			「おおお……おはようのチューをしなさいってことよっ!!」

			　見事に的中してしまう。

			（おはようのチューって！　ばばば、馬鹿っ！　私の馬鹿ぁああ！　なに言っちゃってるのよ！　これじゃあ……よ、余計に悠を勘違いさせちゃうだけじゃないの！　撤回よ撤回！　いまの言葉……は、早く撤回しなさいっ！）

			　このままでは朝、自分が決意した通りにことを進めることができない。だから自分に言い聞かせるのだが、思った通りの言葉を口にすることはできなかった。

			　それどころか──

			「んっ」

			　目を閉じて唇を少しだけ突き出す姿勢になってしまう。まるでキスを求めるような姿だ。

			「あ……そ、そうだね。それじゃあ……」

			　目を閉じているけれど、悠が近づいてくるのが分かる。

			（だ……駄目よ！　朝から……しかもこんな道端でキスなんて！）

			　などと思うものの、自分の意思ではどうすることもできず──

			「んちゅっ」

			　結局口付けをすることになってしまった。

			　昨日何度も感じた温かく、柔らかな口唇の感触が伝わってくる。

			（また……しちゃってる。私……悠と……き、キスを……）

			　時間もだが場所が場所だけに、舌と舌を絡め合わせるような濃厚な口付けではなく、ただ触れるだけのキスだった。

			　それでも──

			（駄目なのに……。こんなのいけないのに……。なんか……凄く気持ちいい……）

			　なんだか思考力が蕩けてしまいそうなほどに、心地いいキスだった。

			「これで……いい？」

			　やがて唇を離した悠が、照れながら尋ねてくる。

			「ええ……いいわ。それじゃあその……い、行きましょうか」

			　そんな彼に顔を赤くしながら頷きつつ、穂乃花は幼馴染みにそっと寄り添うと、彼の腕に自分の腕を絡めながら、手と手を繋いだ。指と指を絡め合ういわゆる恋人繋ぎで……。

			（なんか……悠の身体……あったかい……）

			　伝わってくる彼の体温が気持ちいい。

			（って……な……なに流されそうになってるのよ馬鹿ぁっ！）

			　そこで穂乃花は正気に戻った。当然のように幼馴染みから距離を取ろうとする。

			　しかし、身体は動いてくれない。寧ろ距離を取るどころか、より強く悠に密着し、更に強く手を握ってしまってさえいた。

			（これ……まだ……の、呪いが解けてないってこと？　ああもうっ！）

			　昨日散々思い知らされたことだが、鬼巫女の呪いは自分の意思ではどうすることもできない。

			　どうやらこのまま悠と寄り添い、手を繋ぎ合ったまま学校に向かわなければならないらしい。

			　そう考えるだけで、なんだか凄く胸がドキドキするのを感じた。

			　不思議と嫌な感覚ではない。それどころか寧ろ──。

			（違う違う！　そうじゃ、そうじゃないっ！　こんなのイヤよ。悠とこんな風に一緒に歩くなんて恥ずかしすぎるもの！　イヤに決まってるじゃない!!　だけど……でも……。し、仕方ない。仕方ないじゃない！　だって……動けないんだから。だから……しょうがないのよ。イヤだけど……こうするしかないのよっ!!）

			　言い訳のように頭の中で繰り返しながら、穂乃花は悠と共に学校に向かう。

			※

			　バックンッバックンバックン。

			　早鐘のように悠の胸は鼓動していた。もしかしてこのまま心臓が破裂してしまうのではないかと思うほどの勢いで。

			　何しろ穂乃花と腕を組み、恋人繋ぎをしているという状況だ。その上、時折幼馴染みはこちらに視線を向け「……好き」なんて言葉を向けてくる。胸が脈動してしまうのも仕方がないといえば仕方がないだろう。

			（やばい……。これ……やばすぎるっ）

			　このまま死んでもいい──とさえ思えるほどに幸せだった。

			　ただ、同時にあまりに刺激的な状況でもある。

			　何しろ大好きな穂乃花が自分の身体に密着しているのだ。ギュウッと腕に彼女の豊かな胸が押しつけられている。柔らかなその感触に、どうしても昨日、穂乃花とした行為を思い出してしまう自分がいた。

			　また抱き合いたい。穂乃花と一つになりたい──朝からそんなことを考えてしまう。

			　すると当然のように──

			（ま、不味いっ！　鎮まれっ！　鎮まれぇっ!!）

			　下腹部が熱を持ち始めてしまった。

			　慌てて自分自身に命じる。

			　こんな状況で勃起なんかしたら、穂乃花に気付かれてしまう。それはあまりに恥ずかしかった。それにもしそれが原因で嫌われでもしてしまったら……。

			　いまが幸せなだけに、想像するだけで死にそうな気分になってくる。

			　こんな所で肉棒を屹立させるわけにはいかない！

			　などと考えはするものの──

			（あああ、抑えられない。なんかこれ……意識すればするほど……）

			　駄目だ駄目だと考えれば考えるほど、より下腹部の疼きは大きくなっていった。

			　そして──

			「この……変態っ！」

			　結局穂乃花に気付かれてしまう。

			　幼馴染みは腕を組んだまま足を止め、こちらの下腹部に視線を向けていた。

			「あ……こここ……これはその……そういうわけじゃ……」

			　急いで両手で股間部を隠す──もう遅いけれど……。

			「そういうわけじゃないならどういうわけなのよ……」

			　ギロッと幼馴染みが睨み付けてくる。

			「そ……それはその……」

			　言い訳のしようもない状況だった。

			（嫌われる……。穂乃花に嫌われちゃう……）

			　何よりもそれが恐ろしい。

			「な～んてね」

			　しかし、穂乃花が怖い表情を浮かべていたのは一瞬だけだった。すぐに彼女はクスクスと笑い始める。まるで悪戯が上手くいった時の子供みたいな様子で。

			「別に慌てる必要なんかないわよ。その……それって……わ、私で大きくしたってことでいいのよね？」

			「それはその……」

			　何となく「そうだよ」と素直に頷くのは恥ずかしいので少し迷ってしまう。けれどもジッと幼馴染みに見つめられている状況で嘘をつくわけにもいかなかった。

			「う……うん」

			　だから素直に頷く。

			「だったら気にしなくていいわ。だって……その……私……う、嬉しいから……」

			「──え？」

			　最後の方がゴニョゴニョとした感じであまり聞き取れなかった為、思わず聞き返してしまう。

			「だ……だから嬉しいって言ってるのよ!!　しっかり聞いておきなさいよね」

			　結果、怒られることとなってしまった。

			「ごめっ──」

			　反射的に謝ろうとする。

			　が、言葉の途中で穂乃花の手がこちらの口を塞いできた。

			「別に謝る必要なんかないわよ。その……あんたがそういう奴だってことはよく知ってるから……。それぐらい、あんたのこと……私ずっと見てきたんだから。だから気にする必要なんかないからね！」

			　ずっと見てきた──幼馴染みの言葉が胸に染みる。穂乃花が自分のことを想ってくれていることがよく分かった。その気持ちが嬉しい。愛おしさが溢れ出す。

			「す……好きだよ穂乃花……」

			　気がつけば昨日何度も伝えた言葉を再び口にしていた。

			「ば……馬鹿っ……」

			　ボッと音が出そうなほどの勢いで幼馴染みは顔を真っ赤に染める。

			「そそそ……そんなこと今更言われなくたって、よく分かってるわよ！　その……私だって同じ気持ちなんだからっ!!」

			　穂乃花はチュッとこちらの頬にキスをしてきた。

			　押しつけられる唇の柔らかさに、全身がゾクゾクとしてしまう。当然のように肉棒は更に大きく、硬くなっていった。

			「……また大きくなってる」

			　もちろん気付かれてしまう。

			「あ……これは……」

			「べ……別に言い訳なんかしなくていいわよ。その……ち、ちょっと来て……」

			　そう言うとお嬢様はこちらの手をグイッと引っ張ってきた。そのまま近くの公園──その中にある公衆トイレ（しかも女子の方）の中に連れ込まれてしまう。

			「え？　ま……不味いって！　こっちは……」

			「この時間帯にここを使う人なんかいないから気にしないでいいわよ。それより……このままお……おちんちんを硬くして街を歩く方が問題でしょ」

			　それは確かにそうかも知れない。けれどそれと女子トイレに入ることになんの関係があるのだろうか？

			　なんてことを疑問に思っていると、穂乃花はそれに答えるように個室トイレの壁に背中を預けて立っている悠の前にしゃがみ込むと、躊躇うことなく制服ズボンと下着を脱がしてきた。

			　当然のようにビョンッと痛々しいほどに屹立した肉棒が剥き出しになる。

			「やっぱり……大きいわね」

			　ゴクッと息を呑みながら幼馴染みは呟く。

			「ほ……穂乃花？　一体何を？」

			「何って……もちろん、このまま学校行くわけにはいかないから……あ、あああ、あんたをスッキリさせてあげるのよ。時間がないからその……え……エッチまではさせてあげられないけど、せめて口で気持ちよくしてあげようかなって……。その……えっと……こ、恋人としてそれくらいしてあげるのは当然なんだからっ!!」

			　そこまで言った後、少しだけ穂乃花は不安そうな表情を浮かべる。

			「それとも……こういうのめ……迷惑？」

			　向けられる視線はなんだかいまにも泣きそうにさえ見えた。

			「め……迷惑なんて……そんなことないよ!!　してもらいたい。してもらいたいよ」

			「そう。それじゃあしてあげるわね」

			　ホッとしたような表情を浮かべつつ、本当に嬉しそうに彼女は笑った。

			　そして──

			「んちゅっ」

			　昨日と同様再びペニスに口付けをしてきた。

			　もちろん一回だけでは終わらない。

			「ちゅっちゅっちゅっ……んちゅっ……。んふうう……」

			　繰り返し何度も肉棒に口唇を押しつけてくる。

			「はぁああああ……。凄い……。キスするたびにピクピク動いてる。これ……か、感じてるってことでいいのよね？」

			　唇の感触が伝わってくるたび跳ねるように震える肉棒の反応を見つめながら、上目遣いで尋ねてきた。これに対して悠は何度も頷く。

			「よかったぁ。でも……この程度で満足するんじゃないわよ。本番は……はぁっはぁっ……ここからなんだからね！」

			　くっちゅ……。れろっ！　むっちゅ……。れろっれろっれろぉおお……。

			　嬉しそうな表情を浮かべつつ、幼馴染みはキスだけでなく舌をくねらせ始める。レロッレロッとアイスのように舐められる亀頭。カリ首を舌先でなぞりつつ、チュッチュッチュッと肉茎に口付けを繰り返してきた。

			　刺激を与えられるたびにムクムクと肉棒は肥大化していく。赤黒い肉先はいつ爆発してもおかしくないくらいの膨張っぷりだった。

			　それだけの愛撫によって、肉先秘裂からは先走り汁が溢れ出し始める。

			「ふふ……。濡れてきた。それじゃあ……んっも……。もふううっ」

			　ぐぽっ……。ぬっじゅ……。ぐじゅうっ……。

			　舐めるだけでは終わらない。遂には口でペニスを咥えてきた。

			「うあっ！　くっ！　凄い……絡みついてくる……」

			　口腔の温かな感触や舌の絡みつくような感触に、ねっとりと肉棒全体が包み込まれていく。咥えられているのはペニスだけ。だというのに、まるで全身が穂乃花に抱き締められているかのような気さえした。

			「んふふ……しゅごくきもひよしゃそうね。れも……これくらいれまんじょくしちゃらめよ。本番はここかりゃなんらから……。んっぽ……。んじゅっぽ……。じゅっぽじゅっぽじゅっぽっ！」

			　咥えただけで終わりではない。

			　穂乃花はその綺麗な口を精一杯開いてペニスを咥え込みつつ、昨日もそうしたように顔を前後に振り始めた。

			「くっ！　いい！　それ……いいよっ!!」

			　口唇で肉茎を擦り上げてくる。亀頭を舌で舐め回しつつ、ジュルルルッと下品な音を奏でながら、まるで精液を吸い出そうとするかのようにペニスを激しく吸引してきた。

			　ぬじゅっぼ！　ぐじゅっ！　じゅっぼじゅっぼじゅっぼっ！

			　下品な音が響くのも、ペニスを咥えた口端から唾液が零れ落ちるのも厭いとわない。ひたすら悠のペニスを愛撫してくる。

			「凄い……。射精る！　これ……すぐに射精ちゃうよ」

			　別に凄い技術があるというわけではない。というよりも、明らかに幼馴染みの口奉仕は拙いものだと思う。それでも、穂乃花がしてくれている──その一点だけで、すぐに抑えがたいほどに射精衝動がわき上がってきた。

			　肉棒が震え、先程まで以上に亀頭が膨張していく。下腹部から全身に向かって広がってくる快楽の奔流に抗うことなどできそうになかった。

			　だが──

			「んぽっ……。はぁっはぁっはぁっ……だ、駄目よ。まだ……これくらいで射精しちゃ駄目なんだから！」

			　射精直前で穂乃花の口戯は中断されてしまう。

			「ど……どうして？」

			　絶頂直前で愛撫を止められたことで、耐えがたいほどのもどかしさに襲われる。反射的に幼馴染みに対して縋るような視線を向けてしまっていた。

			「どうしてって……もちろん、もっとあんたを……その、き、気持ちよくさせてあげたいからよ。こんな口だけで満足なんかさせないんだからね！」

			「それって……どういう意味？」

			　さっきエッチはさせないと言っていたが、やはりセックスさせてくれる気になったのだろうか？

			　疑問を抱きながら問うと、穂乃花は「こ……こういうことよ」などと言いつつ、制服の前ボタンを外し、白いレースのブラジャーを剥き出しにした。このブラジャーも少しだけ恥ずかしそうな表情を浮かべて躊躇いつつ、上側にずらす。途端にプルンッと上向き加減の形の美しい胸が露わとなった。

			　染み一つない白い乳房に、桃色の乳輪。そして、興奮しているのか勃起した乳首──。

			　それらが悠の視界に映る。

			（凄く……綺麗だ……）

			　昨日も見たけれど、その完璧な胸の造形にはやはり見惚れてしまう。思わずゴクリッと生唾を呑んだ。

			　とはいえ、しかしなんでまた胸を剥き出しに？

			「まだ分からないの？」

			「う……うん」

			　興奮しすぎてまともに思考できない。そのせいで彼女の意図がさっぱり掴めなかった。

			「察しが悪いわね……。こうするのよ！」

			　すると穂乃花はそんなことを言いながら、口奉仕によって唾液に塗れた屹立に露わにした胸を両手で掬うように寄せ──

			「んくっ……あんっ」

			　そのままグニュッと肉槍を柔肉で挟み込んできた。

			「うあああっ！」

			　柔らかな肉がペニスに吸い付く。ただそれだけ。それだけの行為でしかない。だというのに、膝が砕けてしまいそうなほどの愉悦を感じた。

			「凄い……。私の胸の間でビクビクッて悠のおちんちん震えてる。どう？　これ……えっと、確かパイズリっていうのよね？　私の……ぱ……パイズリき、気持ちいい？」

			「うん。い、いいよ……これ……す、凄くいい」

			　パイズリ。

			　幼馴染みの口からその単語が出るだけで、より射精衝動が高まっていくのを感じた。

			「そう……。よかった……。で、でも、これだけで満足なんてしないでよね！　本当に気持ちいいのはここからなんだからっ!!」

			　ホッとしたような表情を最初は浮かべたが、すぐいつもの勝ち気な顔になると──

			　ぐっじゅっ！　じゅぐっじゅぐっじゅぐぅううう……。

			「んっふ……。んっんっんっんんんっ」

			　ゆっくりとした動きではあるけれど上半身をくねらせ、乳房を使ってペニスを扱き始めた。

			　マシュマロの海に肉棒を突き込んでいるのではないか？　とさえ思えるほどに柔らかな感触が肉棒を擦り上げてくる。先程の唾液が潤滑剤となり、乳房の動きはとても滑らかなものだった。

			　上半身のくねりに合わせてグチュグチュという音色が響く。その音によって悠の興奮はより刺激され、再び射精衝動が膨れ上がってくるのを感じた。

			「これ……んんんっ……あっあっ……大きくなってる。私の胸の……お……おっぱいの間で……はぁっはぁっはぁっ……悠のが……悠のおちんちんが大きくなってるのが分かる。感じてる。これ……感じてくれてるんだ。んっんっんんん」

			　増幅する射精感に比例するように、肉棒はこれまで以上に肥大化していく。胸の間のそんな肉槍を見つめながら、本当に嬉しそうな表情を幼馴染みは浮かべた。

			「感じてる。感じてるよ。穂乃花の胸……おちんちんが溶けちゃいそうなくらいき……気持ちいいよ」

			「そう……。んんん。嬉しい。悠が感じてくれて私も……嬉しいわ。なんか……あっあっ……私まで気持ちよくなってくるくらい。あっふ……あんんん。んっんっんんんん♥」

			　乳房とペニスが擦れ合う感触に性感を覚えているのだろうか？　ぐっちゅぐっちゅという動きに合わせて穂乃花の口からは甘い悲鳴が漏れる。脳髄にまで響くような甘い悲鳴だ。この声によって興奮がより煽り立てられていく。
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			「穂乃花！　好きだよ穂乃花っ!!」

			　幼馴染みに対する気持ちが溢れ出す。

			　気がつけば彼女の動きに合わせて自分からも腰を振ってしまっていた。

			　気持ちいい。本当に伝わってくる胸の感触が心地いい。乳房の柔らかく吸い付くような感触に、乳輪の弾力のある感触、そして乳首のコリコリとした感触――胸のそれぞれの部位がそれぞれ違った性感を与えてくる。悠はこれを堪能するように、ひたすら腰を振って振って振り続けた。

			　じゅぶっ！　ぐじゅぶっ！　じゅぶっじゅぶっじゅぶっじゅぶっじゅぶっ!!

			「あああ……。んっく！　凄い……は、激しい。こっれ……あああ。なんか……感じる。悠を……あんっあんっ……悠を気持ちよくしてあげてるのは私なのに……なんか……感じちゃう！　あっあっあんんん！　これ……嘘……。胸……おっぱいだけなのに……絶頂きそう……。私……あっあっ……絶頂っちゃいそうなくらい感じちゃってる♥」

			　腰の動きに合わせて穂乃花が啼なく。

			　その声は本当に心地よさそうなものだった。

			「いいよ！　絶頂っていいよ。というか絶頂って！　僕に穂乃花が絶頂くとこを見せて」

			　もっと気持ちよくさせたい。幼馴染みを感じさせたい。そんな思いが強まっていく。だからより腰の動きを激しくし、更に幼馴染みの乳房を摩擦した。

			「くひいいっ！　だっめ……そんなに激しく動いちゃ駄目ぇ！　絶頂っちゃう。悠を絶頂かせるはずなのに……私の方が絶頂かされちゃう」

			「いいよ。僕のことなんか気にしなくていいから」

			「そ……そんなわけにはいかないわよ馬鹿っ！　大好きな……あっあっ……大好きなあんたを気持ちよくさせてあげたいんだからぁっ!!　私だけ……んっんっ……わ、たしだけ、い……絶頂くわけにはいかないの！　だから……こ、これで……どう!!」

			　欲望のまま腰を振る悠に対し、穂乃花は負けてはいられないとばかりに──

			「んっじゅっ！　もじゅっ！　もっもっもぼぉおおっ！」

			　ぐじゅっ！　じゅぼっ！　むじゅぼおおっ!!

			　胸の谷間から顔を覗かせる肉棒を口で咥えてきた。しかも、ただ咥えるだけではない。すぐに口唇を収縮させて肉茎部分を締め上げつつ、頬を窄めて先程口奉仕してきた時以上に肉槍を吸引してきた。

			「んっじゅ……ぶじゅるっ！　ちゅずるるるぅっ!!」

			　乳房と口腔──その二つが同時にペニスを刺激してくる。

			「あああ！　やばいっ！　それ……駄目だ！　でっる！　これ……射精ちゃう。我慢できない！　そんなにされたら我慢できないよっ!!」

			　つい昨日まで童貞だった少年に耐えられるものではない。一瞬で射精衝動は臨界を迎えてしまう。

			「い……いいわよ！　ら……んもっんもっ……んじゅぼおっ……らっひて……んっんっ……んひんんっ！　たくしゃん……たくしゃんわらひのくひにらひって！　ぶっじゅ……もじゅっもじゅっもじゅうっ！」

			　追い打ちをかけるように射精を求めながら舌を蠢かせ、肉槍に絡みつけてくる。我慢などとてもではないができそうになかった。

			　それでも、自分一人だけで絶頂きたくはない。絶頂くのであれば穂乃花と一緒でなければイヤだった。

			「穂乃花も……穂乃花も絶頂って！　一緒に！　一緒に絶頂こうっ!!」

			　だから彼女も絶頂に導くべく、更に腰の動きを激しいものとする。

			　じゅぼっ！　どじゅぼっどじゅぼっどじゅぼっどじゅぼっ！

			　ペニスに絡みついてくる口腔の温かさや、乳房の柔らかさを堪能しつつ、何度も胸を擦り、繰り返し喉奥を突いた。

			「おっぶ！　もっもっもっもおおおっ！　んっふ……い、いっぎゅ……。こりぇ……。あもっ！　んもぉおおっ！　わっらひも……いきゅっ！　いっひゃうううっ」

			「穂乃花っ！　穂乃花ぁああっ!!」

			　止まることなく愛おしさは増幅し続ける。

			　そんな想いを形にするかのように──

			「で、射精るっ!!」

			　ぶびゅばっ！　どびゅっ！　びゅっびゅっびゅっびゅっ……どびゅるるるぅっ！

			　幼馴染みの口腔に向かって多量の白濁液を撃ち放った。

			「んっぎゅっ！　もびゅううっ！　むっむっむううううっ!!　もっもっもぉおおおお♥」

			　この射精を口で受け止めながら、ビクッビクッと幼馴染みも肢体を震わせる。まるで電流でも流されているかのように肉体を痙攣させる。その姿を見ればすぐに、穂乃花も達していることが分かった。

			「あっふ……はぁああああ……。き、気持ちよかったよ穂乃花……」

			　全身を包み込む絶頂後の気怠さ。それを感じながら、うっとりと熱い吐息を漏らしつつ、ペニスを咥えたままの幼馴染みの頭を撫でた。

			　すると穂乃花はまるで飼い主に褒められた子犬のように、うっとりとした表情を浮かべた。浮かべながら──

			「んふぅうう……。んぎゅっ……ごきゅっごきゅっごきゅっ……。あふぁあああ……。けぷっ……」

			　肉汁をすべて飲み干す。

			「はぁっはぁっはぁっぁ……わ、わらひも……しゅごくきもひよかった……♥」

			　そして、笑った。

			　とても嬉しそうな表情──それを見ているだけで、更に彼女に対する愛おしさが溢れ出すような顔だった。

			※

			（ししし……仕方なかったのよ。その……あんなあそこ……お、おちんちん硬くさせたまま街を歩かせたらその……通報されかねなかったから……。だから……だだ、だからああいうことをしたの。悠がその……通報なんかされたら、幼馴染みである私の恥にもなりかねなかったから……。そ、それだけなんだからぁっ！）

			　トイレでの行為の後、やはり二人で腕を組み、手を絡ませ合いながら学校に向かっている最中、穂乃花はひたすら頭の中で言い訳を繰り返していた。

			　ただ、言い訳をしつつも──

			（でも、悠……気持ちよさそうでよかった……）

			　なんてことも時々考えてしまう。

			（って、なんで悠が気持ちよさそうだったってことに、わ……私がホッとしてるのよ！　どどど、どうでもいいことでしょ!!）

			　正直頭の中はグチャグチャ状態だった。

			　そんな状態で遅刻ギリギリの時間で悠と共に、それぞれ思い思いの相手とああだこうだとくだらない話をしたりしてざわつく教室に入る。

			「おはよう」

			　いつものようにみんなに挨拶をしながら。

			　その瞬間──

			「「「──ッッッッッッッッッッッッッ!?」」」

			　ピタリッとざわめきが止まった。

			（な……なに？　どどど……どうしたのよ？）

			　何故か全員がこちらを見つめて硬直している。誰もが信じられないものを見た！　といった表情を浮かべながら……。

			「なによ？　どうしたっていうのよ!?」

			　わけが分からずクラスメート達に問う。

			「これってどういうことよ？」

			　隣に立つ悠にも尋ねた。

			「ど……どうって……そ……それは……」

			　これに対して幼馴染みは何故か顔を真っ赤に染める。

			「それはって、何よ？」

			　どうやら悠には皆の反応の意味が分かっているらしい。

			　つまりこの中でこの状況を理解できていないのは自分だけのようだった。なんだか癪である。だから悠に「一体何なのか答えなさいよね！」重ねて聞くのだが、幼馴染みは「そ……それはその……」といって困ったような表情を浮かべた。

			　なんだか凄く恥ずかしそうな顔である。

			「何なのよもうっ!!」

			　わけが分からなかった。

			「な……何なのよって……それはこっちの台詞なんだけど……」

			　するとクラスの中で一番仲のいい女子である山やま月つき早さ苗なえがそんな言葉を向けてきた。

			「なによ早苗……そのこっちの台詞って？　どういう意味よ！」

			　さっぱり意味が分からない。おかしいのはそっちの方なのに、なんで早苗の方が「夢でも見てるの!?」なんて顔を向けてくるのだろうか？　だから質問に質問で返す。

			「どうって……だからそれよそれ！　なんであんた……松橋くんとその……こ……恋人繋ぎしてるわけ!?」

			　するとビシッと早苗はこちらの手を指差してきた。

			「あっ！　こ、これはっ!?」

			　そこで初めて事態を認識する。

			　ついこの間までは学校でもいつもいつも『早くしなさいよね！　愚ぐ図ずなんだからっ！』とか『ちょっと……忘れ物しちゃったから私に貸しなさいよね！　え？　あんたの分？　諦めなさいよっ！』とか『ほら……さっさと帰るわよ。え？　図書館で勉強してく？　それ……私と帰ることより重要なことなわけ!?』なんて感じでまるで家の使用人のように悠を扱こき使っていたのに、それがいきなり休みが明けたら恋人繋ぎである。

			　そりゃ驚くのも当たり前だ。

			「まさかとは思うけど……あんた達……つ、付き合うことにしたわけ？」

			　呆然とした様子で尋ねてくる。

			（付き合う？　そ……そそそ……そんなわけないでしょ！　悠と私が付き合うとか……そんなことあるわけないでしょっ！）

			　当然心の中ではその質問を否定した。

			　が──

			「付き合う？　そ……その通りよ！　私と悠は昨日から付き合うことにしたの！　なんか文句でもあるわけっ!?」

			　心の声を言葉にすることはやはりできず、思いっきりみんなの前で交際宣言をしてしまった。

			（あ……嘘？　な、なんでよ！　どうしてよ！　こ……こういう変なこと口走っちゃうのは……悠に対してだけじゃなかったわけ？）

			　本音云うん々ぬんという話は別にして、確か鬼巫女はそう語っていたはずである。だというのに、どうして早苗にまで？

			（ってそうか……確かあいつ悠に関することであれば第三者にでも力は発動するみたいなこと言ってたっけ……）

			　呆然としてしまう。

			　つまりこのままではクラス中のみんなにまで悠との交際を受け入れられることに……。

			（いえ、そ……そんなことあり得ないわ。そうよね早苗！　私……いつもあんたに悠の悪口ばっかり話してたもんね！）

			　これまでの早苗との会話を思い出す。

			『ホント悠って駄目駄目なのよね。私がいないとなんにもできないって感じでさ……。ほ～んと、あんなでこれからやっていけるのか心配になるわよ』

			『聞いてよ早苗……昨日悠の奴がさぁ──────なんてミスをしたのよ。信じられないと思わない？　やっぱり私がいないと駄目ね』

			『悠と一緒にこの間デパート行ったんだけどね。あいつ本当に優柔不断なのよ。私がどっちの服がいいかって聞いてるのに、オロオロしちゃってさ。あんなことならあいつじゃなくてメイドの誰かをつれてけばよかったわ。ホント呆れちゃうわよね』

			　なんて愚痴ばかり彼女には聞かせていた。

			　だから──

			（信じないわよね。信じられるわけないわよね!?）

			　きっとどっきりか何かだと思ってくれるはずだ！　というか、そうとしか考えられないはずだ！

			　だが、しかし──

			「そっか……そっかそっかそっかぁああああ」

			　早苗はうんうんと心の底から納得するように何度も頷いてみせた。

			（なによっ！　そっかってなんなのよ！　早苗！　あんたなに納得しちゃってるのよ！）

			　とは思うものの、これも悠に関係することと分類されてしまっているらしく、言葉にすることはできなかった。

			「いや～。でも、おっどろいたわ。で、どっちから告白したわけ？　やっぱり松橋くん？　ってか、それ以外ないわよね。頑張ったじゃん」

			「あ……いや……それは……」

			　困ったような表情で悠はこちらを見つめてくる。

			「え？　嘘？　マジ!?」

			　それだけで早苗は何かを察したようだった。

			　信じられないといった様子でこちらを見つめてくる。

			「あ……あんたから告白したわけ？」

			　その通りである。

			（だだだ……だけどそれは呪いよ！　鬼巫女の呪いのせいで!!）

			　が、あっさり認めたくはなかった。本来だったら悠に告白なんて絶対あり得ないことだから！

			　だから言い訳しようとするのだけれど──。

			「そうよ！　私から告白したのよ！　ゆ……悠のことが大好きだってっ!!」

			　堂々と早苗やクラスメート達の前でそう宣言してしまう。

			（ああああ！　なんでよ！　もうなんでよぉおおっ!!）

			　完全にドツボだった。

			　早苗をはじめとするクラスメート達はポカンとした表情でこちらを見つめてくる。
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			（まだ間に合う。ここで冗談だって言えばまだ間に合うわっ!!）

			　だから動け！　私の口よっ!!

			　必死に願う。自分自身に対して（お願いだから！）懇願までしてしまう。

			「何驚いてるのよ！　私から告白したんじゃ何かおかしいわけ!?」

			　しかし、願いは届かない。

			「いやいや……別にそういうわけじゃないけど、だけど、あんたから告白するなんて考えてもみなかったから……」

			「どうしてよ？」

			「どうしてって……だってその……あんたって素直じゃないじゃない？　昔から松橋くんのこと好きだってのは分かってたけどさ、バレバレだけどそれを隠してたじゃん」

			　別に隠していたつもりなんかない。だって隠すようなことなどなにもないから。

			　昔から悠のことが好きだった？

			　あり得ない。そんなものは早苗の勘違いでしかない！

			「確かにそうよ。昔の私は素直じゃなかった。でも変わったの！　私は好き！　悠のことが誰よりも好きなの！　こ──こんなことだってできるんだからっ!!」

			　だというのに、否定することができない。

			　それどころかみんなの前で悠の身体を抱き締めると──

			「んちゅっ」

			　キスまでしてしまっていた。

			（あ……わ……私……なんて……何てことを……）

			　血の気が引いていく思いだった。

			「「「…………………………」」」

			　一瞬の沈黙が教室を支配する。

			　そして──

			「お……おめ……おめで……おめでとう……」

			　その沈黙の後、急に早苗がポロポロと涙を零し始めた。

			「なっ！　ななな……何泣いてるのよ早苗！　わ……わけ分かんないんだけど!!」

			　友人の見せる反応の意味がさっぱり分からず動揺してしまう。

			「あ……ご、ごめん。いきなり泣いたりして……。そりゃわけ分かんないわよね。でもさ……あたしなんだか嬉しくて。ほら、あんたってホント素直じゃなかったから……もしかして松橋くんと付き合うことができないんじゃないかって心配してたから……。だから……本当に嬉しくなっちゃってさ……。おめでとう。頑張ったわね」

			　そんな早苗に同調するように、クラスメート達もパチパチと拍手をし始めた。

			「やったな悠！　ホントよかったな」

			「応援するわよ二人ともっ!!」

			　みんなが歓声を上げる。

			（なによこれ……？　ど、どうしてこんなことになるわけ？）

			　別に悠のことなんか本当に何とも思ってないのに……。

			　わけが分からない状況だった。

			　だというのにどうしてだろうか？　みんなからの祝福を受けていると、なんだか胸の中に温かいものが広がっていく。クラスメート達に祝福されることをなんだか嬉しいと感じる自分が──。

			（って、あり得ないあり得ないあり得ないっ!!）

			　自分に言い聞かせるように、否定の言葉を何度も繰り返す……。

			※

			　昼休み──悠は穂乃花と共に二人で学校の屋上でお昼を食べていた。

			　いつもは教室でみんなと一緒に食べている。なのにどうして今日は屋上なのか？　その理由は簡単だ。穂乃花が『あ……あんたと二人っきりで一緒に食べたいんだけど……』と顔を真っ赤に染めながら言ってきたからである。

			　この誘いを断れるわけがなかった。

			　クラスメート達だって『屋上だ！　二人きりなら屋上だぞ!!　大丈夫、他の連中が近づかないようにしてやるから!!』と力強く言ってくれたし……。

			　というワケで二人で弁当を食べる。

			「あ……あ～ん♥」

			　されながら！

			　悠の弁当を穂乃花が食べさせてくれる。

			（凄い！　幸せだ。僕！　もう死んでもいいっ!!　我が生涯に一片の悔いもないっ！）

			　まさに最高のお昼だった。

			「わ……私にも食べさせなさいよね！」

			「う……うん。はい、あ～ん」

			　弁当を交換し、互いに食べさせ合う。これほど甘くて素晴らしいお昼というものがあるだろうか？　いやっ、ないっ！　断言できる。

			　天にも昇る気分という奴だ。

			「あ……唇にご飯粒がついちゃった」

			　なんてことを言ってペロッと唇まで舐めるなんてことまでしてくれる。

			　プチッと理性が切れる音が聞こえた気がした。

			「す……好きだ！　好きだよ穂乃花っ!!」

			　弁当を食べ終わった途端、もう我慢なんてできないという勢いで穂乃花を抱き締める。

			　これに対し、穂乃花は一瞬驚いたような表情を浮かべつつも──

			「私もよ」

			　そういって抱き締め返してきてくれた。

			　しばらくの間そうして二人で抱き合い続ける。

			　とても幸せな時間だった。

			　けれど、これだけじゃ我慢できない。

			「穂乃花……」

			　真っ直ぐ幼馴染みを見つめると、悠は自分からキスをした。それも、ただ唇を重ねるだけのキスじゃない。舌を挿し込むキスだ。一瞬幼馴染みは驚いたような表情を浮かべる。

			　が、すぐに彼女も瞳を閉じると、これに応えるように舌に舌を絡ませてきてくれた。

			　ぐちゅっ……。にゅちゅうっ……。くっちゅ……むちゅううう……。

			　互いに互いの唾液を交換し合うような濃厚な口付けを行う。

			「んっふ……」

			　しばらくして唇を離すと、ツプッと互いの口唇と口唇の間に唾液の糸が伸びた。

			「あの……ほ……穂乃花……」

			　正直キスだけでは我慢できそうにない。

			「あんたねぇ……。ここ、学校だってこと分かってるの？」

			「ごめん……や、やっぱり駄目だよね」

			　やはりいくらなんでも無茶すぎるお願いだということは自分でも分かっていた。

			　けれども「べ……別にいいわよ」と穂乃花は言ってくれる。

			　幼馴染みは顔を赤く染めつつ立ち上がるとスカートの中に手を入れ、自分からショーツを下ろした。同時に給水塔に上半身を預けながら、こちらに腰を突き出してくる。そして自分からスカートを捲り上げてきた。

			「ほ……穂乃花……」

			　幼馴染みの秘部が剥き出しになる。

			　さらけ出された幼馴染みの花弁は、既にぱっくりと左右に大きく開いていた。表面はしっとりと愛液に塗れている。

			「私だって……あ、あんたとキスなんかして我慢なんかできないわよ！　だから……し……したいならさせてあげる……。っていうか……し、してよね！」

			　そんな淫靡すぎる肉襞を剥き出しにしながら、大好きな幼馴染みは悠を求めてきた。

			　こんな姿を見せられて我慢なんかできるはずがない。

			「うん！　するよ！　穂乃花！　いくよっ!!」

			　ズボンと下着を下ろし、硬く屹立した肉棒を剥き出しにする。その先端部をグジュリッと膣口に押し当てた。

			「あんんっ」

			　それだけで幼馴染みの口からは甘い悲鳴が漏れる。同時に襞の一枚一枚が肉先に密着してくるのが分かった。溢れ出す愛液が肉槍に絡みつく。

			「はぁっはぁっはぁっ……挿入れるね」

			「来て！　早くっ!!　い、挿入れなさいよね！」

			　逸はやる心。膨張していく本能──そんなものに促されるように、悠は腰を突き出していく。

			　ぐじゅっ！　にゅじゅううっ！　ずじゅっ！　ぐじゅううっ!!

			「あっ！　き、きたっ！　んっひ！　あっあっあんんんん！　挿入ってきた。わ……私の膣中に悠のが挿入ってきたぁ♥」

			　肉槍で膣道を押し開いていく。途端にペニスが押し潰されてしまうのではないかと思うくらいに、肉壁が屹立を締めつけてきた。それでも十分すぎるほど濡れている為か、ペニスはズブズブと更に膣奥に沈み込んでいく。

			「あひっ！　あっあっ──あふぁああああ♥」

			　肉槍の挿入に合わせるように幼馴染みは嬌声を漏らす。甘い悲鳴が耳に心地よかった。

			　正直この声を聞いているだけですぐにでも射精してしまいそうなほどに興奮してしまう。それでも必死に悠は射精感を抑え込む。自分だけ気持ちよくはなりたくない。穂乃花と一緒に気持ちよくなりたかった。

			　想いのままに、膣奥まで肉槍を突き入れる。グジュッと亀頭と子宮口がぶつかり合った。

			「んっひ！　あっ……き、来てる。悠のが……私の……はぁはぁ……私の奥まで来てる。あ……あたって……当たってるのが分かる。悠のおちんちんが奥に……当たって……る……。あっあっ……んふううう……」

			　ビクンッと一度肢体を震わせた後、うっとりと幼馴染みは長く、熱い吐息を漏らした。

			「痛くない？」

			「だ……大丈夫よ。痛くなんかないから……。というか……ば、馬鹿なことき……んんんん……。聞かないでよね。あ、あんたとえ……エッチして……痛くなるなんてこと……あ、あり得ないんだから♥」

			　振り返りながら本当に気持ちよさそうな表情を穂乃花は浮かべる。

			「穂乃花……好きだよ。大好きだっ!!」

			　世界で一番──どんなものよりも、誰よりも愛おしい。

			　溢れ出す想いのままに、振り返った彼女の唇にキスをする。

			「んんんんっ」

			　そうして口唇の感触を堪能しつつ──

			　ぐちゅっ！　ぬじゅうっ！　じゅぶっじゅぶっじゅぶっ！

			「あっふ……あっあっ……んじゅうっ！　んっんっんんんんん♥」

			　悠は腰を動かし始めた。

			　最初はあまり激しい動きではない。蜜壺にペニスが馴染むようにゆっくりと腰を前後させる。動きも大きくはない。グチュグチュと膣口付近を何度もカリ首で擦り上げた。

			「んっふ……あっあっ……。す、凄い……。気持ちいい。それ……あああ。いい！　あっあっあんんんん」

			　この動きに合わせるように、穂乃花は喘ぐ。気持ちいいと訴えながら、漏らす吐息をより荒いものへと変えていった。

			　分泌される愛液の量も増えていく。結合部から溢れ出した肉汁が太股を垂れ流れ落ちていく様が実に淫靡だった。膣中がうねるように蠢き、襞の一枚一枚がより強く、きつく肉茎に絡みついてくる。

			　その反応に合わせるように、徐々にではあるけれど悠は腰を突き込む速度を上げていく。

			　じゅっぶ！　ぐじゅっぐじゅっぐじゅっぐじゅっ！

			　膣中をかき混ぜるように腰を振る。蠢く襞の一枚一枚をかき分けながら、自分の存在を幼馴染みの膣中に刻み込むように腰を振り続けた。

			「感じる。これ……凄く感じるわ。だけど……でっも……あっあっ……お……奥……。もっと……もっと奥まで挿入れて……。あっあっ……もっと……私の奥で悠のを……悠のお……んんんんん……おちんちんを感じさせて！」

			　そんな悠に穂乃花が更なる快楽を求めてきた。

			「分かってる。分かってるよ！」

			　言われるまでもない。

			　悠だってこれだけでは物足りなかったから……。

			　もっと奥まで挿入れたい。もっともっと穂乃花を感じさせてあげたい──想いのままに腰を振った。

			　ずじゅぶっ！　じゅばんっじゅばんっじゅばんっ！

			　テクニックなどなにもない。

			「あああ！　激しい♥　こっれ……あっあっあっ！　わ……私……私が壊れちゃいそうなくらい激しい！　でっも……い、いい♥　ズンズンッてされるのいいの！　よすぎるの♥　これ、よすぎて……。あああ、絶頂っく。絶頂きそう。すぐに絶頂っちゃいそう♥」

			　ただ本能のままのグラインドだった。

			　それでも穂乃花は本当に心地よさそうに表情を切なげに歪めてよがる。ここが学校であることも忘れたように、周囲に嬌声を響かせた。

			「いいよ！　絶頂っていいよ！」

			「でも……あっあっ……私一人で絶頂きたくない。いっく……な……んんんんんっ……ら……はぁっはぁっはぁっ……あんたと！　悠と一緒に絶頂きたい！　大好きな悠と一緒にぃいいっ！」

			「大丈夫……僕も！　僕ももう我慢できないから！　だから──絶頂こう！　一緒に……一緒に絶頂こう!!」

			　もう我慢できない。その言葉には嘘も偽りもなかった。

			　ペニスが蕩けるような肉壺の感触と、心が溶けるような穂乃花の想い──その二つが極限まで射精衝動を高めていく。

			「穂乃花っ！　穂乃花ぁああっ!!」

			　増幅する肉欲の赴くままに腰を振る。

			「あああ！　お……大きくなってる♥　わったし、の……膣中で悠のが凄く大きくなって……膣中が……わたひの膣中がいっぱいになりゅう♥　絶頂く！　ホントに……ホントに私……わったひぃいい！　絶頂くの！　絶頂く絶頂く──絶頂っちゃうのぉお♥」

			　じゅばんっじゅばんっじゅばんっじゅばんっ──じゅぶばぁあああんっ!!

			　絶頂を訴えながら穂乃花も淫らに腰を蠢かせてきた。。

			　膣奥と肉先が何度もぶつかり合う。肉槍を根元まで蜜壺に突き込むたびに、バチッバチッと視界に火花が散るほどの性感が走った。

			「で……射精る！　もう……駄目だ！」

			　これ以上は抑えきれない。限界だった。

			　肉先が不気味なほどに膨れ上がっていく。

			「来て！　悠ッ！　私の膣中に……あっあっあっ……だ、射精してっ！　らひてぇ♥」

			


			[image: ]

			


			「穂乃花！　絶頂くよ！　射精るっ！　穂乃花の膣中に射精るぅううっ!!」

			　ドジュンッとこれまで以上に奥まで肉槍を突き込む。

			「ふひいいっ!!」

			　穂乃花が瞳を見開いた。

			　次の瞬間キュウウッと肉壺全体が収縮し、ペニスを締め上げてくる。

			　そして──

			　ぶびゅばっ！　どびゅっ！　びゅっびゅっ……びゅぶるるるるぅうう!!

			　凄まじい勢いで肉先から子種が溢れ出した。

			　意識がすべて吹き飛んでしまいそうなほどの解放感と快楽が悠の全身を包み込んでいく。

			「あああああ♥　きった！　熱いのが……熱いのが私の──わったひの膣中にきたぁあああ♥　こっれ……気持ちいい♥　絶頂くっ！　わたひ……わらひいきゅっ！　悠の……ああああ！　悠のしぇーえき膣中に……膣中にだしゃれて絶頂くの♥　いくいくいく──いっひゃうのぉおおお♥♥♥　んっひ……ふひぃいいいいい」

			　同時に穂乃花もまた、絶頂に至った。

			「あっあっ……くひぃいいいいい♥」

			　ゴクゴクと放たれた肉汁を蜜壺で飲み干しながら、心地よさそうに肢体を打ち震わせる。甘い嬌声を響かせながら、ジュワアアッと結合部からより多量の愛液を分泌させてきた。

			「あっふ……はふぁああああ……」

			　やがて熱い吐息を漏らしながら、うっとりとした表情を幼馴染みは浮かべる。

			　普段の彼女からは想像もできないほど妖艶な顔だった。けれどもそれがとても魅力的だった。

			　穂乃花のこんな顔を見ることができるのは自分しかいない。

			（本当に……僕達……本当に恋人同士になったんだ……）

			　改めてそう思う。

			「穂乃花……」

			「ゆ……はぁはぁ……悠……」

			　多幸感と抑えがたいほどの愛おしさで心をいっぱいにしながら、悠は再び幼馴染み──いや、恋人の唇にキスをした。

		

	

			


			四章　私……凄く幸せなんだからね！

			


			（なんで……どどど、どうして私がこんなことしなくちゃいけないのよ!!）

			　朝四時──まだ日の出前であり外は暗い。真っ暗な空は朝というよりも夜といった方がしっくり来るくらいだった。そんな時間から穂乃花は一人、屋敷のキッチンに立ち、レシピ本を見ながら弁当作りに励んでいた。

			　もちろん、悠の為の弁当作りである。

			　どうして？　なんで？　こんな朝っぱらから悠なんかの為に頑張らなければならないのか？　さっぱり意味が分からない状況だった。

			「いたっ！　ううう……。切っちゃった……」

			　料理なんかこれまで一度もしたことがない。包丁を握るのもこれが初めてだ（学校の調理実習でも自分の仕事は全部悠にやらせていたし……）。その為か、包丁で指を切ったりしてしまう。

			　何故こんな思いまでして悠の為に弁当を作らなければならないのか？　できることならばすぐにでも投げ出したい。

			　けれども昨日悠に対して『あ……明日は私がお弁当を作ってきてあげるわよ！　恋人なんだから当然でしょ!!』なんて宣言をしてしまっている。

			（悠の為じゃないわ。だけど……ややや……約束しちゃった以上、天王寺家の跡継ぎとして約束を破るわけにはいかないから作ってるだけなんだからっ!!）

			　心の中で言い訳を繰り返しながら、それから二時間以上格闘し、なんとかお弁当を形にすることができた。

			（できたっ！　こんな……たかがお弁当を作るだけでこんなに苦労するなんて……。こ、これで美味しいって言わなかったら承知しないんだからね！）

			　なんて心の中で悠に対して言葉を向けつつ、心臓をドキドキと高鳴らせる。

			　果たして彼は美味しいと言ってくれるだろうか？

			　これを食べて微笑んでくれるだろうか？

			　そんなことを考えてしまう。

			　自分の作った弁当を食べて「美味しいよっ！」と悠がはしゃぐ姿を想像するだけで、なんだかとても幸せな気分に──。

			（って、ならないならない！　なるわけないでしょ！　ああもうっ!!　変なこと考えるんじゃないのっ!!　もう！　この呪い一体いつまで続くのよぉっ!!）

			　既に呪いをかけられてから一月も経っている。だというのに、さっぱり症状は改善していなかった。

			　そのことに不満を持ちつつ弁当をバッグにしまい、家を出る。

			　まだ時間は午前六時過ぎであり、学校に向かうには早い。実際穂乃花が向かったのは学校ではなく悠の家だった。

			「お邪魔するわよ」

			　インターホンも鳴らさず、合い鍵を使って悠の家に入った。

			　悠の母から『穂乃花ちゃんはいこれ。うちの鍵。いつでも来てね♪』と渡されていた鍵である。因みにその悠の母は、会社がいま忙しい時期らしくかなり朝早い。穂乃花が料理を作っていた頃にはもう家を出てしまっているはずだ（という話を悠から聞いていた）。また、悠の父は単身赴任中で週末しか帰ってこない。故にいま家には悠しかいないはずだ。だから気兼ねする必要はない。

			　玄関から中に上がると、まるで自分の家の中を歩いているかのようなスムーズさで階段を上り、悠の部屋に入った。

			　ベッドには悠が寝ている。すやすやととても安らいだ表情だ。普段だったら弁当作りの為にとっくに起きている時間だろうが、昨日弁当は自分が作るからゆっくり寝ていていいと言ってある。その為にまだ寝ているのだろう。

			　いや、違う。理由はそれだけじゃない。

			『明日は私が起こしに行ってあげるからね！　だから……私が行くまで起きるんじゃないわよっ!!』

			　なんてことも言ったお陰だろう。

			（鬼巫女のせい……鬼巫女のせいだから仕方ないわ……）

			　諦め気味に心の中で呟きつつ、眠っている悠を見つめる。

			（なんかちょっと可愛いわね……）

			　無邪気な子供みたいな寝顔だ。見てるだけでほっこりとした気分になってくる。

			（いやいやいや……。何考えてるのよ！　悠の顔なんかもう見飽きてるでしょ！　いつまでも突っ立ってたって仕方ないし……さ、さっさと始めるわよ）

			　が、すぐに正気に戻ると穂乃花は掛け布団を捲り、その中に入った。

			（悠の匂いがする……）

			　布団の中は幼馴染みの匂いでムンムンとしている。なんだか嗅いでいるだけで頭がボーッとしてくるような香りだった。なんだかこの匂いだけで下腹部がキュンッと疼くのを感じてしまう。自然、太股同士を擦り合わせてしまう自分がいた。

			　そんなムズムズとした感覚を抱えつつ、穂乃花は幼馴染みのパジャマズボンと下着を布団の中で下ろす。途端にビョンッと目の前に悠の勃起したペニスが露わになった。

			（凄い……こんなに大きくなってる。これが……あ、朝勃だちってやつ？　なんで朝っぱらからこんなに？　え……エッチな夢でも見てるんじゃないの!!　このド変態っ！）

			　なんてことを思いつつも、暗がりの中でジッと肉棒を見つめてしまう。

			　大きくなったペニス──見慣れたものではあるけれど、やっぱりどこか苦しそうだ。なんだか早く楽にさせてあげたくなってくる。

			（違う！　違う違う違う！　悠が苦しんでたって私には関係ないわよ！　た……ただ、早くしないと学校に遅刻しちゃうからするだけなんだからねっ!!）

			「んっじゅ……。もっ！　もじゅうっ」

			　一体何度してきたか分からない言い訳を繰り返しつつ、穂乃花は肉棒を咥え込んだ。

			※

			　ぐっじゅっ……。むじゅっ……。ちゅぼっ！　ぐっちゅぐっちゅ……んじゅうっ。

			　なんだか淫靡な音が聞こえる。それと共に全身が蕩けてしまうのではないかと思うような心地いい感触を下腹部に感じた。

			「ん……んんん？」

			　一体何なのだろうか？

			　閉じていた瞳をゆっくりと開くと、悠は自分の下半身へと視線を向けた。

			　すると布団が何故か盛り上がっている。もぞもぞと中で何かが蠢いていた。

			「えっ!?」

			　何が起きているのだろうか？

			　一瞬事態が理解できず、慌てて布団を捲る。

			「んっじゅ……むふっ……んぽっんぽっんぽぉっ……んっ……ちゅれろっ……むちゅうう……ちゅっちゅっ……ちゅずるるるぅ……」

			　そこには勃起した肉棒に奉仕する制服姿の幼馴染みの姿があった。

			　小さな口を精一杯開きながら、喉奥までペニスを咥え込んでくれている。唾液をダラダラ垂らしながら、頬を窄めて屹立を啜ってくれていた。

			「ほ……穂乃花……」

			「んっ？」

			　声をかけるとそこでやっと気付いたというように、穂乃花は肉棒を咥えたまま上目遣いでこちらを見つめてきた。

			「おふぁよう」

			　朝の挨拶をしてくる。

			「お……おはよう……。っって、ど、どうしてこんなことを!?」

			　返事をしつつ、問う。なんで朝から穂乃花がこんなことをしてくれているのか？　さっぱり意味が分からなかった。

			「んっぽ……。はぁっはぁっはぁっ……ど、どうしてって……昨日……い、言ったでしょ。起こしに来てあげるって」

			　確かにその通りである。ただ、まさかこんな方法だなんて思ってもみなかった。穂乃花がこんなこと──つまりお、おはようフェラなんてものをしてくれるなんて……。

			「だから……こうやってあんたを起こしてあげたんじゃない。感謝しなさいよね。って、あんた……な……何驚いた顔してるのよ。も……もしかして……嫌だった？」

			　呆然としていると、ちょっと不安そうな表情を幼馴染みは浮かべた。

			「イヤって……そ、そんなことない！　そんなわけないよっ!!　嫌なはずない！　嬉しい。嬉しいに決まってるよ!!」

			　本心からの言葉だ。こんな行為をしてくれるほどに穂乃花が自分のことを想ってくれている。嬉しくないはずがない。

			「そっか……よかった♪」

			　答えに安心したように穂乃花は微笑んだ。とても可愛らしい表情だ。そんな顔を見ているだけで──。

			「あ……また……大きくなってきた。この……変態♥」

			　肉棒は更に膨張してしまう。

			　穂乃花は嬉しそうな表情を浮かべながら「んちゅっ」再び肉棒に口唇を押し当ててきた。

			「んっちゅ……くちゅっ……ちゅっちゅっちゅっちゅうう」

			　悠に見せつけるように肉棒にキスを繰り返し、再び「んもおおっ」と咥え込む。

			　ぐじゅっ！　むじゅうっ！　じゅぽっじゅぽっじゅぽおおっ！

			　唇で肉棒を締め上げつつ、頭を上下に動かしてペニス全体を刺激してきた。

			　ねっとりと舌や口内粘膜が肉棒に絡みつく。膣に挿入しているのではないか？　なんて錯覚すら覚えてしまうくらいに、心地いいフェラチオだった。

			「射精るっ！　これ……すぐ射精ちゃうよっ!!」

			　脳髄まで溶けてしまいそうな愉悦に、射精感はあっという間に抑えがたいほどに膨れ上がってしまう。

			「いいわりょ。ら……らひて……。んじゅっ……れろっ……れろっれろっ……んぺろぉ……ふうっふうっふうっ……わ、わらひのくひの中にたくしゃんらひて♥」

			　射精衝動を更に煽るように、穂乃花は肉棒への奉仕をより激しいものへと変えてくる。

			　ぐっじゅぼっ！　ぬじゅぼっぬじゅぼっぬじゅぼっぬじゅぼっ！

			　肉棒にむしゃぶりつくような口淫だった。昔からずっと一緒に育ってきた穂乃花がしているとはとても思えないほどに、淫靡でイヤらしい行為。猛火のような勢いで快感が全身を包み込んでいく。理性など一瞬で吹き飛んでしまいそうな快楽だった。

			「射精るっ！　射精る射精る射精るっ!!」

			　不気味なほどに幼馴染みの口内で肉棒が膨れ上がる。

			「きれっ！　んじゅっぼ……じゅぼじゅぼっ……んじゅううっ！　ふー。ふー。ふー……。きって！　わらひのなはに、らひて！　んちゅっぽ！　悠のしぇーえきたくしゃん……んぽっんぽっんぽぉおお！　らひて──びゅっびゅってしゃへいしてぇえ!!　じゅちゅっ！　ちゅずるるるるぅっ！」

			　喉奥までペニスを咥え込みながら、口腔全体を使って吸引してくる。

			「くあっ！　ああああっ!!」

			　瞬間、肉悦が爆発した。

			　ぶびゅばっ！　どびゅっどびゅっどびゅっどびゅっ──ぶっびゅるるるるぅっ!!

			「んもっ！　もっもっ……。んもぉおおお……」

			　凄まじい勢いで穂乃花の口腔に精液を撃ち放つ。穂乃花による朝からの奉仕という状況に我ながら余程興奮していたのか、撃ち放たれた精液量は普段よりも遙かに多く、一瞬で穂乃花の頬を内側からブクッと膨らませるほどのものだった。

			「んぶっ！　けほっ！　けほっけほっ……んぇえええ……」

			　これは流石の穂乃花も予想外だったらしく、思わずといった様子で肉棒を口から離して何度も咳き込む。べちゃべちゃとパジャマを捲り上げられた悠の下腹部に白濁液が零れ落ちた。

			　ぶびゅっ！　どびゅびゅううっ！

			　それでもなお射精は終わらず、穂乃花の顔に精液をぶっかける結果にもなってしまう。

			「うえぁあああ……。ちょ……ちょっと射精しすぎよ馬鹿ぁ」

			　幼馴染みの綺麗な顔は、白濁液でグチョグチョだった。

			「ご……ごめん穂乃花！」

			　流石にやりすぎだと自分でも思い、謝罪する。

			「……別に謝る必要なんかないわよ」

			　しかし、穂乃花は決して怒ってはいなかった。顔にべっとりと張り付いた精液を指で拭うと、初めてフェラをしてくれた時と同じようにそれをしゃぶり、啜ってくれる。

			「んぎゅっ……。ごきゅっ……。んはぁあああ……。私ね……嬉しいんだから。あ……あんたが……はぁっはぁっ……こんなに射精すくらい感じてくれて本当に……嬉しいんだから！　だからね……謝るのは私の方よ。ご……ごめんなさいね！」

			「え？　ど……どうして？」

			　穂乃花が謝罪する必要なんてこれっぽっちもない。なのに何故？

			　疑問を覚えて首を傾げると、クスッと穂乃花は笑った。その表情を見ているだけでゾクゾクとするような妖艶な笑みで。

			「だって……折角悠がこんなに射精してくれたのに……私……零しちゃったから。本当にごめんなさい……。だから……き……綺麗にしてあげるわね！」

			　そう言うと穂乃花は白濁液に塗れた下腹部に顔を寄せ──

			「んれろっ！　れろっれろっれろっ……。んっじゅ……ごきゅっ……んっんっんっ……んちゅるるるぅ」

			　躊躇することなく精液を舌で掬い取り、改めて喉奥に流し込み始めた。最後の一滴まですべて飲み干す──とでもいうように、水を飲む犬や猫のように激しく舌を蠢かしながら。

			（凄い……穂乃花が……穂乃花が僕のをこんなに一生懸命……）

			　ピチャピチャという音色を響かせながら、牡汁を飲み干していく。

			「はぁっはぁっ……やっぱり……あんたのこれ……美味しい♥」

			　本当に嬉しそうな表情を浮かべる。その姿は耐えがたいほどに扇情的なものだった。

			「穂乃花！　穂乃花ぁあああっ!!」

			　こんな姿を見せられて我慢なんかできない。射精をしたばかりだというのに肉棒は燃え上がりそうなほどに熱を持ち、再び硬く、熱くたぎっていった。

			　悠は穂乃花と体勢を入れ替え、幼馴染みをベッドに押し倒す。

			「ちょっ！　だ……駄目よ！　学校……ち、遅刻しちゃうでしょ！」

			「大丈夫だよ。まあ間に合う！　だから……い、いい？」

			　したい。

			　穂乃花としたい。

			　穂乃花とセックスをしたい！

			　気持ちを抑えることなどできそうになかった。

			「……本当にあんたってエッチなんだから。変態！　だけど……でも……いいわよ。私だってしたいもの……。あんたのこと……愛してるんだから！　したくないわけないもの！」

			「僕もだよ！　僕も好きだ！　穂乃花……穂乃花の全部が大好きだよ」

			　幼馴染みに気持ちを伝えながら、彼女の両足を大きく左右に開かせる。途端に制服スカートが捲れ、白いレースのショーツが露わとなった。その下着も横にずらす。すると溢れ出した白濁液でグショグショに濡れそぼった花弁が剥き出しになる。悠を求めるように、膣口は既にクパッと開いていた。ヒクヒクと蠢く襞の一枚一枚が実に淫靡で堪らない。

			　そこに躊躇なく肉先を押し当て──

			　じゅぐっ！　ぐじゅるるるぅっ！

			「くっひ！　あっ♥　あっあっあんんんん♥」

			　挿入を開始した。

			「来た！　膣中に……悠のが私のなっか……んんんんっ！　奥まで来たぁ♥」

			　肉棒が潰れそうなほどに肉壁の締めつけはきつい。けれども、たっぷり愛液が分泌されているお陰か、実にスムーズに膣奥までペニスを挿入することができた。

			　ズンッと肉先で膣奥を叩く。

			「ふっひ！　あっ！　あっあっ──んひぁああああ♥♥♥」

			　途端に穂乃花はそれほど大きな動きではないけれど、ビクビクと肉体を震わせた。同時にキュウッと肉壺が収縮し、悠のペニスをきつく締め上げてくる。絡みつくヒダヒダ。身体だけでなく、肉壁まで痙攣しているのが分かった。

			「もしかして絶頂ったの？」

			　結合部からお漏らしでもしてるみたいに愛液が溢れ出す。

			「い……絶頂ったわよ……。はぁっはぁっはぁっ……絶頂くにき……決まってるでしょ。大好きなあんたのおちんちん……挿入れてもらったんだもん……はぁはぁはぁ」

			　そう言うとこちらを抱き寄せ、キスしてきた。チュッチュッチュッと何度も何度も……。

			「んっふ……。はぁはぁ……。でも、まだ足りない。もっと悠を感じたい。だから……動いて♥　もっと悠を感じさせて。そして……悠も私で気持ちよくなって♥」

			　そしてそんなことを訴えてくる。

			「うん。分かった！　もっと感じさせるよ！　穂乃花を感じさせる！　そして……僕も穂乃花で気持ちよくなるよ！」

			　彼女の言葉に従うという以外の選択肢なんかどこにもなかった。

			　じゅっぼ！　ぐじゅぼっ！　どじゅっどじゅっどじゅっどじゅっどじゅうううううっ!!

			「ふひいい！　あっあっあっ！　い……いいっ♥　悠っ！　これいい！　激しい。こっれ……激しくて……あんっあんっんんんんん！　感じる♥　私……あああ、すごく感じちゃう。感じすぎちゃう♥　おかしくなりそうなく……んんんん……ら、い……あっあっあっ……気持ちよくなっちゃってるぅ♥」

			　本能のままに腰を突き入れる。

			　ギシッギシッギシッとベッドが壊れそうなくらいの勢いだった。

			　そうして肉棒を膣奥に叩き付けるたび、幼馴染みは嬌声を響かせる。一突きごとに肉壁の締めつけをよりきついものにしながら、これまでの姿からは想像もできないくらいによがり狂った。

			「だっめ……んんんんっ！　耐えられない。すぐに……わたひ……んんん！　しゅぐに絶頂っちゃいそう♥　こんっなの……あっあっ……我慢できない」

			　絶頂きそうという言葉を証明するように、分泌される愛液が白く濁った本気汁に変わり始める。ピストンのたびに奏でられるぐっちゅぐっちゅという音色が、これまで以上に大きく室内に響き始めた。

			「いいよ！　絶頂って！　絶頂っていいよ穂乃花！　僕に絶頂くところを見せて」

			　幼馴染みの絶快楽に溺れる姿をもっと見たい。恋人をもっともっと気持ちよくさせてあげたい──想いが増幅していく。

			「だっめ。駄目ぇええ！　そんなのらっめよ！　わたひ……んっんっんんんん！　わったひ、ひと……一人で絶頂きたくない。悠と……悠と一緒に絶頂きたいの！　だから……まだ、まだ私……いっちゃ……いっひゃいけないのぉ！」

			どんな時でも自分のことを考えてくれている。彼女の想いが嬉しかった。

			　ストレートに気持ちをぶつけられるだけで、肉竿に感じる射精衝動はより大きなものに変わっていく。射精したい。穂乃花の膣中にたっぷり自分の精液を流し込みたい──想いが膨れ上がっていく。

			　そのような本能に命じられるがままに、悠はよりピストン速度を上げていった。まるで交尾をする獣のような勢いで幼馴染みの膣奥に肉槍を叩き付けていく。

			「射精るよ！　僕も射精るっ！　だから……だから一緒に絶頂こう！　穂乃花っ！　穂乃花ぁああっ!!」

			　子宮を押し潰してしまうのではないか？　とさえ感じるほどにペニスを深く突き込んだ。

			「うん。来て！　来て悠！　わったひ……もう……我慢れきないから！　きって！　んっんっんっんっんんんんん！　だひて！　たくしゃん──たくひゃんらひてぇ♥」

			　穂乃花も自ら腰をくねらせてくる。

			　そして──

			「くあああっ！」

			　ぶびゅばっ！　どびゅっ！　どびゅっどびゅっどびゅっどびゅっ──どびゅるるぅっ!!

			「ふひいいいい♥　きった……悠の来たぁああ！　しゅごい！　あああ……絶頂っく！　わらひ……いきゅのっ♥　んっひ……ふひぃいいい♥」

			　どっぷどっぷと解放感にも似た性感を覚えながら、肉壺に白濁液を注ぎ込む。

			「あっあっ……あふぁああああ♥♥♥」

			　穂乃花がギュウッとこちらの身体を抱き締めてきた。背中に跡が残りそうなほどの強さで爪が立てられる。結構痛い。だけど、なんだかそれがとても心地よかった。

			※

			　昼休み。

			「はぁあああ……疲れた……」

			　いつものように学校の屋上──ではなく、体育倉庫に穂乃花は悠と一緒にいた。現在学園では数日後に控えた文化祭の準備が行われており、屋上にも生徒がいっぱいいるからだ。

			（できるなら二人きりで食べたいし……）

			　だから人気のないこの体育倉庫を選んだのである。

			（……あ、いや……。別に悠と二人きりになりたいってわけじゃないわよ。その……だけど、呪いのせいで人前でも何しちゃうか分からないから……だから二人きりになりたいだけなんだからっ!!）

			　などと言い訳しつつも、悠と二人きりという状況にドキドキしてしまう自分がいた。

			　悠とこういう関係になってから一ヶ月も過ぎているというのに、いつまで経ってもこの状況に慣れることができない。それどころか、日に日に彼と一緒にいる時に感じるドキドキは大きくなっているように感じた。

			　幼馴染みの顔を見ているだけで、なんだか身体が熱くなってくる。キュンキュンと胸が疼くのを感じた。

			（駄目！　変なこと考えちゃ駄目よ！　悠とは幼馴染み。それだけ、それだけそれだけそれだけそれだけなんだからぁっ！）

			　自分自身に刻み込むように繰り返す。

			　繰り返しながら──

			「はい……や、約束通り……お弁当よ……」

			　今朝作ってきたお弁当をジャージ姿の悠の前で取り出す。彼がジャージを着ている理由は文化祭準備の為だ。穂乃花も作業し易いようＴシャツにスパッツという運動着姿である。

			「ほ……ホントに作ってきてくれたんだ」

			（ホントにってなによその言い方！　私が約束を破るって思ってたわけ？）

			「当たり前よっ！　ゆ……悠との約束を忘れることなんてあり得ないんだからね！」

			　語りながらパカッと弁当箱を開く。玉子焼きにハンバーグ。それにスイートポテト。そしてでんぶで♥マークを施したご飯──完璧なラブラブ手作り弁当である。

			「すごい……すごく美味しそうだよ」

			　これを見た途端、感激の表情を悠は浮かべた。

			（喜んでくれてる。悠が私のお弁当で……）

			　嬉しい。すごくうれ──。

			（って、あ、当たり前よ！　この私が作ってきたんだから当然じゃない。喜ばなかったら処刑よ処刑！）

			「あんたにそう言ってもらえると……す……すごく嬉しいわ。あああ……ありがと」

			　心の中の否定なんかやっぱりなんの意味もなかった。

			「でも、こ……これだけで喜ばないでよね。味にだって自信──あるんだから」

			「うん。分かってる」

			　というワケで──

			「はい……あ～ん♥」

			　いつものようにお弁当を箸で取り、幼馴染みに向かって差し出した。素直に口を開き、悠はこれを食べる。

			「…………………………」

			　自分の作った弁当を食べる幼馴染み──そんな彼の姿を見つめながら、ゴクリッと穂乃花は息を呑んだ。

			　なんだか緊張してしまう。

			　美味しいと言ってもらえるだろうか？　もし不味いなんて言われたら……。

			　ちょっとした恐怖すら覚えてしまう自分がいた。

			「うん。美味しい。これ……美味しいよ穂乃花！　すごく美味しい！」

			　だが、そんな心配は杞憂だったらしい。

			　幼馴染みはニッコリとした笑みを浮かべてくれる。

			（よ……よかったぁあああ……）

			　その笑みに、心の底から穂乃花はホッとした。

			（って、私が朝から頑張って作ったんだから……美味しくて当然でしょ!!）

			　もちろん後からツンツンするのは忘れなかったけれど……。

			「よかった。それじゃあ……もっと食べて」

			「うん！　あ……穂乃花の分は僕が作ってきたからね」

			「ありがと」

			　二人で互いに弁当を食べさせ合う。

			　呪いをかけられて以来毎日のように続けてきた行為だけれど、自分で弁当を作ってきた為だろうか？　なんだかいつも以上に、お腹だけではなく心の中まで満たされていくような気がした。

			　そうして弁当を食べ終わった後──

			「んちゅっ！　むっちゅ……くちゅっ……。んっんっ……むちゅうう」

			　穂乃花は悠と唇を重ね合わせる。

			　舌を互いの口腔に挿し込み、口内を貪るように蠢かせた。ロマンチックなキスとはいえない。肉と肉をまさぐるような貪欲なキスである。舌の動きに合わせて脳髄までかき混ぜられるような気分になる淫靡なキスだった。

			（やっぱりキス……気持ちいい……）

			　強がることも忘れて、そんなことを考えてしまう。

			　ジンッジンッジンッと、口付けに合わせて自分でも驚くぐらいに秘部が発熱していくのを感じた。

			　したい。悠としたい。エッチなことを……セックスをしたい……。

			　キスだけで頭の中はそんな感情に満たされてしまう。

			（ち……違う。違うわ……。えっと……これはその、いまはもう日課みたいなものだから。お昼の後エッチするって、いつものことだから……。別にしたくてするわけじゃない。だけど……その……呪いのせいだから……）

			　それでもまだ残っている理性で言い訳のように繰り返すものの、明らかに最初の頃に比べると意思の力は弱々しいものとなっていた。

			「ねぇ……悠」

			「分かってる。僕もしたい……」

			　自分からセックスをねだるような言葉と視線を向けてしまう。

			　これに幼馴染みは頷き、こちらの股間部に手を伸ばしてきた。スパッツの上から秘部を撫で回してくる。ゆっくりとした動きで秘裂を上下に擦り上げてきた。

			「んっく！　あっ！　んっんっ……あんんっ」

			　ほんの少し撫でられただけでしかない。けれどもそれで十分だった。すぐに穂乃花の口からは甘い悲鳴が漏れる。指の動きに合わせるようにビクッビクッと肢体が震え始めた。

			　ぐちゅっ！　ぬっちゅ……。くちゅっくちゅっくちゅっ……。

			　当然のように愛液も分泌される。溢れ出した女蜜がスパッツに染み込み、指の動きに合わせて淫猥な音色を奏で始めた。

			「もうこんなに濡れてるよ……」

			　濡れた指先を見せつけるように突き出してくる。

			（ば……馬鹿っ！　そんな恥ずかしいことしないでよっ！　それは違う……。違うのよ！）

			　何が違うのか？　自分でもさっぱり理解できない。それに、もう分かりきったことではあるけれど、心の中でどう思おうが──

			「し……仕方ないじゃない！　悠に……悠に触られたら……私……それだけで感じちゃうんだから！　すぐに……悠のおちんちんがすぐに欲しくなっちゃうんだから!!」

			　結果はこれである。

			「だから……して……お願い……挿入れて……」

			　悠を求めながら膝立ちになると、近くにあった跳び箱に上半身を預けつつ、腰を悠に向かって突き出した。その状態でスパッツとその下に穿いていたサポーターを自分の手で太股の辺りまでズリ下げる。スパッツと秘部の間に愛液の糸を伸ばしながら、張りのあるヒップとぱっくり開いた花弁を自ら幼馴染みの前で露わにした。

			「ねぇ……お願い。ちょうだい……悠のを私に♥」

			　腰をフリッフリッと左右に振って悠を求める。あまりに恥ずかしすぎる行動だった。

			　けれども羞恥を抱いたところで行為を止めることはできない。

			（別にしたいわけじゃないわ。だだだ……だけど、自分じゃどうすることもできないんだから……。もう仕方ないじゃない。こんな恥ずかしい姿をずっと長い時間晒すくらいなら……は、早く終わらせた方がいいわよ！　だからその……は……早く挿入れて！　挿入れなさいよねっ!!）

			　心の中でも悠を求める。

			　あくまでもそうするしかないから仕方なくというスタンスで……。

			　なのに、どうしてだろう？

			　仕方なくのはずなのに、本当はしたくないはずなのに──

			「それじゃあ挿入れるね」

			　悠が剥き出しにしたペニスが近づいてくるのを見ていると、心臓が高鳴ってしまう。肉棒を求めるように秘部を疼かせてしまう。

			「はぁはぁ……」

			　自然と息も荒くなっていった。

			　ぐちゅっ！　ぬっじゅっ……。じゅぶううっ！

			「あっあっ！　き……来た♥　挿入ってきた……。悠のが……んんんんん……わ……私の……はぁっはぁっ……膣中に来たぁああ♥」

			　本能のままに繋がりあう。

			（あああ。広がる。私の膣中に悠のが広がってくる。なんかこれ……んっんっ……わ、私の中の……た……足りなかった部分を満たされていくみたい。こんなこと……あんんん……ほ、ホントは……したくないはずなのに……こっれ……か……感じちゃう）

			　途端に下腹部がペニスの熱気で満たされていくのを感じた。こんなこと本当はしたくないはずなのに、否定できないほどの性感を覚えてしまう。

			「気持ちいい。悠のおちんちん……すごく気持ちいい♥」

			　当然のように性感を認める言葉を口にしてしまう自分がいた。

			「僕もだよ。僕もいいよ！」

			「動いて！　ねぇ……お願い。動いて！　私の……あっあっ……な、膣中を……悠ので滅茶苦茶にしてぇ♥」

			　貪欲なまでに快楽を欲してしまう。

			「分かってる。いくよっ!!」

			　これに悠は答えてくれる。

			　ぐっじゅっ！　ずじゅぶっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっ！

			　肉壺を刺し貫こうとしているのではないかとさえ思えるほどの勢いで、膣奥まで繰り返し腰を突き込んできた。

			「んひあっ！　あっあっ……い、いい♥　やっぱり気持ちいい！　悠のおちんちんいいのぉ♥　あああ！　すごい。もっと……もっと動いて！　私の膣中を……んっふ……あううう……はぁはぁ……ぐ……グチャグチャにして！」

			　いまのピストンだけでも十分に心地いい。だというのに、更なる快楽を欲してしまう。ただ言葉で求めるだけではない。結合したまま、より深くまで肉棒を受け入れようとするように自分からも腰を振り始めてしまう。

			　パンッパンッパンッパンッ！

			　まるで発情した獣のように、互いに腰をぶつけ合った。

			（あああ……。これ……気持ちよすぎる。だっめ……が、我慢できない。すぐ……こんなの……す、ぐに……あああ……絶頂く。い……絶頂っちゃう。耐え……ら、れないぃ♥）

			　数度腰を振るだけで、すぐに達してしまいそうなくらいに性感が増幅する。

			「絶頂く……悠。私……絶頂っく……絶頂っちゃう」

			　その事実を幼馴染みに伝える。

			　すると彼は穂乃花を絶頂させようとするように、グラインドをより大きく激しいものに変えてきた。

			（当たる。深いところまで当たってる！　絶頂く……もう……ほ、本当に絶頂っくぅ）

			　絶頂感をもう抑えることができない。膨れ上がる快楽にお嬢様は身を任せる。

			　だが、ちょうどそのタイミングで──

			「えっと、ポールポール！」

			　二人の女生徒が体育倉庫の中に入ってきた。

			「──んんんっ!?」

			　慌てて穂乃花は自分の口を押さえる。悠も驚いたような表情を浮かべると、腰の動きを止めた。

			（嘘……こんな……こんなことって……）

			　一応跳び箱の後ろに隠れているお陰で、二人はこちらに気付いてはいない。しかし、いつ気付かれてしまってもまったくおかしくない状況だった。

			　ドクッドクッドクッ！

			　心臓が爆発しそうなくらいに鼓動する。

			　もしこんな姿を見られてしまったら──。

			（無理……。無理よ！　私……もう学校に来れなくなっちゃう。恥ずかしすぎる!!）

			　想像するだけで頭がどうにかなってしまいそうなほどに羞恥を覚えた。

			　気付かれてはならない絶対に……。

			「……どこだっけ？」

			「その辺りじゃなかった？」

			　会話をする二人に自分達の存在を悟られぬよう、必死に息を殺した。

			　しかし、そうして静かにしようしようと思えば思うほど、何故か肉壺に挿入されたままのペニスを意識してしまう。挿し込まれたまま動かない肉棒のドクッドクッという脈動を感じてしまう。

			　絶頂直前で止められたせいだろうか？　なんだかとてももどかしい気分になってしまっていた。

			　自然と太股同士を擦り合わせるような動作を取ってしまう。結合部からはジュワリジュワリッと愛液が止まることなく溢れ出す。

			（ば……馬鹿っ！　変なこと……変なこと考えるんじゃないわよ！　どういう状況か分かってるの？　こんなの気付かれたら終わりなのよ！　だから……馬鹿げた考えをしちゃ駄目よぉっ！）

			　気持ちよくなりたい。動いて欲しい。肉壺をペニスでかき混ぜてもらいたい──生まれ出るそんな考えを必死に抑え込もうとする。

			　だが、そんな自分自身を嘲笑うように──

			　ぐちゅっ！　にゅじゅっ！　ぐじゅっぐじゅっ……ぐじゅううっ！

			「んっふ……んっ……くふっ……ふっふっ……んふうううっ」

			　自分から悠を促すように腰を振り始めてしまう。
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			「ほ……穂乃花？」

			　驚いたような表情を幼馴染みが向けてきた。

			「し……して……。お願い……はぁはぁ……が、我慢できないの」

			　そんな彼に求めてしまう。

			（違う！　違う違う違う！　そそそそ、そんなこと思ってない！　いましたら駄目！　駄目なの！　あああ、あんただって分かるでしょ!?　分かるわよねっ!!　だから、今は！）

			　などと思っても、言葉にできなければなんの意味もなかった。

			「分かったよ。穂乃花……声……我慢してね」

			（我慢してねじゃな──）

			　いわよ！　と考えようとした次の刹那──

			　ぐっじゅ！　じゅぶぶっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼおおっ！

			「んっふうう！　むふっ！　ふっふっ……んふううっ」

			（うごっ！　あっあっ……動いてる！　ばっか！　こんな……近くに……いるのに……。あああ！　なに……何動いてるのよぉっ!!）

			　腰が動き始める。

			　先程のように大きく、激しい動きではなく、女生徒達に気付かれぬように実にゆっくりとした動きだった。

			　それでも──

			（あああ。うっそ！　これ……んっんっんんんん！　か、感じる。私……あっあっ……感じちゃう♥　こんな……人がいるのに……気持ちよくなっちゃうぅ）

			　先程絶頂直前まで押し上げられた肉体は、あっさりと性感を覚えてしまう。腰の動きに合わせて、目の前が真っ白に染まるほどに……。

			「んふぅうう！　むふうっ！　くふっ！　あっ……んんんん」

			　自然嬌声も漏れ出そうになってしまう。しかし、声を出せば確実に気付かれる。それだけは避けねばならなかった。そしてそれは鬼巫女曰く〝本音〟もそう思っているらしく、必死に声を抑えようと努める。

			（でも……無理。き……気持ちよすぎて……あっあっ……我慢なんかできない）

			　だが、与えられる性感は想像以上に大きかった。

			「あっふ……んふっ！　あふあっ！」

			　どうしても声が漏れてしまう。

			「え？　いまなんか聞こえた？」

			「……気のせいでしょ？」

			　なんとか気付かれてはいないようだ。しかし──

			「あっ！　く……んひんっ！」

			　突き込みのたびにどうしても声が漏れてしまう。

			（駄目！　もう……もう駄目ぇええっ！）

			　漏れ出す声は最小限にとどめてはいたが、もう限界だった。

			「あっ──」

			　あーあーあーあーあぁああ♥　と、快楽に蕩けた悲鳴を漏らしそうになってしまう。

			　しかし、その刹那──。

			「んじゅっ！　むじゅうっ」

			　悠の唇がこちらの唇を塞いできた。

			（ゆ……悠……♥）

			　表情がトロンと蕩ける。

			　ぐっじゅっ……。むじゅっ！　じゅぶっじゅぶっじゅぶううっ！

			　自然と舌を伸ばし、悠の口腔を貪るように舌を動かしてしまう。唾液と唾液を交換するような深い深いキスだった。

			「んっふ……むふううっ！　んっんっんんんん」

			　キスを続けつつ、腰を振る。

			（すごい……。こっれ……よすぎる。口の中と……あんっあんんんん……。おま〇この中……同時にグチャグチャにかき混ぜられてるみたい……。あああ！　だっめ……絶頂く。わたっし……近くに人がいるのに絶頂っちゃぅうう♥）

			　口付けしながらのピストン行為──これまで感じたこともないほどの快感だった。先程女生徒達がやってくる直前に感じていた絶頂感を数倍にも増幅させたような快楽が、全身を駆け巡る。それと同時に射精を促すように肉壺がより収縮していった。

			　ずっじゅずっじゅずっじゅずっじゅずっじゅっ！

			「むっふ！　んむうううっ♥」

			　締めつけに促されたのか？　幼馴染みはピストン速度を上げ、より奥まで肉槍を突き込んできた。

			（大きくなってる。私の膣中で……悠のが……大きくな……なって……震え……震えってるぅうう♥　射精すの？　これ……射精そうなの？　だ……駄目よ。いま……いま射精されたらホントに……あっあっ……わたひ……ホントに絶頂っちゃぅかららめぇええ！）

			　もしかしたら絶頂く姿を見られてしまうかも知れない。考えるだけで恐ろしかった。だから止めなければならない。射精させてはならない──と頭の中では考えるのだけれど、肉体は言うことを聞いてはくれなかった。

			　射精を止めるどころか、たくさん膣中に射精してくれと訴えるように、より腰をくねらせてしまう。もっと気持ちよくなりたい。もっと深々と繋がりあいたいというように、更に舌をくねらせてしまう。

			（絶頂く……もう……私……駄目！　絶頂っく。あっあっあんんん！　絶頂っちゃぅ……絶頂っちゃうのぉおおお♥）

			　これ以上ないというくらいに性感が膨れ上がる。

			「やっぱりなんか音聞こえるってぇ……」

			「そうね。それになんか匂いもしない？　こっちの方から？」

			　女生徒達が近づいてきた。それも、跳び箱の反対側まで……。

			（駄目！　駄目ぇええ！）

			　心の中で悲鳴を上げた刹那──

			　どじゅううっ！

			「んひいいいいいいっ♥♥♥」

			　止めとばかりに肉槍が子宮口を胎内に押し込むほどに突き入れられた。

			　瞬間、目の前が真っ白に染まる。

			　ドグッ！　ドグッドグッドグッドグッドグウウウウッ!!

			　突き込まれた屹立が爆発した。

			　肉竿を激しく痙攣させながら、多量の肉汁を膣奥に向かって流し込んできた。

			（ああああ！　で……射精てる♥　熱いのが……私に膣中にきてりゅう）

			　ドクッドクッという震えに合わせて、下腹部に熱気が広がっていく。白濁液が膣壁に染み込んでくるのが分かった。膣中が火傷してしまうのではないか？　なんてことを思ってしまうくらい精液は熱い。けれども、それが何よりも心地よく──。

			（だっめ！　絶頂くっ！　イクイクイクイク──いぎゅうううっ♥♥♥）

			「んっんっ──んんんんんんんっ♥」

			　ぶしゅっ！　ぶじょばああああっ!!

			　遂に穂乃花は達した。結合部からまるで失禁でもしているかのように愛液を飛び散らせながら──。

			「あっふ……あっ……はふぁああああ……」

			　全身から力が抜けていく。

			　ビクッビクッと何度も肢体を震わせながら、お嬢様は表情をだらしなく惚けさせた。

			「──あっ!!」

			　ちょうどそのタイミングで女生徒が声を上げる。

			（──ひっ!!）

			　気付かれた？　気付かれてしまったのか？

			「あったあった！　ここにあったぁ」

			　が、どうやらそうではなかったらしい。

			「こんな所にあったんだ。じゃ……さっさと行こう」

			「そうね」

			　お目当てのものを探し出したらしく、女生徒達は笑いながら倉庫を飛び出していった。

			　体育倉庫には二人だけが残される。

			　ぐったりとしつつ、荒い息を吐き呆然としながら二人で見つめ合った。

			　そして、どちらからともなく微笑みを浮かべる。なんだかとてもおかしくて、愉悦に身体を支配されながら笑い合った。

			　向けられる幼馴染みの笑みに、キュンキュン胸が高鳴り、愛おしさが溢れ出しそうなほどに膨れ上がっていくのを感じながら……。

			（って……な……なにい……いい感じになってるのよ！　こんな……こんな状況で無茶なんかして!!　呪いが解けたら……はぁはぁ……ぜ、絶対にオシオキしてやるんだからぁ！）

			　あの状況でもセックスの継続を求めたのは自分自身である。しかし、そんな自分を棚に上げて、覚えてしまった感情を誤魔化すように悠を心の中で叱った。

			　それでも何故だろうか？

			　なんだか凄く幼馴染みのことを愛おしく感じる想いは、消えることはなかった……。

			※

			　文化祭当日がやってくる。

			　文化祭における悠達のクラスの出し物は『お女中喫茶』というものだった。

			「いらっしゃいませ旦那様♪」

			　メイド喫茶と似たようなものだけれど、身に着けているコスチュームはメイド服ではなく、和服。昔ながらのお女中さんが着るような服だった。

			　当然穂乃花も和メイド服を身に着けている。

			　桜を思わせるピンクを基調とした服が、とても華やかで美しかった。この衣装に合わせて髪型もいわゆるポニーテールにしている。それも思わず見惚れてしまうくらいに似合っていた。

			　そんな幼馴染みと一緒に、腕を組んで学内を回る。

			「いい……私……あんたと一緒に学校を回れて……凄く……凄く嬉しいんだからね！」

			　その気持ちは悠も同じだった。

			　そして夜──。

			　悠はメイド姿のままの穂乃花と、校庭中央で焚かれたキャンプファイヤーを囲んで踊った。あんまり運動神経はよくない上、踊りなんて普段しないせいで何度も彼女の足を踏んだりしてしまったけれど、これもまた幸せな時間だった。

			「来年までにもっと練習しておきなさいよね。その……来年だってこうやって一緒に踊るんだから……」

			　踊り終わった後、誰もいない教室にて未だ校庭中央で燃え続ける炎を見つめながら、幼馴染みはそんなことを伝えてくる。

			「うん。そうだね。来年の為に僕も頑張るよ」

			　そう答えながら、悠は真っ直ぐ穂乃花を見つめた。

			「な……何よ……」

			　恥ずかしそうに恋人は頬を赤く染める。

			「いや……その……。その服……。凄く似合ってるなって思って……。可愛いから……」

			　お世辞なんかじゃない。本心からの言葉だった。

			「可愛いとか……そんないきなり言わないでよ馬鹿っ！　恥ずかしいじゃないの」

			「ごめん」

			「でも……嬉しい。ありがと♥」

			　穂乃花はそう言ってニッコリ微笑むと、こちらの身体を優しく抱き締めてきた。

			「……大好きよ……。あんたの全部が……。その……だ、旦那様」

			　瞳を潤ませながら、上目遣いで恥ずかしそうに告げてくる。

			　殺人的な可愛さだった。

			「僕だって……僕だって大好きだよ。穂乃花！　キミのすべてが！」

			　愛おしさが溢れ出す。気がつけば悠は幼馴染みの身体を抱き締め、いつものようにキスをしていた。

			　チュッと最初は触れるだけ……。けれど、それだけでは収まらない。二度、三度、四度と繰り返し口付けし、遂には舌を挿し込んだ。

			　ぐちゅっ……。ぬちゅうっ……。くちゅっくちゅっくちゅうっ……。

			　誰もいない教室。明かりは窓から差し込む月明かりだけという教室──そんな所で、ひたすら口付けを続ける。

			「んっふ……はふぁあああ……。はぁっはぁっはぁっ……。ゆ……悠……。駄目……。こんな……こんなにキスされたら……が、我慢できなく……なっちゃう……。ここ……教室なのに……」

			「大丈夫だよ。もうみんな帰ってるって……。それとも……い、嫌かな？」

			　無理矢理はしたくない。

			「……い、嫌なんて……そんなこと……ないわよっ。嫌なはずなんてないじゃないっ！」

			　そう言うと穂乃花はこちらを抱き締めた手に力を込めると、自分からキスをしてきた。

			　グチュグチュという音色を奏でながら、教室内でひたすらキスをする。

			　たっぷり三十分ほどはしていたかも知れない。それくらい、長い長い口付けだった。

			　口付けをしながら、悠は近くの机の上に穂乃花を寝かす。幼馴染みはこれに応えるように、ゆっくりと足を左右に開いた。

			　和メイド服のスカートが捲れる。ピンク色のショーツが露わになった。

			「これ……服に合わせたの？」

			「……へ、変かしら？」

			「そんなことない。凄く可愛いよ」

			　脱がすのが勿体ないくらいとても穂乃花に似合っている。けれどもうズボン下の肉棒は限界だった。

			　抱きたい。早く穂乃花と一つになりたい──本能がそう訴えてくる。

			　情欲の赴くままに、ズボンと下着を脱いでペニスを晒すと、幼馴染みのショーツも脱がせた。

			　露わになった秘部は先程のキスのお陰か、愛撫など必要ないくらいにすっかり濡れそぼっている。ムワッと漂う噎むせ返るような発情臭。それを嗅いでいるだけで、より劣情が煽り立てられるのを感じた。我慢などできない。

			「挿入れるね」

			「来て……だ、旦那様♥」

			　瞳を潤ませながら、顔を真っ赤に締めつつ、囁くように呟いてくる。

			「ほ……穂乃花ぁっ!!」

			　抑えがたいほどの感情が溢れ出すのを感じた。

			　本能の赴くままに悠は腰を突き出す。

			　ぐっじゅっ！　ぬじゅうっ！

			「あああ！　来た♥　悠のが奥まで……きって……あああ！　凄い！　あっあっ……やっぱり気持ちいい。これ……悠の……悠のおちんちんいいぃ♥」

			　肉棒で膣道を拡張していく。ヌルヌルと膣奥にペニスを挿入していく感覚──穂乃花と一つになっていくような感覚がとても心地よかった。

			「いいよ！　穂乃花の……穂乃花の膣中も凄くいい。僕のが溶けちゃいそうなくらい……気持ちいいよ。これ……挿入れた……まだ挿入れたばっかりなのに……すぐに……。すぐに射精ちゃいそうだよ……」

			　挿入しただけでしかないけれど、抑えがたいほどに射精衝動が増幅してくるのを感じる。すぐに暴発してしまってもおかしくない愉悦を感じた。

			「い……いいわ。射精して♥　射精していいわよ！　私も……あっあっ……私もすぐに絶頂っちゃいそうだから……。だから……ちょうだい。たくさん……悠のせーえき流し込んで……。私の膣中を悠のでいっぱいにしてぇ♥」

			「うん。そうする。そうするよ！　穂乃花の膣中──僕のでいっぱいにする。穂乃花を僕ので絶頂かせてあげる！　穂乃花っ！　穂乃花ぁっっ!!」

			　どじゅっ！　ぐっじゅ！　じゅぼっ！　どじゅぼっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっ!!

			　自分が求めるままに、穂乃花が求めてくるがままに腰を振り始める。幼馴染みの膣中に自分自身を刻み込むように、激しく肉棒を叩き付けた。
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			　ギシッギシッギシッと机が壊れそうなほどの勢いで軋む。

			「あっあっあっあっ──あんんんっ！　当たってる。奥まで！　私の奥まで当たってる♥　凄い。もっと……もっと来て！　もっと奥まで来てぇ♥」

			　膣奥を突くたびに心地よさそうに穂乃花は啼いた。

			　ドジュッドジュッと子宮口を亀頭で突くたびに、肉壺がキュンッキュンッと収縮し、よりペニスを締め上げてくるのを感じる。そのたびに肉棒だけじゃなく、身体中が穂乃花に抱き締められているような感覚を覚えた。

			　もっとこの感触を味わいたい──膨れ上がる本能の赴くままに腰を振る。

			　けれどそれだけじゃない。自分だけでなく、穂乃花にももっともっと感じて欲しかった。悠は幼馴染みの身に着けている和メイド服の胸元をはだけ、ショーツと同じくピンク色のブラジャーを剥ぎ取った。

			　ブルンッと大きな乳房が露わとなる。

			　剥き出しになった肌は、しっとりと汗に塗れていた。月明かりの下でも、僅かではあるが白い肢体が紅潮しているのが分かる。突き込みに合わせてブルンッブルンッと揺れる乳頭は、既に痛々しいほどに勃起していた。

			　そんな乳房に手を添えると、腰を振りつつ揉んだ。

			　途端に指が柔肉に食い込んでいく。まるで柔らかなモチのように、あっさりと巨乳は形を変えた。

			「ひんんっ！　あっ！　だ……駄目！　おっぱいも……おっぱいもなんて駄目ぇ♥　感じる。あっあっあっ……か、感じすぎちゃう！　ずんずんっておちんちんでされながらおっぱいまでなんて……おかしくなる。私……おかしくなっちゃうからぁ♥」

			「いいよ。感じていい！　おかしくなっていい。ううん。寧ろ見せて！　おかしくなった穂乃花の姿を見せて！」

			　幼馴染みは噎むせび泣く。

			　こんな穂乃花をもっともっと見たい。もっともっと乱れさせたい。もっともっと気持ちよくさせてあげたい。

			　気持ちは止まることなく膨らみ続ける。

			　浅い部分を擦り、深い部分を突く──リズミカルに腰を振りながら、悠はただ手で揉むだけでなく、揺れる乳房にキスをした。

			　んあっと口を開き、乳頭を咥える。チュパチュパとまるで赤ちゃんが授乳する時のように、穂乃花の胸を吸い立てた。

			「あああ！　だっめ！　止まらない。おっぱいチューチューされたら……気持ちいいの止まらなくなるぅ♥　無理……もう我慢なんてできない！　これ……きちゃう！　気持ちいいのが……気持ちいいのが来ちゃうのぉお♥」

			　よがりながら、切なげに眉根に皺を寄せながら、幼馴染みは限界を伝えてくる。

			　彼女の快楽が本物であることを証明するように、肉壁が痙攣しているのが分かった。襞の一枚一枚が、余すことなく肉竿を締め上げてくる。まるで精液を搾り取ろうとするかのような感覚に、悠の腰も震えた。

			「僕も……あああ！　僕も絶頂くよ！　射精す！　穂乃花の膣中を……僕のでいっぱいにするよ！」

			　抑えがたいほどに射精衝動がわき上がる。

			　結合部を中心にお互いの身体がドロドロに溶け、一つに混ざり合っていく──そんな感覚だった。

			　ずじゅっぼっ！　どじゅっどじゅっどじゅっどじゅっどじゅっ!!

			　止まらない。腰を止めることができない。

			「ああああ！　はっげ……激しい。凄い！　あっあっあっ……これ……凄いの！　壊れる。はげ……激しすぎて壊れちゃう！　わったひ……あうっあうっあふうううっ!!　ほんとに……おかしくなる。気持ちよすぎてへんになりゅうう♥　駄目になる。わったひ……駄目になっひゃうのぉお！　絶頂く！　絶頂っくぅううう！　ホントに……ほんろにわらひ……いっぎゅうううう♥」

			「穂乃花ぁあああっ!!」

			　ここが教室だということも忘れる。

			　ただひたすら穂乃花を感じさせたいという想いのままに、悠は腰を振って振って振り続けた。

			　突く。突く突く突くっ！

			「あっあっあっあっ──あーあーあーあーあー♥」

			　この突き込みに合わせるように穂乃花が啼いた。

			　はぁっはぁっはぁっはぁっはぁ……。

			　二人の熱い吐息が混ざり合う。ムンムンとした発情臭を周囲に撒き散らしながら、腰と腰をぶつけ合い続けた。

			「射精るっ！　穂乃花っ！　射精るよっ!!」

			　遂に限界が訪れる。

			「きっれ！　らひて！　あっあっ♥　わらひにのなっかに……たくしゃん……たくひゃんらひてぇ♥」

			「くあああっ!!」

			　強すぎる性感により、目の前が真っ白に染まった。

			　ドクンッと肉槍が激しく脈打つ。

			　そして──

			　ぶびゅばっ！　どびゅっ！　ぶびゅるるるる！　どっびゅぼおおおっ!!

			　理性なんてものが丸ごと吹き飛んでしまいそうなほどの愉悦と共に、悠は穂乃花の膣中に多量の牡汁を解き放った。

			「ふっひ！　んひいいいいっ！　あああ！　でってりゅ！　はひぁあああ！　れでりゅうう！　あっあっあっ──絶頂っく！　おま〇このなっか……あじゅいので……らいしゅきな悠のれいっぱいにしゃれで……いぐのっ！　いぎゅいぎゅいぎゅいぎゅ──いっぎゅううううううう♥♥♥」

			　この射精の熱気に押されるように、幼馴染みも一瞬で絶頂に至る。普段の彼女からは想像もできないほど、性感に溺れた表情を浮かべながら、何度も何度も肢体を打ち震わせた。

			※

			「あっふ……はふぁあああ……。はぁっはぁっはぁっ……」

			　全身を絶頂後の気怠さが包み込む。

			　まるで身体がフワフワと宙に浮いているかのような感覚を、穂乃花は感じていた。このまま目を閉じて眠ってしまいたい──そんな風に思えるくらい、心地いい感覚である。

			　ゴポゴポと膣口からたっぷり流し込まれた肉汁を溢れ出させながら、全身を包み込むそんな感覚に穂乃花は溺れた。

			　ただ、そこで気付く──。

			「悠……まだ……そんなに大きく……」

			　射精を終えたにもかかわらず、悠の肉棒がまだ猛々しいほどに屹立していることに……。

			「ご……ごめん」

			　慌てたように悠は謝罪してきた。

			　そんな彼の姿に申し訳なさを覚えてしまう。

			　自分だけが満足するのでは駄目だ。彼にも満足してもらいたいと……。

			　でも、その為にはどうすればいいのか？

			　なんてことを考え、穂乃花は一つの結論に至った。

			　ゆっくりと穂乃花は一度身を起こすと、今度は机の上に俯せ状態になり、悠に向かって尻を突き出す。そして自分の手で尻を掴むと、クパッと大きく左右に開いた。周囲に比べて僅かに色素の薄い肛門が、幼馴染みの前に露わとなる。

			「ほ……穂乃花？」

			　これを見て、幼馴染みが呆然と呟いた。

			「い……一体何を？」

			　わけが分からないといった様子で幼馴染みは首を傾げる。

			「なにって……」

			　これに応えるように穂乃花は口を開く。

			「もちろん……お、お尻でしようって言ってるのよ！」

			「お尻って……え？　な、なんで？」

			「なんでって……だってあんた……ま、満足してないんでしょ？　だから……」

			「だからってなんでお尻？」

			　確かに悠の疑問はもっともだ。

			「だって……あげたいのよ」

			　これに対し、穂乃花は答える。

			「私の……私の全部をあげたいの！　大好きな……大好きな悠に全部……全部をあげたいのよ！　だから……こっちに……挿入れて……」

			　本心からの……心の底からの声だった。

			　全部をあげたい。大好きな悠に自分の全部を……。

			　そんな想いを身体で表すように、和メイド服を着たまま、頬を紅潮させつつ、瞳を潤ませながら肛門を幼馴染みに対して左右に振ってみせる。

			（私で……気持ちよくなって……悠……）

			　素直にそう思った。

			「ほ……本当にいいの？」

			「もちろんよ！　い……いいに決まってるでしょ！」

			　はっきりと頷く。

			　するとこの答えに、悠は一瞬迷うような表情を浮かべた後、

			「分かった。そ、それじゃあ……いくね」

			　そう言うと、ゆっくりこちらに近づいてきた。

			　そして射精を終えてもなお、ギンギンに勃起したままの肉先を肛門に添えてくる。

			「ふひっ！」

			　グチイイッと押しつけられた肉棒の感触に、全身が震えた。

			「来て！　私の全部を悠のものにして♥」

			　温かな感触が心地いい。こんなに熱く、硬くするくらい自分で興奮してくれているのだと思うと、心の底から嬉しかった。

			「うん。挿入れるね！」

			　ミリッ！　ミリミリミリイイイッ！

			　そして、アナル挿入が始まった。

			「あっふ！　はふっ！　あっあっあっ──んふぁああああ」

			　腰が突き出される。巨棒が肛門を押し開いてくるのが分かった。

			（は……挿入ってきた。悠のが……悠のが私のなっか……お尻に挿入ってきたぁああ！　おっおっ……むほぉおおお！　これ、大きい。私の……私のお尻が裂けちゃいそうぉ！）

			　ムリムリと肉槍によって直腸が拡張されていく。いままで排泄するだけだった器官を異物が逆流してくる感覚に、穂乃花は思わず瞳を見開いた。

			　まるで身体の中に穴を空けられていくような感覚である。腸内に広がる異物感。それによって覚えてしまう圧迫感によって、息までつまった。

			　だが、だというのに何故だろうか？　不思議と苦しいという感じはしない。

			「んっぐ……。はぁあああ……。裂ける。裂けちゃいそう。これ……お尻……裂けちゃうかも……」

			　とはいえ気持ちいいと手放しに言えるものではなかった。肛門が痛々しいほどに押し広げられる。まるで尻を杭で穿たれているかのように感じた。

			「ごめん。その……いま、抜くから」

			　裂けそうという言葉に悠は焦ったような表情を浮かべつつ、腰を引こうとする。

			「だ……大丈夫。大丈夫だから……。だから……止めないで……お……お願い」

			　幼馴染みを止めた。

			　確かに苦しい。でも、耐えられないものではない。止めて欲しくはなかった。自分の全部を捧げたいから。

			「……分かった。分かったよ穂乃花……」

			　想いが伝わったのか、悠はより腰を突き入れてきてくれる。

			「くるっ！　おっおっ……奥まで……あんんん……奥まで挿入ってくる」

			　腰と尻とがぶつかり合う根元まで……。

			「はぁはぁ……挿入った。奥まで……挿入った……。あっあっ……ねぇ、うご……動いて」

			「だけど」

			「大丈夫だから。お願い。動いて欲しいの」

			「穂乃花……うん。うん！」

			　これに応え悠は腰を動かし始める。ただし、それほど激しい動きではない。こちらを気遣うようにゆっくりとゆっくりと、ペニスを馴染ませるように腰を振ってきた。

			「動いてる。うご……いてるのが、分かる。あっあっ――中で……お尻の中で悠のが動いてる。あふぁあああ……ゴリゴリって中を……擦られてる……おっおっ……なんかこれ……い、いいかも」

			　気遣うような動きのお陰だろうか？　最初は苦しかったけれど、徐々に肉体は性感を覚え始める。

			　体内で蠢く肉棒がゴリッゴリッと腸壁を擦り上げるたびに、ゾクゾクとした感覚を穂乃花は感じた。

			「はふぁあああ！　こっれ……す、凄い……。おっ♥　おっ♥　き、気持ちいい……かも。私……こっれ……お、お尻……お尻なのに……感じてる。気持ちよくなってる♥」

			　性感を伴った愉悦が全身を包み込んでいく。まるで我慢に我慢を重ねた時の排泄にも似た感覚だった。なんだか凄く心地いい。

			「いい。悠……いいよ」

			　気がつけば自分から悠の動きに合わせて腰を振り始めてさえいた。

			　溢れ出す腸液が潤滑剤となり、肉棒を奥の奥まで咥え込んでいく。

			「ふっひ！　奥！　奥まで来た！　悠のおちんちん……おっく……まで！　あっあっ……いい。こっれ……いい♥」

			　バチュンッとぶつかる腰と腰──その感触だけで、正直達しそうなくらい感じてしまう自分がいた。

			「いい？　感じてくれてるの？」

			「え……ええ！　か……感じ……てる！　あっあっ……わ、私……感じてる。凄く……しゅごく……おんんんん……。お尻で……お尻で感じてるの……すっごく……気持ちいい♥　悠は？　悠は気持ちいい？」

			　けれど自分だけ感じるのでは駄目なのだ。悠にも気持ちよくなってもらわなければ意味はない。

			「うん。気持ちいい。いいよ！　穂乃花のお尻……凄くいい。ぎゅうぎゅうに締めつけてきて……すぐに射精ちゃいそうなくらいだよ」

			「そう……おっおっ……だ……だったら……。いいわよ。射精して♥　私の……おんんん……おっし……お尻に……悠の、悠のせーえきたくさん射精して！」

			　結合したまま、ピストンを促すように腰を振る。

			「うん！　分かった。分かったよ穂乃花！　たくさん……たくさん射精すね！　穂乃花の中にたくさん!!」

			　これに応えるように──

			　どっじゅっ！　ぐじゅごっ！　じゅぼっ！　ずじゅぼっずじゅぼっずじゅぼっ!!

			　悠は腰の動きを激しいものに変えてきた。

			　猛りに猛った肉棒で、肛門を抉るように刺激してくる。

			「ふほおお！　んっほ！　あんんっ！　あっあっあっ……あふぁあああ♥　い、いい！　そっれ……凄い！　凄くいい♥　かんじっる。悠！　わたひ……かんじてりゅ！　お尻で……おじりで悠を感じてりゅよぉおお♥♥♥」

			　途端に全身が蕩けるような性感が走った。

			　身体中を蕩かすような愉悦が全身を包み込む。

			「おおおお！　しゅごい！　しゅごしゅぎりゅう！　こっりぇ……わらひ……いっひゃう。こんにゃ気持ちいいの我慢できない♥　また……またすぐ絶頂っちゃううう♥」

			　耐えることなどできそうになかった。

			　ばちゅんっばちゅんっばちゅんっ！

			「んひいい！　ひっひっひっひ……ひぉおおおおお♥」

			　幼馴染みの腰の動きに合わせて悶え狂う。

			　本当にいつ達してしまってもおかしくないくらいの性感だった。

			「いいよ！　絶頂って。穂乃花……辛いならいっていいよ！」

			「だっめ！　絶頂かない！　まだ、まだ私は絶頂かないのぉおお！」

			　だが、それでも穂乃花は絶頂感を抑え込む。

			「私だけじゃヤダから！　悠にも……悠にも気持ちよくなって……おんっおんっ！　も、もらいたいから……」

			　耐える。耐える耐える耐える耐える耐える──自分だけ達してしまうわけにはいかないから。悠のことを満足させてあげたいから！

			　だから穂乃花はドジュッと腸奥を突かれるたびにバチッバチッと視界に火花を散らしながらも、必死に肛門を引き締める。悠が感じられるように、気持ちよくなれるように、彼の動きに合わせて腰を振った。

			「どうしてここまで？」

			「どうしてって……そ……んんんん！　そんなの決まってるじゃない！　おっおっ！　悠の……悠のこ……とが……あふぁあああ！　だっい……らいしゅきらからよぉおお♥」

			　それ以外の答えなんかどこにもなかった。

			「穂乃花……。嬉しいよ。僕も……僕も同じだよ。穂乃花のこと大好きだよ！　穂乃花ぁ！」

			　どじゅっぼどじゅっぼどじゅっぼどじゅっぼっ!!

			　激情に駆られるように、悠はピストン速度を上げてくる。ズボッズボッと腸奥に肉槍が叩き付けられるたび、ペニスが膨張してくるのが分かった。

			「ふっひ！　んひいいいっ！　おっおっおっ！　大きく……大きくなってりゅ！　わらひの……。わっら、ひのおじりで悠の……悠のおじんじんが……おおぎぐなっでりゅのほぉおおお♥　こっりぇ……れしょう？　れしょうなの？」

			「そうだよ。射精そうだ！　もう射精ちゃいそうだよ！　穂乃花の……穂乃花のお尻に射精すよ!!」

			「い……いいわよ！　らっひて……おっ♥　おっ♥　んほぉおおお♥　たくしゃん……たくひゃんらひてぇ♥　わたひで絶頂ってぇ♥」

			「絶頂く！　絶頂くよ穂乃花ぁっ!!」

			　ばっちゅんばっちゅんばっちゅんばっちゅんっ!!

			　獣のように腰を打ち付けてくる。何度も肉槍を叩き込まれたせいか、白い尻が赤く染まっていった。

			　そしてそれに比例するように亀頭が膨れ上がってくるのが分かる。ビクビクと腸壁越しに肉棒が震えていた。

			「受け取って穂乃花！」

			「きって！　きてぇえええっ♥」

			　そして──

			　ぶびゅばっ！　どっびゅばあああああっ!!

			「んひんんんん♥　おっおっ……むほぉおおおお♥」

			　多量の肉汁が直腸に流れ込んできた。

			「しゅごいっ！　こっれ……あちゅい！　おおおお！　あちゅいのぉおお♥　いっぐ。これ、いぎゅうううっ！　わだひ……おじりにしぇーえきらじゃれで……おっおっおっ──むほぉおおおお♥♥♥」

			　全身が精液の海に沈んでいくような感覚が走る。穂乃花は狂ったような悲鳴を上げて、身体中がドロドロに蕩けてしまうような性感に溺れた……。

			「あっふ……ほふぁああああ……」

			　長く、熱い吐息を響かせる。
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			（わ……私……なんて……なんてことを……何てことしちゃったのよぉおお）

			　それからどれくらいの時間が過ぎただろうか？

			　少し間を置いて絶頂の余韻も去ったお陰か、穂乃花は冷静さを取り戻していた。

			（まさか……お尻……お尻でなんてしちゃうなんてぇえ……）

			　自分で自分の行為が信じられない。頭がどうにかなってしまいそうな気分だった。

			「本当に……大好きだよ穂乃花……」

			　だけど何故だろう？　こうして優しく想いを向けられると、そんな焦りもどこかに消えていくような気がする。

			　自分でもどうしてこんな気持ちになるのかはよく分からないけれど、悠が喜んでくれるならそれでもいいか──なんて思うことができた。

			「私だって……あんたのことだ……大好きよ！　ホント……わ……私の恋人になってくれて……ありがとうって思ってるんだから！　私……凄く……凄く幸せなんだからねっ!!」

			※

			　翌日朝──悠はいつものように穂乃花を迎えに天王寺家へと向かう。

			　その足取りは最近の幸せな気分を象徴するかのように、軽やかなものだった。

			「おはよう穂乃花♪」

			　門前には既に穂乃花が立っている。そんな彼女に朝の挨拶をした。

			　この挨拶に対し、

			『おはよう……そ、それじゃあ……朝のちちち……チューをしてよね！』

			　なんて顔を赤らめながら答えてくるのが最近では毎朝の日課となっている。

			　当然今日もそうなるはずだった。

			　だが──

			「おはよう♪　じゃないわよ馬鹿っ！　一体いつまで私を待たせるつもり！　遅いのよ!!」

			　返ってきたのは、まるで昔の穂乃花に戻ったかのような罵倒だった……。

			


			


			


			


		

	

			


			五章　私もあんたのこと……好きに決まってるじゃないっ!!

			


			　穂乃花はとある少女の夢を見た。

			　白と赤のコントラストが眩しい巫女服を身に着けた少女の夢を……。

			　見た目は十代半ばくらい──いや、もっと若いように見える。とっても無邪気な感じのする表情な上、身長も穂乃花よりも頭一つ分くらい低い。見た目は完全に子供といった感じだ。

			　だが、普通の子供ではない。

			　金色の瞳に銀色の髪。その上額には一本の角が生えている。

			　明らかに人ではない──一目見ただけでそんな確信を持つことができた。

			「久しぶりじゃのう」

			　ニコニコしながら少女は語りかけてくる。

			「久しぶりって……誰よあんた？」

			　はっきり言うが、こんな人外の知り合いなんていない。

			「いや……おるじゃろ。一人……人外の知り合いが!!」

			　心を読まれた!?

			　人の心を勝手に見るなんて図々しい奴である。

			　しかし、一人いる？　人外の知り合いが？　一体誰だろうか？

			　小首を傾げて考え──ハッとした。

			「あんた！　鬼巫女っ!!」

			「じゃから様をつけろと言っておるじゃろうが！」

			　どうやら正解らしい。

			　鬼を思わせる角に、可愛らしい巫女服……。なるほど、言われてみれば確かに──まんまだな。

			「まんまとかいうなっ！　分かり易くてええじゃろ！」

			　結構気にしてるのだろうか？　だったらせめて服装くらい変えればいいのに。

			「五月蠅うるさい！　結構この格好気に入っとるんじゃ！　それに、巫女服も着てないのに鬼巫女なんて名乗ったらおかしいじゃろ!!」

			　確かにそれもそうかも知れない。

			「って……話が逸れたのう。別に服装談義をしに来たわけではないというに……」

			「……じゃあ何しに来たのよ？」

			　わざわざ人の夢に押しかけてくるくらいだから、くだらない用件ではないだろう。

			「簡単なことじゃ。主にかけた術が解けたことを知らせに来てやったんじゃよ」

			「──え？　術が解けた？　それってつまり……あの呪いがってこと？」

			「呪いって……人のありがたい能力をそんな言い方するな！」

			　プンスカと鬼巫女は怒る。

			「あんなのこっちからしたら呪いでしかないわよ！」

			　なんて文句を言いつつも、何故今頃突然呪いを解きに？　という疑問を抱く。

			　すると鬼巫女さまは「簡単なことじゃ」と言って笑った。

			「主の本音と建て前──それがようやっと一つになり始めたからじゃよ。簡単に言えば、悠に対して本当に心の底から素直になれてきたということじゃな」

			「──なっ!?　は……はぁ？　それってつまり、私が言葉に出しているようなことを悠に対して思うようになってきたって言いたいわけ!?」

			「……正確には心の中では既にそう思っていたことを、主の表層部分──建て前も受け入れ始めてきたということじゃ」

			　つまり心の中のごく一部だけでなく、全体で悠のことを好きになってきた──とでも言いたいのだろうか？

			「あ……あり得ないわよ！　そんなことないっ!!」

			　穂乃花は必死に否定する。

			「あり得ない……か。まだ完璧とは言い難いのう。ホント意地っ張りな奴じゃ。が、ワシの言ったことは事実じゃぞ。それをよく考えるのじゃ。ここから先はワシの助けはない。主の心がけ次第じゃからのう」

			「私の心がけ？　な……何を言ってるのよ！」

			「くく……すぐに分かる。では──」

			　そう言うと鬼巫女はパンッと手を叩いた。

			　瞬間、穂乃花は自分の身体の中から何かが抜け出ていくのを感じた。

			「なに？　いまの？」

			「残っていた力も消した。つまり、完全に術を解いたんじゃよ。さて……ではワシは帰る。ねとげでぎるど仲間を待たせてしまっておるからのう。というわけで、くく……頑張るんじゃぞ。ぐっどらっくじゃ！」

			「ちょ！　べ、別に……私には頑張るようなことなんてなにもな──」

			※

			「いわよっ!!」

			　そこで穂乃花は目を覚ました。

			「え？　あれ……わ、私？」

			　キョロキョロ周囲を見回す。

			　いつもと変わることのない自分の部屋だ。

			「ゆ……め……？　って、あれ？　どんな夢だったっけ？」

			　考えてみるが思い出せない。

			　何か重要な夢だった気もするのだけれど……。

			（まぁいいか……。しょせん夢だし──って、あ、じ……時間っ!?）

			　時計を見ると、急いで学校に行く準備をしなければならない時間帯になっていた。

			　慌てて飛び起き、身支度を整えると、

			（今日は……お、お弁当作ってる時間……ないわね）

			　ちょっと悠に対して申し訳なさを覚えつつ、家を出た。

			　いつものように門の前で幼馴染みを待つ。

			（どうせ今日もおはようのき……キス……しちゃうのよね……）

			　待ちながらそんなことを考える。幼馴染みとキスする姿を想像するだけで、いつもみたいにキュンキュン胸が高鳴った。

			（べ……別にキスなんかしたくないけど……。呪いだから仕方ないわよね。って、ききき……キスのことなんか想像してるんじゃないわよ。ああもう！　こんなこと考えちゃうのはあいつが迎えに来るのが遅いせいよ！　文句言ってやらなくちゃ！　ま……まぁそれも言えないんでしょうけどね）

			　なんてことを考えていると「おはよう穂乃花♪」悠がニコニコ笑顔を浮かべながら姿を現した。

			　彼の声が耳に届く。

			　その声を聞くだけで、何故かとてもホッとするのを感じた。

			（って、違うわよ！　そんなことより怒らないと、私を待たせてくれちゃったんだから！）

			　どうせ呪いのせいで「おはよう悠♥　んっ」なんて言って唇を突き出してしまうはめになるのだろうけれど……。

			「おはよう♪　じゃないわよ馬鹿っ！　一体いつまで私を待たせるつもり！　遅いのよ!!」

			


			[image: ]

			


			　だが、意外なことに口を突いて出た言葉は、彼に対する罵倒だった。

			「──え？」

			　これがまったく予想外の事態である。自分で口にした言葉に対して、思わず驚きの声を漏らしてしまうくらいに……。

			「あ……えっと……」

			　悠も驚きの表情でこちらを見つめてくる。

			　が、すぐに彼は「ごめん。遅くなっちゃって……」と申し訳なさそうに謝罪してきた。

			　その言葉になんだか胸がズキッと痛む。実際彼はそれほど遅れたわけではなかったから。というよりも、遅刻するかもと急いで準備しすぎたせいで自分の方が早く家を出すぎたというのが真相である。

			　悠が謝る必要なんかこれっぽっちもなかった。なんてことは自分自身よく分かっている。

			「ごめんで済んだら警察はいらないわよ！　ほら……さっさと行くわよ」

			　しかし、どうしてか素直になることができなかった。

			　プリプリとしながら、彼を置き去りにするように一人で先に歩き始めてしまう。

			「あ……待って！　穂乃花……」

			　慌てたように幼馴染みは後を追ってきた。

			（ど……どういうことこれ？　分かんない……。何が起きてるのよ？）

			　自分で自分がさっぱり理解できなかった。

			　どうしてなのか分からないが、呪いをかけられる前の自分に戻っているような気が──。

			（って、そうか！　そういうことなのね!!）

			　そこで気付く。

			　これは呪いが解けているということなのだろう。

			（そっか……解けた。解けたんだ！　あの忌いま々いましい呪いが……）

			　自然と笑みが浮かぶ。これでもう自分の意思に反して身体が勝手に動き出したり、悠に対して恥ずかしいことを言わなくてもすむのだ。

			「あ……あのさ……。もしかして穂乃花……怒ってる？」

			　悠が不安そうな表情を浮かべながら声をかけてくる。

			「怒ってる？　私が？　どうしてよ？　なんでそう思うわけ？」

			「なんでって……その……なんかいつもと様子が違うから……。何か僕……穂乃花に悪いことしちゃったのかなって」

			「なるほどね。でも安心なさい。私は別にいつもと様子が違ってるなんてことはないから。寧ろね……いまの私が正しい私なの。おかしかったのはこれまでの私よ」

			「え？　そ……それってどういうこと？」

			　わけが分からない──といった様子で幼馴染みは首を傾げる。そんな彼に対して穂乃花は満面の笑みを浮かべた。

			「簡単なことよ。いままでの……その……あんたに対して色々恥ずかしいことを言ってた私は、鬼巫女の呪いのせいでおかしくなってた私ってわけ。で、今朝その呪いが解けたのよ♪　だから……私は元の私に戻ったのよ！」

			「お……鬼巫女の呪い？　呪いでおかしくなってた？　それ……本当なの？」

			　呆然と表情を悠は浮かべる。

			　穂乃花はその姿を見て笑うと、。

			「本当よ。でないとおかしいでしょ。呪いにでもかけられてなくちゃ──私があんたと付き合うなんて絶対にあり得ないんだからっ!!」

			　きっぱりとそう言い切った。

			


			　そして数日が過ぎる。

			　呪いが解けたお陰で、穂乃花の生活はすっかり元に戻っていた──というわけには、いかなかった。

			　以前と違う点は二点ある。

			　一つは早苗達クラスメート達の反応だ。

			　何しろみんなは自分と悠が付き合っていると思っているのである。

			「どうしたのよ？　喧嘩でもしたわけ？　あんなバカップルぶりを発揮してたのに……。何があったのよ？」

			　この為、早苗なんかは急に幼馴染みと距離を取った穂乃花に対し、やたら心配するような視線を向けてきた。

			「バカップルって……あいつとの関係はその……一時の気の迷いのようなものよ！　もうあいつとはなんでもないんだから！」

			　殊更悠との関係を否定してみせる。

			「なんでもないって……馬鹿なこと言うんじゃないわよ。あんたには松橋くん以上にお似合いの相手はいないって！　何があったか知らないけれど、喧嘩の原因ってどうせあんたなんでしょ？　だったら考え直した方がいいわよ」

			　しかし、受け入れてはもらえない。それどころか早く仲直りした方がいいと説得されてしまうくらいだった。

			「考え直す必要なんかないわよ！」

			「ホントに？　本当にそれでいいわけ？　あんた……松橋くんがあのまんまでいいと思ってるの？」

			　そう言って早苗は悠を指差す。

			　自分の席に座った幼馴染みは、この世の終わりみたいな表情を浮かべていた。誰が話しかけても反応しない。ただ、ひたすら俯いている。

			　変化の二点目がこれだった。

			　呪いだったことを伝えれば悠との関係は前と同じようになる。そう思っていたのに、彼との距離は酷く遠くなってしまっていた。

			　俯き、落ち込む幼馴染み──その姿を見ているとなんだか胸が痛む。

			（しばらくすればあいつだって立ち直って……これまで通りの関係に戻れるわよ！）

			　自分にそう言い聞かすことで、罪悪感にも似た感情を排除しようとした。

			「別に……すぐまたいつものあいつに戻るわよ……」

			　一応友人にはそう答える。けれども、彼のことを意識すればするほど、より心にかかる圧力は大きくなっていった。

			　その上、どうしてなのか自分でも分からないけれど、時々何度もしてきたキスやセックスのことを思い出してしまう。

			　何げなく日常を過ごしていると、ふとした拍子にまた悠と抱き合いたい、唇を重ね合わせたい、繋がりあいたい──そんなことを考えてしまうのだ。

			（呪いが解けたのに……どうして……？　なんでこうなっちゃうのよ！　もう、わけ分かんない！　これも全部鬼巫女のせいよっ!!）

			　原因をすべて鬼になすりつける。

			　そうしたところで事態は解決しないけれど……。

			（なんとか……何とかしないと……なんとか……）

			　どうしてここまで必死に悠との関係を深く考えてしまうのか？　自分でもさっぱり理解できなかった。

			


			　そんな日常の中、気まずさを抱え、会話を交わすこともできないながらも悠と一緒に下校している最中──

			「やぁ、久しぶりだね天王寺さん」

			　穂乃花はその男に声をかけられた。

			　スーツを着た眼鏡姿の優男──初対面ではない。

			「え？　あ……お……奥乃院さん……。ど、どうして？」

			　男の名は奥乃院蒼そう真まという。天王寺家に勝るとも劣らぬ名家奥乃院家の次男であり、穂乃花にとっては許嫁でもある人物だった。

			　その蒼真が何故ここにいるのか？

			　さっぱり意味が分からない。

			「実は聞かせてもらいたいことがありましてね」

			　ニッコリと爽やかに彼は笑った。

			「え？　な……なんですか？」

			　聞きたいこと？　一体何だろうか？

			　どうしてか分からないけれどそわそわしてしまう。何故か分からないが、蒼真と一緒にいるところをどんな目で悠が見ているのだろうか？　なんてことを気にしてしまう自分がいた。

			「理由を知りたいんですよ」

			「理由？」

			「はい……。私との婚約を貴女が破棄した理由です」

			「え？　あ……」

			　そういえば、呪いにかかっている最中父にそんなことを告げた覚えがある。今回の婚約はやっぱりなかったことにしてくれと……。

			　もちろん、そんな風に言ってしまったのは鬼巫女に呪われていたからだ。

			「……私はね……結構貴女のことが好きだったんですよ。昔から……。ですから、今回の婚約は実は私から頼んだものなんです。ですので、どうしても理由が知りたい。私では駄目な理由が」

			「え……あ……それはその……」

			　呪われていたからですなんて答えられない。

			　であるのならば、一体何と言うべきだろうか？

			　視線が泳いでしまう。

			　気がつけば救いを求めるように幼馴染みを見つめてしまう自分がいた。

			「もしかして……そこの彼が関係あるんですか？」

			　蒼真はこれに気付き、小首を傾げてきた。

			「……え、あっ！　そ、そんなことはない……です。あるわけありませんよ！　その……悠はただの幼馴染み！　それ以上でもそれ以下でもありませんからっ!!」

			　これに対し、反射的にそう答えてしまう。

			


			「違うっ！」

			


			　すると、悠が声を上げた。

			※

			　これまでの関係はあくまでも鬼巫女のせいだったと言われてから、ずっとずっと悠は落ち込み、悩んできた。結局、自分達の関係は鬼巫女さまによって作られたものでしかなかったのか──と。

			（僕がお願い事をしたせいだ……。僕の願いを鬼巫女さまが叶えたから……穂乃花の心はねじ曲げられてしまったんだ……）

			　つまり穂乃花はここ最近ずっと自分の願い事のせいで、好きでもない自分なんかの恋人になっていたということか……。

			　正直心が張り裂けそうになるくらい辛い事実だった。

			　穂乃花に対して申し訳なさすぎる……。

			　もう彼女と一緒にいることはできない。できるはずがない。穂乃花だって自分をある意味呪いにかけた張本人とさえ言っていい存在と一緒になんていたくないはずだ──とさえ思った。

			　だから彼女から離れよう──そう思ったのに、結局できなかった。常に一緒にいた、誰よりも、どんな人よりも大切で、大好きな幼馴染みと別れるなんて、想像するだけで頭がどうにかなってしまいそうなくらいだったから……。

			　そうして一緒にいたところで話すこともできないけれど……。

			　彼女に対してどんな言葉をかければよいのかさっぱり分からなかった。

			　でも、それでは駄目なのだ。悩んでいるだけではなんの解決にもならない。

			　黙っていては穂乃花との距離は遠く離れていくばかりだから……。

			　そのことをいま、奥乃院蒼真の登場で悠は思い知った。

			　彼と穂乃花が話をしている──正直それだけで辛い。なのにその上、もしかしたらまた二人は婚約してしまうことになるかも知れないのだ。そう考えると、それだけで抑えがたいほどの焦燥感を覚えた。

			　こうなったのも自分が素直に気持ちを伝える勇気を出すことができなかったせいだ！　お願いなんかをするよりも、もっと先に素直になっておくべきだったのだ!!

			　そのことに悠はやっと気付くことができた。

			　だから──

			「違うっ！」

			　否定の言葉を真っ直ぐ大好きな穂乃花へと向ける。

			　ただの幼馴染みなんて言葉を認めるわけにはいかなかった。彼女の言葉を肯定なんて絶対にできない。

			　だってこれからもずっと、ずっとずっとずっとずっとずっと──穂乃花と一緒にいたいから。穂乃花の隣に立っていたいから！

			「ち……違うって……何がよ？」

			　呆然としながら穂乃花は呟く。

			「何がって……ただの幼馴染みってことがだよ！」

			「ど……どういう意味よ？　私達は幼馴染みじゃない……」

			「確かにそうだよ。僕達は幼馴染みだ。だけど……いまはそれだけじゃない」

			「それだけじゃない？」

			　首を傾げるお嬢様から決して視線を外さず悠は大きく息を吸うと、ギュッと拳を強く握り締めた。

			「そうだよ。僕にとって穂乃花はただの幼馴染みじゃない！　穂乃花は……穂乃花は──僕の恋人だ！」

			　そして真っ直ぐ告げる。

			「なっ！　ななな……なに……何言ってるのよ！　それは……の、呪いのせいで……」

			　これに対し、動揺するように穂乃花は視線を泳がせた。

			　悠はそんな彼女に近づいていくとその肩に手を置き、これまで以上に近距離で穂乃花を見つめる。

			「呪いか……。そうだよね……。分かってる。それくらい分かってるよ。だからね、いまここで改めて言う」

			「言う？　改めて？　な……なにをよ？」

			「なにをって……僕の気持ちだよ。僕は……僕は……」

			　想いが溢れ出す。

			「僕は穂乃花が好きだ！　ずっとずっと昔から大好きだった！　愛してる。本当に心の底からキミのことを！　だから穂乃花を誰にも渡したくない。僕だけの穂乃花になって欲しい！　僕以外の誰かと婚約なんかさせない──絶対に！　穂乃花と結婚できるのは僕だけだっ!!」

			　はっきりとそう告げた。

			※

			　幼馴染みが気持ちを真っ直ぐ口に出してくる。物怖じすることなく、じっとこちらを見つめながら……。

			　悠が浮かべる表情は、これまでの彼からは想像もできないほど、強い意志に充ち満ちていた。この表情を見るだけで、彼の言葉が心の底からの本心だということがはっきり分かるくらいに……。

			「ゆ……悠……」

			　幼馴染みを呆然と見つめ、立ち尽くす。

			　まさか悠からこんな言葉を向けられるなんて想像もしていなかった。

			（だって……あの……あの悠なのよ！）

			　どちらかというと優柔不断で、いつも自分の後ろをちょろちょろついてきていた悠。そんな彼がこんな告白をしてくるなんて……。

			　けれど何故だろうか？　なんだかとてもすんなりと心の奥底まで彼の言葉が染み込んでくるのを感じた。

			　胸の中に温かいものが広がっていくのを感じる。

			　悠の言葉が嬉しい──そう、感じているのが自分でもはっきり理解することができた。

			（ああ……そうか……。そうだったんだ……）

			　ようやく気がつく。

			　ここ最近、それこそついさっきまで、自分が悠に対して抱いてしまっていたもやもやした感情の意味に……。

			　ただの幼馴染みのはずなのに、どうして悠が落ち込んでいる姿を見ているのが辛かったのかを。

			　なんで蒼真と一緒にいるところを見られているのだと感じると、それだけでそわそわとしてしまったのかを。

			　なんで悠とまた抱き合いたい、キスをしたい、セックスをしたいなんて思ってしまっていたのかを……。

			（なんで気付かなかったのよ。こんな……こんな簡単な答えだったのに……）

			　自分で自分に呆れてしまう。自然と口元には自嘲の笑みさえ浮かんだ。

			「ごめんなさい奥乃院さん……」

			　穂乃花は一度視線を悠から外すと、蒼真へと向け、頭を下げる。

			「私……嘘をつきました」

			「嘘……ですか？」

			「はい」

			　はっきりと頷く。

			「婚約解消──その理由にやっぱり悠は凄く関係してます。というか、悠の存在があるから、私は貴方と結婚するわけにはいかないんです。だって……」

			　改めて幼馴染みへと視線を向けた。

			　幼馴染みは緊張したような表情を浮かべている。そんな彼を見つめながら──

			「わ……私だって……その……悠のことがす……すすす……好き……。だ……大好きだから……」

			　緊張してかなりどもりながらも、自分の気持ちを告げた。

			「穂乃花……」

			　途端に悠はいまにも泣き出しそうな表情を浮かべる。多分、自分も同じような顔をしているのだろう。

			「好きよ……。その……あ、愛してるわ！」

			　もう一度気持ちを伝える。

			　そして、ギュッと自分から彼の身体を抱き締めた。

			　幼馴染みの背に手を回す。すると彼も答えるように、こちらの身体に手を回してきてくれた。そのまま二人で互いを抱き締め合う。いや、ただ抱き合うだけではない。

			「んちゅっ」

			「んんんんっ」

			　蒼真の前だけれど躊躇することなく、そのまま唇と唇を重ね合った。

			　舌を挿し込むような深いキスではなく、ただ唇を重ねるだけの口付けでしかない。

			　それでも、唇だけでなく心まで一つに重なり合っていくような、そんな心地よさを覚えるキスだった。

			（ああ、そうか……。あいつの呪い……アレ……本当に呪いなんかじゃなかったんだ。本当にあいつ……鬼巫女……いや……鬼巫女さまは私の願いを叶えてくれていたんだ……）

			　今頃になって気がつく。

			『フンッ！　気付くのが遅いんじゃよ!!』

			　ちびっ子がフシュッと不満げに鼻息を荒くする姿が、脳裏に浮かんだ。

			「こ……こういうわけです」

			　やがて唇を離すと、蒼真に告げる。

			　すると彼はちょっと驚いたような表情を浮かべつつも、やがて「これは……仕方ないね」そう言って苦笑しながら、パチパチと拍手してくれた。

			「二人とも……幸せにね」

			　その後、爽やかにそう告げてこの場を去っていく。

			「……なんかいい人だったね」

			　その後ろ姿を見て、ポツッと悠が呟いた。

			「そうね……。もしかして失敗したかしら？」

			「──えっ!?」

			　幼馴染みが目を剥く。

			「ふふ……。そんな顔しなくても大丈夫よ……。私がその……す……すすす……好きなのは悠だけなんだからね！」

			　そう言って、チュッと彼の頬にキスをした。

			


			


		

	

			


			終章　ずっと一緒なんだからね！

			


			　本当の意味で穂乃花と心を一つにしてから一週間後の週末、ピンポーンと悠の家のインターホンが押された。

			「は～い」

			　先日温泉ペアチケットを当てた為、母は父と一緒に泊まりがけで出かけている。なので悠が玄関の戸を開けた。

			　するとそこには──

			「ドアを開けるのが遅いじゃない！　あんた……いつまで私を待たせるつもり!?」

			　黒いパンツに白いワイシャツという姿の穂乃花が立っていた。

			「穂乃花？　どうしたの突然!?」

			　家に一人は寂しいので後で穂乃花に会いに行こうとは思っていたけれど、まさか彼女の方から出向いてくるとは思わなかったので、少し驚いてしまう。

			「何？　来ちゃ悪かったわけ？」

			「いや……そんなことないよ。嬉しい。僕も会いに行こうと思ってたから。でも、まだ朝も早いからちょっと驚いちゃって」

			　時間はまだ朝七時だ（因みに父と母が家を出たのは朝も五時くらいである）。

			「まぁ確かに……ちょっと早いわね。だけど……」

			　そう言いながら穂乃花はごく自然に家の中に入ってくると、玄関先に立つ悠に躊躇することなくキスをしてきた。

			「んちゅっ！　むっ……くちゅっ……。んちゅうっ……。ふちゅっ……んれろっ……んもっ……んちゅうっ……。ちゅぶっ……れちゅうう……」

			　それもただのキスではなく、舌と舌を絡め合わせる濃厚な口付けを。

			　まさかいきなりキスをされるなんてまったく想像していなかった為、悠は最初驚いてしまう。しかも場所は玄関先だ。こんな所でキスをするなんて……。普段自分が過ごしている場所での濃厚な行為に、なんだか胸が普段以上にドキドキと高鳴ってしまう。いつも母と暮らしている場所での行為に背徳的な感情さえ覚えた。こんな場所でキスなどしてはいけないと理性では思う。けれど、いま、家には誰もいない。明日まで母も父も帰っては来ない。自分達の行為を見ているものは誰もいないのだ。

			　時間が早い？　場所が玄関？　そんなことは関係ない。キスをしたい。口付けしたい。穂乃花と、もっともっともっとっ！

			　幼馴染みと二人きりという状況──高まる感情を抑えることなどできなかった。

			　ぐちゅるっ……。ちゅっず……ぬちゅるっ……。ぐじゅっ……。ぬじゅるるぅ。

			　劣情の赴くままに自分からも舌を積極的に蠢かし、穂乃花の口腔を貪る。舌に舌を絡め、下唇をチュウウッと甘く吸った。自分の唾液を流し込み、彼女の唾液を啜る。それと共に彼女の身体を強く抱き締め、そのしなやかな肢体を何度も撫でた。

			「むっふ……んふんっ！　んっんっ……あふんっ……」

			　指先で身体をなぞる。するとそれだけで穂乃花は心地よさそうな吐息を漏らしながら、ビクンッビクンッと何度も身体を震わせた。

			（感じてる……穂乃花……感じてるんだ）

			　自分との行為で幼馴染み──恋人が快楽を覚えている。その事実が嬉しく、もっともっと穂乃花を感じさせたいという感情がわき上がってくるのを感じた。恋人の身体を更に堪能したいとも思う。

			　わき上がる本能に従うようにただ彼女の身体を撫で回すだけでなく、口付けを続けたまま胸に手を回した。そのままワイシャツの上から乳房を揉む。

			「んっ!?」

			　一瞬驚くような息を穂乃花は漏らした。

			「むふぅうう……。んっふ♥　んっ。はふぁああっ」
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			　しかし、それはあくまでも一瞬であり、すぐに与えられる性感に溺れるように、これまで以上に甘い悲鳴を漏らしながら、より舌を激しく蠢かせてきた。

			　同時にこちらの背に回していた手をゆっくりと下腹部へと伸ばしてくると、躊躇なく股間に添えてきた。

			「くうううっ！」

			　ズボンの上から触れただけでしかない。だというのに、穂乃花に触られているのだと思うと、それだけで全身が蕩けてしまいそうな程ほどの快楽を悠は覚えた。

			　もちろん触れただけで終わりではない。

			　こちらが見せる反応に「んふふ」とキスをしたまま笑いつつ、恋人は優しい手つきで股間を撫で回し始めた。

			　それほど力が込められているわけではない。本当にただただ、優しく撫でてくるだけの動きだ。だというのにゾクゾクとしたものが何度も全身を駆け巡る。下半身が蕩け、この場にへたり込んでしまうのではないか？　とさえ思えるほどの快感だった。

			　もちろん自分だって負けてはいられない。こねくり回すように刺激していた胸から、彼女の下半身へと手を移動させていくと、黒パンツの上からではあるけれど彼女の股間に触れた。指を秘部に押し込むように力を込め、敏感部へ刺激を与える。

			「むっふ！　んん……。ふむっ！　むっ……あっちゅ……んふううっ」

			　愛撫を受け、穂乃花は小刻みに肢体を震わせ始めた。愉悦混じりの熱い吐息を漏らしながら、まるで指に押しつけるように腰をくねらせてくる。ほんの数回刺激しただけだというのに、パンツはすぐに湿り始めた。

			　悠はそれを確認すると、今度は彼女のパンツの中に手を入れる。指先にシルクのショーツのものと思われる感触が伝わってきた。そんな下着の中にも手を突っ込む。

			（凄い……。グショグショだ……）

			　下着の中はまるで失禁でもしているのではないかと思うくらいに濡れそぼっていた。直接見ることはできないけれど、花弁が淫らに咲き誇っていることは間違いない。

			「そこ……いい。グチュグチュされると……声……出ちゃう。あひぁっ」

			　その証拠に指を陰部にクチュッと添えるだけで、襞の一枚一枚が性感を求めるように絡みついてきた。

			　これに悠は応える。

			　にじゅうううっ！　ぐちゅっ！　ぬっちゅ……。ぐにゅるうぅ……。

			「そこっ……そっこが……いいの。もっと……もっとグチュグチュ擦って……。んっひ！くひあっ！　あんんんん」

			　求められるがまま、秘裂をなぞるように指を上下に動かした。これだけでこれまで以上に穂乃花は蕩けるような嬌声を漏らす。余程感じているのか腰が淫らにくねった。もっと感じさせる為に、襞の一枚一枚を指先でなぞっていく。勃起した陰核の包皮を捲り、転がすようにこれを刺激した。

			「そっれ……あああ。凄い……。びりびりする。私の身体……痺れちゃいそう」

			　ガクガクと膝が震える。指先に伝わってくる花弁が、どんどん熱く火照ってくるのが分かった。愛液量も更に増え、ねっとりと手を濡らしてくる。これらの女蜜を絡めながら、悠は膣中に指先を挿入していった。

			「挿入ってきた……悠の指が……私のな……かに……。奥まで……んんんんん♥」

			　ジュワアッと指を奥に挿入れれば挿入れるほど、まるで圧力で押し出されるように肉汁が溢れ出してくるのが分かる。手がふやけてしまうのではないかと思うほどだった。

			　こんなに濡らすほど感じてくれている穂乃花が狂おしいほどに愛おしい。

			　だから絶対に手を止めない。このまま穂乃花を絶頂かせる──情欲のままにひたすらぐっちゅぐっちゅと愛撫し続けた。

			「わ……んっんっ……。私だってぇええ」

			　しばらくそうしていると、やがて穂乃花の方も負けてられないとばかりにズボンの中に手を突っ込んできた。当然のように肉棒を直接握り締めてくる。

			「んくっ!!」

			　愛しい、この世で一番大切な幼馴染みと玄関先で絡み合う──ちょっと前までは絶対あり得ないと思っていた状況に尋常でないほど興奮していた悠は、一方的に責めているようでいてその実、いつ射精してしまってもおかしくないくらいに肉棒を膨れ上がらせてしまっていた。

			　そんな状況で直接ペニスを握られるなど、暴発してしまいかねない。慌てて悠は性感から逃げようと腰を引く。が、幼馴染みは決してペニスを離してはくれない。それどころか逃がさんとばかりにより強く竿を握ると、キスだけで溢れ出していた先走り汁を掌で絡め取りながら、ペニス全体にこれを押し広げてきた。

			　ぐっちゅぐっちゅぐっちゅぐっちゅ……。

			　カウパー液が潤滑剤となる。実にスムーズに穂乃花はペニス全体を刺激してきた。

			（駄目だ。これ……すぐに絶頂かされちゃう。我慢できない……。でも、駄目だ。絶頂かせるのは僕だ！　僕が穂乃花を絶頂かせるんだ！）

			　幼馴染みの手淫によって与えられる肉棒が蕩けそうなほどの性感──それを必死に抑え込みつつ、突き込んだ指で更に肉壺をかき混ぜる。

			　あまりの快楽に二人で腰を引いてしまうほどの性感が走った。それでも二人はお互いの性器から決して指を離さない。口付けしつつ性器を弄る。弄り回す。

			「はふううっ！　んっふ……。むふー♥　むふー♥　むふー♥」

			「はぁはぁはぁはぁ……」

			　籠もるような吐息が玄関先に響き渡る。

			　そして──

			（も……もう駄目だ！　で……射精るっ！　耐えられないっ!!）

			　遂に限界が訪れた。

			　ぶびゅばっ！　どっびゅぼっ！　びゅっぼびゅっぼ、びゅんびゅるびゅ～ん！

			　肉棒が吹き飛んでしまうのではないか？　なんてことさえも考えてしまうような性感が全身を包む。白濁液を肉先から穂乃花の掌に向かっておびただしい程に撃ち放った。

			「あんんん！　んっんっんっんっ──んふうううううううっ♥♥♥」

			　これとほぼ同時に穂乃花も全身を痙攣させる。戦慄わななくしなやかな肢体。キュウウウウッと肉壁が収縮するのを感じた。まるで精液を搾り取ろうとするかのように指先をきつく締め上げてくる。肉体と同様に襞の一枚一枚も震えているのが分かった。

			　ブシュアアアッと多量の愛液が膣口から噴き出す。

			「はっふ……あふぁああああ……。はぁっはぁっはぁあぁあああ……♥　んっちゅ……むふううっ……。んんんん……。くちゅっ……んちゅうう……」

			「ふうっふうっ……んんんん」

			　互いに絶頂後の気怠さを感じながら、口付けしたまま熱い吐息を漏らした。

			「ねぇ……。私……まだ……」

			　しばらくしてどちらからともなく唇を離す。すると穂乃花が潤んだ瞳を向けてきた。

			　何を求めているのかはっきりとは口にしてこない。それでも、彼女が何を欲しているのかすぐに理解することができた。

			　何故ならば、悠も同じ気持ちだったから。

			「うん。分かってる。僕だって……」

			　語りながらズボンと下着を脱ぎ、幼馴染みに対して肉棒を剥き出しにする。露わになったペニスは、先程射精したばかりにもかかわらず痛々しいほどに屹立し続けていた。

			　そんな悠と同じく穂乃花も黒パンツとショーツを脱ぎ捨てる。ぐっちょりと濡れた花弁が露わになった。

			「来て……♥」

			　陰唇に指を添えると、恋人は自らこれを左右に開く。

			「うん」

			　玄関先で大好きな人が自ら性器を開き、自分を求めてくる。溢れ出す愛液で股間部だけでなく太股さえも濡らしながら……。こんな姿を見せられて我慢なんかできるはずない。

			　悠は幼馴染みの背中を壁に押しつけると、彼女の片足を抱えながら──

			　ぐちゅっ！　ぬじゅううっ！

			「あああ！　き、来たっ！　んっんっ──挿入ってきた！　悠のが……悠のが私の膣中に来たぁあ♥」

			　立ったまま肉壺にペニスを挿入していった。

			「あっあっあんんん♥　す、凄い。はぁっはぁっはぁっ……こっれ……お。大きい。大きくて、いい！　いいよ悠♥　奥まで、私の奥まで来っる！　私の膣中を悠のが広げてくる。んんん！　ど、どう？　感じる？　悠も……私でよくなってる？」

			「いいよ！　凄くいい。最高だよ。穂乃花の膣中──僕のが溶けちゃいそうなくらい気持ちいいよ」

			　誇張でもなんでもない。肉壁の心地いい締めつけや、ねっとりとしたヒダヒダの絡みつきを感じていると、本当にペニスが蕩けてしまうのではないかとさえ思えるほどに心地いい。すぐにでも射精が始まってしまいそうなほどだった。

			　だが、それでもなお足りない。

			　これだけではまだ満足することはできなかった。もっと気持ちよくなりたい。もっと穂乃花の蜜壺で感じたい。恋人の肉体のすべてを蹂躙したい。

			　性感の大きさに比例するように、欲求も肥大化していく。

			「穂乃花！　好きだよ穂乃花っ!!」

			　ぐっじゅっ！　ずじゅぶっ！　ずじゅっずじゅっずじゅっずじゅっずじゅううっ！

			　だから悠は腰を振った。己の欲望の赴くままに、片足だけでなく両足を抱え上げ、穂乃花を壁に押しつけるようにして膣奥に肉棒を叩き付ける。

			「こっれ！　あっあっあっ！　これっ、す、凄い！　届く。いつもよりおっく……はぁっはぁっはぁっ……おっくまで……んひんん！　とっど、届いてるぅ♥　こんなの……ああああ！　痺れる♥　私の身体しびっれて……い、絶頂っく。私……。絶頂っちゃぅ。まだ、まっだ……挿入れられたばっかりなのに……すぐに……すぐに絶頂っちゃうのぉお♥」

			　子宮口を抉るように繰り返し肉槍を押し込む。ずっじゅずっじゅずっじゅと数度腰を振るだけで、すぐに幼馴染みは限界を伝えてきた。

			　それが決して言葉だけではないことを証明するように、収縮した肉壁が容赦なくペニスを締め上げてくる。爆発しそうなほどに射精感が膨れ上がってくるのを感じた。我慢などとてもではないができそうにない。

			「いいよ。僕も……。僕もすぐに絶頂くよ！　こんなの気持ちよすぎて我慢なんかできない。だから……射精すよ。射精すっ!!」

			「うん。うんっ！　だ、射精してっ♥　私の……あっあっあっ……な、なっか！　膣中にたくさん……た……くしゃん……んんんん！　だ、だひてぇええっ♥　悠の悠のせーえき欲しいの！　だから！　んんん！　お願い！　悠ッ♥　ゆうううう♥」
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			　もっと感じたい。深くまで、奥まで、悠を感じたい──とでも言うように、こちらの背に回した手により力を込めてくる。

			「んじゅっ！　むっちゅ……はむううっ」

			　これまでも数え切れないほどし続けてきた口付けをしながら……。

			　舌を蠢かせ、口内をかき混ぜてくる。脳髄を直接弄られているかのような錯覚さえ覚えるほどに濃厚なキスだった。

			（こんなキスされたら我慢できない……。射精る……。もう……もうっ!!）

			　ここまでされて耐えることなどできない。

			　ずじゅっぼ！　どっじゅぼどっどっじゅぼどっじゅぼどっじゅぼっ！

			　抱き上げた穂乃花の肢体を激しく上下に揺する。一突きごとに肉棒を尋常でないほどに肥大化させながら。

			　どじゅんっ！

			「──ふひっ♥」

			　そして、遂に止めとばかりにこれまで以上に肉棒を突き込み──

			　ぶびゅばっ！　どっびゅっ！　びゅっびゅっびゅっびゅっ！　ぶびゅるるるぅっ!!

			　多量の肉汁を撃ち放った。

			「もっもっもっ！　んっも……ふひっ！　むひぃいいいいい♥♥♥」

			　刹那、穂乃花は条件反射のように絶頂に至る。

			　キュウウッとこれまで以上に蜜壺を収縮させながら、幼馴染みは繰り返し肢体を痙攣させた。

			　悠の身体を射精後の気怠さが包み込んでいく。

			「はぁはぁはぁ……」

			　それは穂乃花も同様らしく、

			「はふー♥　はふー♥　はふー♥」

			　うっとりとした表情を浮かべながら、恋人は何度も心地よさそうに息を吐いた。

			「はぁはぁ……好き♥　悠……だい……好き……。んっちゅ……もちゅうっ！　んじゅっ！　くちゅっ……むちゅううっ」

			　そのまま再び口付けをしてくる。

			　好き！　大好き!!　愛してる♥

			　心の奥の奥の奥──本当に深いところまで、そんな気持ちが伝わり、染み込んでくるような濃厚なキスだった。

			（穂乃花！　欲しい。もっと……もっと穂乃花が欲しい）

			　これだけの気持ちを向けられて、一度や二度の射精だけで満足することなどできない。

			「あっ！　ま……またっ……!?」

			　驚いたような表情を穂乃花は浮かべる。

			　彼女の言葉通り、挿入したままのペニスは再び硬く熱くたぎっていった。

			「穂乃花！　僕も……僕も好きだよ！　愛してるよ」

			　くちゅっ！　ぬちゅうっ！

			　自分からもキスをする。

			「んっ……んんんん！　むっちゅ……はちゅううっ」

			　するとすぐに恋人は驚きを消し、これに応えてくれた。

			　グチュグチュと濃厚なキスをしながら、今度は幼馴染みを廊下に寝かせ──

			　ずっっじゅ！　ぐじゅっ！　ずちゅっずちゅっずちゅっ！

			　正常位で腰を振る。

			「あっひ！　あっあっあっ！　また……んんんん！　かき混ぜられる。ゆ……悠ので……悠のおっち……おちんちんで……くっひ！　わたひの膣中をかき混ぜられりゅう♥」

			　するとすぐさま幼馴染みは再び喘ぎ始めた。

			「こっれ……奥叩かれると駄目になる！　さっき絶頂ったばっかりだから……凄く敏感になってて……わたひ……あんんん！　駄目になっちゃう♥　おかしくなる。これ……よしゅぎて……わたひ……変になっひゃうのぉ♥」

			「いいよ駄目になって！　おかしくなっていいよ。いや、おかしくなった穂乃花を見せてっ!!　射精るから僕もまた射精るから！　だから……絶頂って穂乃花！」

			　まだ数度腰を振っただけでしかない。けれども肉棒はすぐに再度の射精に向けて膨れ上がっていった。長くは保たない。我慢などできない。

			「あっあっあっあっ！　だっして♥　ふっひ！　くひぁあああっ！　たっくさん。たくひゃんまたわたひの膣中にらひてぇえ♥　悠の……悠の赤ちゃんが……んんん！　赤ちゃんができるくらいたくさん……ビュッビュッてしてぇええ♥」

			　ぬじゅるっ！　じゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっじゅぼっ！

			　こちらの動きに合わせて穂乃花も腰を振ってくる。互いに互いの性器に自身の性器を叩き付けるかのような、そんな激しいピストンだった。

			　淫靡な水音が玄関先に響き渡る。

			「射精るっ！　射精るよ穂乃花ぁっ!!」

			　溢れ出る射精衝動。悠は快楽の奔流に逆らうことなく、またも穂乃花の膣奥にペニスを押し当て──

			　どびゅばっ！　びゅぼおおおっ！

			　これで三度目の射精だというのに、一回目や二回目と同等、いや、それ以上の肉汁を穂乃花の膣中に流し込んだ。

			「んんん！　まった！　あああ！　また来た！　ドクドクって……あっつ……あちゅいのが！　悠のあちゅいしぇーえききたぁあああ♥　いっきゅ！　また！　またいきゅっ！　またいぎゅのぉおお♥　ひっひっひっひ──んひんんん♥♥♥」

			　膣中なか射精だしに対し、条件反射のように穂乃花は達する。普段勝ち気な彼女からは想像もできないくらいに表情を愉悦に蕩かせながら──。

			「穂乃花！　可愛いよ。可愛い穂乃花！」

			　肉悦に乱れる幼馴染みの姿に、射精をしてもなお欲望は衰えない。それどころか興奮はより大きく膨れ上がっていった。

			　当然肉棒だって萎えることなく、更に猛々しく屹立していく。

			　もっと。もっともっともっともっともっと──。

			　幼馴染みを求める心が際限なく肥大化していくのを感じた。

			　じゅずぼっ！　どっじゅぼどっじゅぼ……じゅぼぼぼぼぼ～ん！

			「うっそ！　あっ！　んひいいいっ！　まった？　あああ♥　だ、駄目！　まだ……まだわったひ……絶頂ってる♥　絶頂ってるからぁ！　少し。ひっひっひんん！　しゅこひでいいからやしゅませてぇ♥」

			　本能を抑えることができない。膨れ上がる想いのままに、悠は再び腰を振る。慌てたように穂乃花が制止の言葉を向けてきたけれど、それを聞き入れる余裕などなかった。

			「ごめん穂乃花！　止まれない！　止まれないよ！」

			　ずぼっずぼっずぼっずぼっ！

			「ひんん！　おっひ……あひっあひっあひっあひっ──くひんんんっ!!　らっめ……あああ、こっりぇ……バカになりゅう！　ほんろにわらひ……ばかになっひゃうのぉ♥　あっあっあっあっ──んひぁあああ♥」

			　快楽に蕩けた幼馴染みの嬌声が、絶え間なく廊下に──いや、家中に響き渡った。

			


			「あ……あんなにするなんて……。ホントにあんたって……変態なんだから……」

			「嫌だった？」

			「それは……その。えっとその……あの……う、うううう。い、嫌……なんてわけ、ない……じゃない。嫌じゃないわよっ！　でも……お陰で汗でグチョグチョになっちゃったじゃない」

			「だけどさ……汗を掻いたからこうして一緒にお風呂に入れたじゃん」

			「ま……まぁそうなんだけどね……。って、そんなの間違ってるわよ。別に……汗掻かなくたって一緒に入ってたもの……。ってか……また……おちんちん大きくなってるわよ」

			「仕方ないだろ。こんなことされたら……」

			　散々廊下でセックスしまくった後、悠は穂乃花と一緒にお風呂に入っていた。それも、穂乃花に身体を洗ってもらいながら。しかも、彼女自身の身体を使って。

			　現在、恋人は風呂イスに座った悠の前に跪ひざまずいている。愛しいお嬢様は身体中を泡だらけにしながら、その豊かな乳房でギンギンに勃起した悠の肉棒を挟み込み、扱いていた。

			　泡でヌルヌルになった柔肉によって肉茎が何度も刺激される。竿を擦られるたびに、脳髄までもが蕩けそうなほどの性感を覚えてしまっていた。

			「こんなことって……ただ私は洗ってるだけなんだけど！　なのにこんなにおちんちんピクピクさせて……。もしかして……んっんっんっ！　もう射精そうなの？」

			　挑戦的な視線を向けてくる。

			「射精るよ！　射精ちゃう！　こんなの……うっく……くうう。お、抑えられない！」

			　これに対し抵抗することなどできなかった。

			　自然と腰が動いてしまう。

			「あんっ！　もう！　変態♥　でも……いいわよ。射精して！　たくさん……たくさん射精して！　んっんっんっんっんっ!!」

			　一瞬驚きつつも、積極的に乳房でペニスを締め上げてくれる。

			　ぐじゅっぼぐじゅっぼぐじゅっぼっ！

			　肉茎にかけられるきつい圧迫と、ヌルヌルとした摩擦。二つの感覚が混ざり合いながら、ペニスを責める。腰が浮き上がるほどの性感に全身が包み込まれていくのを感じた。内圧が高まり、肉棒はガチガチに硬くなっていく。抑えがたい射精感に、亀頭が不気味なほどに膨れ上がった。

			「くうううっ！」

			　ドビュッ！　ブビュボオオッ!!

			　強烈なオーガズムに全身が包み込まれる。ビクッビクッと脈動する肉茎から、またも肉汁が噴出し、幼馴染みの顔を汚した。

			「はふぁあああ……。はぁっはぁっはぁっ……。凄い……まだこんなに射精るなんて……。嬉しい……。あふぅうう♥」

			　白濁液で顔を白く染めながら、本当に嬉しそうに穂乃花は呟く。

			「穂乃花……僕のでぐちゃぐちゃになってる……」

			「射精しすぎなのよ馬鹿」

			「ごめん。だから……今度は俺が洗ってあげるね」

			　今度は立場が逆になる。悠は自分の手を泡塗れにすると、白濁に塗れた穂乃花の身体をねっとりとした手つきで洗い始めた。

			「ちょっ、馬鹿っ♥　なんか手つきがイヤらしいわよ。んっんっんんん」

			「そんなことないよ。だって穂乃花の身体を洗ってるだけだよ。全然イヤらしいことなんかない。なのにそんな風に思うってことは、穂乃花の方がエッチだからなんじゃない」

			「私がエッチ？　ば……馬鹿なことをいわな──そこはっ!?　くっひ……お……おっぱい駄目。そんな……グニグニ揉んじゃだめよぉっ！　あっあっ──んひんんん♥」

			　泡に塗れた手で乳房を揉みほぐすと、それだけで穂乃花はのたうつように感じまくった。幼馴染みが性感に塗れている。溺れている──その姿が愛おしい。もっともっと感じさせたい！

			　溢れ出す感情の赴くままに悠は穂乃花の全身を愛撫していった。胸を揉みほぐし、太股を撫で回す。ヒダヒダを一枚一枚丁寧になぞり上げた。

			　その上でシャワーを穂乃花の秘部に押し当てる。

			「な……んんんん！　何してるのっ!?　そんな……そんなところにシャワーなんか……あ、当てないでよ！　この……へ……へんた……んっひ……んひぃいいい」

			「変態？　どうしてそうなるの？　僕はただ、穂乃花のここを洗ってあげてるだけだよ。ほら、綺麗にしなくちゃ」

			　水流を調節しつつ、シャワーヘッドで肉襞をなぞる。膣口に押し当てるだけでなく、時にはクリトリスさえも刺激しながら……。

			　これに対し最初穂乃花は「駄目よ」とか「止めなさいよ」とか「この馬鹿っ！　ド変態っ」とか何度も罵り言葉を口にしてきた。

			　しかし、シャワー愛撫を繰り返しているうちにだんだんその罵りは消えていき──

			「あああ……だっめ。こんな……こんなの……はぁー♥　はぁー♥　はぁー♥　だっめ……駄目……な、のに……。私……わったしぃいい……飛んじゃう。こっれ……飛んじゃいそう。変になりゅ……。頭がお……かしくなっる……。シャワーで……私……シャワーでい……絶頂っちゃう……♥」

			　やがて素直に性感を伝えてきた。

			「いいよ。絶頂っていいよ穂乃花。ほら……絶頂って……さぁっ!!」

			　絶頂かせたい。最高の快楽を刻んでやりたい──本能のままに悠は更にシャワーを押しつけていく。

			「あああ。くっる。これ……私……わったし……シャワー。シャワーなんかで……もうっ！　もうぅううう♥」

			　刹那、穂乃花は何度も肢体をビクつかせた。全身を何度も痙攣させながら、愉悦に蕩けた表情を晒す。しかも──

			　ぼじょっ！　じょぼろろろぉ……。

			「あっふ……おしっこ……。私……おしっこまで漏らしちゃってる……。やだ、恥ずかしい。こっれ……恥ずかしいのに……あっあっ……止められない。おしっこ……気持ちよすぎて……止められないのぉお♥」

			　失禁まで穂乃花は始めた。快楽に蕩けながら黄金水を垂れ流す。

			「ほ……穂乃花……。ごめん。僕……我慢なんかできないよ」

			　大好きな恋人が愉悦に肢体を震わせながら、失禁までしている。こんな姿見せつけられて、一度の射精だけで満足などできるはずがない。射精したばかりだけれど、衰えるどころか肉棒はより大きく膨れ上がっていった。

			「はぁっはぁっはぁっ……ど、ド変態」

			「ごめん……」

			「……あ、謝る必要なんかないわよ……。だって……その……わ……私だって……もっとしたい……から。その一人でい……絶頂く……だけじゃ……満足できない……あ……あんたと……その……えっと……い、一緒に絶頂きたいから……だから……私だってへ……変態なの。あんたの前じゃ変態になっちゃうの……はぁはぁ……だからね……」

			　そう言うと穂乃花は悠の目の前で四つん這いになる。突き出されるムチッとした尻。それに手を添え、ワレメを左右に開いた。肛門がクパッと口を開ける。

			「こんなことだってできちゃう……。その……えっと、こ……ここに……私のお尻に……あんたの……悠の……おちんちん……いれ……挿入れて……♥」

			　フリッフリッと尻を左右に振ってくる。小さな肛門が「奥まで挿入れて」と訴えるように、パクパク開閉した。

			「うん！　挿入れる！　挿入れるねっ!!」

			　人として最も恥ずかしい部分を自分に対してさらけ出してくれている。それほどまでに想われているのだと考えると、本能を抑えることなどできない。感情が心の奥底から溢れ出してくる。

			　ぐっじ！　みぢっ！　みぢみぢみぢいいいっ!!

			　わき出す激情の赴くままに突き出された腰を掴むと、窄んだ菊座に肉棒を突き込んだ。

			「おっ！　んほっ！　くほぉおおおっ！　挿入って……おっ♥　おっ♥　挿入ってきた！　お尻……わった……わだひのおじりに悠のが！　悠の……んんん！　おちんちんがはいっでぎだぁああ♥」

			　内部は愛液のように溢れ出した腸液ですっかり濡れそぼっている。締めつけこそきついものの抵抗などほとんどなく、一気に腸奥まで悠は肉槍を突き入れた。

			「うっく……。凄い締めつけ……。はぁはぁ……きつい。すぐ射精ちゃいそうなくらいだよ。気持ちいい。凄くいいよ！　ふうっふうっ……穂乃花は？　穂乃花は気持ちいい？」

			　ペニスが引き千切られてしまうのではと思ってしまうくらいに、根元の締めつけはきつい。ただ、それでいて内部は肉茎が蕩けそうなくらいに柔らかく、ねっとりとしていた。竿に絡みつく肉壁の感触がとても心地いい。

			「おっおっおっ……い、いいわ♥　私も……ほふぅう……。感じてる……はぁっはぁっ……す、凄くこれ……気持ちいい。お尻……お尻なのに……私……お尻なんかで……」

			「そっか……お尻なんかで感じるなんて、本当に穂乃花は変態なんだね」

			「い……言わないでよ馬鹿ぁ」

			「だけど僕も一緒だよ。僕も感じてる……。穂乃花のお尻で感じてる。僕だって変態だよ。一緒に……一緒に気持ちよくなろう。変態同士……一緒に」

			「………………う、うん♥　き……来て。動いて……もっと……もっと私のお尻……ぐ……ぐちゃぐちゃ……ぐっちゃぐちゃにして！　滅茶苦茶にしてぇ♥」

			「分かってる！　分かってるよ!!」

			　求められるがままに悠は腰を振り始める。

			　最初のうちはペニスを直腸に馴染ませるようにゆっくりと……。

			　じゅぼっ……。じゅっぼじゅっぼ……じゅぼぉ……。

			　肛門付近を膨れ上がったカリ首で何度も擦る程度に。

			「んっふ……くほっ……おっおっおっ」

			　が──

			　どじゅっどじゅっどじゅっ！

			「あふう！　おっく！　おんっおんっおんっ！　おっく……わだひのおおお！　奥を突いてる♥　悠のち○ぽが突いてるぅうう！」

			　やがて、肛門付近だけでなく腸奥まで蹂躙するようになっていく。

			　遂には──

			　バチュンッバチュンッバチュンッバチュンッ!!

			「ふほぉおおおおっ！　おっほ！　おっおっおっおっ──おーおーおーおーおー♥」

			　白い尻が赤く染まるほどの勢いで腰を叩き付け始めた。

			　あまりの勢いに、穂乃花は獣のような悲鳴を漏らす。ズンズンズンッという腰の動きに合わせて、ブルンッブルンッとその豊満な乳房を激しく揺らしながら……。

			「大きく！　わっだひの中で……おちんちん……ちんっ……ちっんぽが大きくなっでりゅう！　ビクビクッて震えでっりゅぅ！　はふっ……ほふぅうう！　こっれ……射精そう？　射精そうなの？　ふうっふうっふうっ……」

			「うん。そうだよ。もう……すぐに絶頂っちゃいそうなくらいだ」

			　穂乃花の言葉に素直に頷く。下腹部の感覚がなくなってしまいそうなくらいの強烈な快感を覚えていた。こんなの耐えられるはずがない。

			　そのことを素直に訴える。

			「い……いいわ！　だ……射精して！　おおおお！　私も……わったひも……絶頂っく……。絶頂くから！　だひて……たくひゃん……おんっおんっおんんっ！　なっかに……わだひのながにたくひゃんらひでぇえ♥　欲しいから！　悠のせーえき感じたいからぁ♥」

			「うん。分かってる。たくさん……たくさん感じてね！」

			　刻み込みたい。穂乃花の細胞の一片一片にまで自分の精液を染み込ませたい！

			　じゅばんっじゅばんっじゅばんっじゅばんっじゅばんっ！

			「おひいいい！　しゅっご！　おんっおんっおんっおんっ──おんんんんん♥♥♥　しゅっご！　しゅごひいい！　こっれ……奥……おっくまできれりゅうぅうう！　わだひの……わっだひのおぐまれ悠のがぁ♥」

			　想いのままに腰を振る。振る振る振る！

			　穂乃花の身体をお尻から脳天まで刺し貫こうとするかのような勢いで、何度も何度も何度も何度も──腰を振って振って振り続けた。

			「はっげし！　ごっれ……はげじいのぉお♥　いぎゅっ！　わだひ……いぐのっ！　いぎゅいぎゅいぎゅいぎゅうううっ！　いっぢゃうううう」

			「僕も……絶頂くよ！　穂乃花と一緒に絶頂くっ!!」

			「きって♥　いっひょに！　おおおお！　たくしゃんらひてぇええ♥」

			「穂乃花ぁあああっ!!」

			　どじゅぼぉおおおっ！

			　内臓が肉棒の圧力で潰れてしまうのではないか？　とさえ思えるほどに奥まで肉槍を突き込み──

			　ぶびゅばっ！　どっびゅっ！　びゅぼっ！　どっびゅどっびゅどっびゅ──びゅっびゅっびゅぶるるるるるぅ。

			「ほひいいいっ♥♥♥」

			　多量の肉汁を腸奥に向かって解き放った。

			「でてりゅ！　あじゅいのが！　あじゅいのがたくひゃんれでりゅう！　おおお！　い、いいっ！　こっれ……よしゅぎるの♥　お尻──おっじりなのにきもひよしゅぎれ……いっぎゅ！　わっらひ……おっおっおほぉおおお♥♥♥」

			　ドクッドクッドクッと脈打つ肉棒。その動きにシンクロするように、穂乃花は肢体を震わせる。口を半開きにし、切なげに眉根に皺を寄せつつ、トロンと瞳を蕩かせながら、愉悦に幼馴染みは溺れた。

			「穂乃花！　まだ……まだだよっ！」

			　そんな乱れに乱れた姿がより興奮を誘う。ただ一度の射精だけで満足などできなかった。だから休むことなく腰を振る。ドクドクと未だに肉先から白濁液を撃ち放ちながら……。

			「んひいいっ！　うっぞ！　らめっ！　らんめぇええっ！　こんな……おっおっおっ！　らっひ……らひながらうごきゅなんれ……らめぇええ♥　おかひくなりゅ。わらひ……くるっひゃう♥　頭へんになっひゃうのぉおお♥」

			　腰の動きに合わせてひたすら幼馴染みは悶え狂った。

			　そんな彼女の直腸に、二度、三度、四度と悠は肉汁を流し込む。

			「ほっへ……あへ……。ふひょぉおおお……」

			　やがてジュボッと肉棒を引き抜いた頃には、穂乃花はヒクヒク震える以外の動きをとれなくなってさえいた。

			「おっほ……。おー♥　おー♥　おー♥」

			　上半身を床に密着させた状態で、腰だけを突き出している。ぱっくり開いたまま口を閉じようとしない肛門からは、ゴポオオッと散々流し込んだ肉汁が溢れ出していた。

			　じょぼっ……。じょぼろろろぉ……。

			　再び失禁までする。

			　そんな姿があまりに可愛らしく「大好きだよ」とキスをした。

			「わらひも……ら……らいしゅき……えへ……えへへへ……♥」

			　ドロドロになりながらも穂乃花は笑う。

			


			「や……やりすぎなのよ馬鹿……はぁっはぁっはぁっ……」

			「ごめん。だけど本当に穂乃花が可愛くて……」

			「だ……だからそういうこと言わないでよ。う……嬉しくなっちゃうじゃない」

			「ホントだ。またおま〇こきつくなってきた」

			「んんんんん……こ、この……変態……。でも……好き♥」

			　二人で一緒にお風呂に入る。背面座位で繋がりあいながら。

			　とはいえ、激しく腰を振るわけではない。ただひたすら繋がったまま、語り合い、何度もキスをしあった。

			


			　お風呂から出た後はリビングで繋がりあう。

			「今日は……はぁはぁ……泊まってくるって言ってあるから……。だから……時間なんか気にしないわよ。ずっと……こうしてずっとあんたとせ……セックスするんだから」

			「分かってる。今日は帰さない！　ずっと……ずっと一緒だよ」

			　じゅぼっ！　ぐじゅぼおおっ！

			　ソファーで俯せになった穂乃花の膣奥を何度も突いた。

			


			　夕飯は一緒に作る。

			　とはいえ、ほとんど料理に集中することはできなかった。

			　何故ならば──

			「ば……馬鹿っ！　あんんっ！　これじゃ……あっあっ……り……料理なんかできないじゃない。んんん！　だっめよ。そんなに動いたら……」

			「だけど……。凄く美味しいよ」

			「そ……そういう変態的なこと……あっあっ！　言うんじゃないわよぉ」

			「でも、気持ちいいでしょ？」

			「う……うん♥」

			　裸エプロン姿の穂乃花と立ちバックで何度もセックスをしてしまったから……。

			　料理を作りながら幼馴染みは──

			「絶頂くっ！　あああ……。絶頂っちゃぅ♥　気持ちいい。悠……気持ちいいのぉ♥　あーあーあーあーあー♥♥♥」

			　何度も何度も達した。

			


			　その後も──ひたすら。本当にひたすら悠は穂乃花とセックスし続けた。

			　どじゅっどじゅっどじゅっどじゅっ！

			「どう？　あっあっあっ？　これ……いい？　気持ちいい？」

			　悠の部屋で、悠のベッドでセックスをする。

			　騎乗位状態──悠の上に跨がった幼馴染みが自ら腰をくねらせながら、熱い瞳を向けてくる。

			「いいよ！　うん。いい！　気持ちよくないわけないよ」

			「そっか……。なっら……あっあっあっ……。もっと、もっと気持ちよくなってね♥」

			　幼馴染みはそう言って微笑むと、まるで女性に対してペニスを突き込む男のような勢いで腰をくねらせてきた。

			　ギシッギシッギシッ──ベッドが軋む……。

			　もちろん体位は騎乗位だけでは終わらない。側位や後背位、時にはマンぐり返しまで──ありとあらゆる形や角度で性交し続けた。

			　やがては──

			　ぐっじゅ！　どじゅっ！　ぐじゅぼおおっ！　ずっじゅ……。ぬじゅううっ！

			「おっ！　嘘っ！　は……挿入ってくる。子宮！　わ……わたひの……子宮のな……なっかに、まれ……ひっひっふひぃいいい♥　悠の……悠のちんぽ……はいっれくりゅう♥」

			　正常位で繋がりながら、子宮の中にまで肉棒を突き込んだ。

			「おっおっおっ！　こっれ……れりゅ……おひっこ……わらひ……これ……もれひゃう!!　漏らしちゃうぅう♥」

			　じょぼっ！　ぶじょろろろぉ……。

			　子宮挿入によって膀胱が圧迫されたのか、穂乃花は結合したまま小便を漏らす。下腹部にかかる黄金水の温かさがなんだかとても心地よかった。

			「射精だすよ。中に……子宮の中に射精す。穂乃花の膣中を僕ので満たすよ」

			「はへぁああ……。ら……らひて……。たくしゃんながひこんれ……。わらひの子宮……いっぱいにして……。そして……あかひゃん。悠のあかひゃんをわらひにちょうらい♥」

			「うん！　妊娠させる！　穂乃花を孕はらませるよ！　だから……受け取って!!」

			　穂乃花と一つになる。穂乃花のすべてを自分のものにする。

			　その想いのままに──

			　ずじゅっぼ！　どじゅっどじゅっどじゅっどじゅどじゅっどじゅううううううっ!!

			「ふひいい！　ひっひっひっひっ……ひおぉおおおおっ♥」

			　子宮壁を叩く。

			　亀頭で何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度もっ!!

			　そして──

			「くあああっ！」

			　びゅぶばっ！　どっびゅっ……。ぶびゅるるるぅっ!!

			　遂に限界が訪れた。

			　自分のすべてが肉先から溢れ出しているのではないか？　とさえ思える程の勢いで、白濁液を直接穂乃花の膣奥に流し込む。一体何度目になるのかも分からない射精だったけれど、量も熱気も濃さも、何一つ衰えてはいなかった。

			「ふひいい！　でってる！　わたひの膣中に──しぎゅーに悠のがれてりゅう！　こっれ……いい！　しゅごくいい♥　妊娠する！　わたひ！　おほぉおおお！　悠の……ゆっうのあかひゃん妊娠してりゅう！　おおおお！　赤ちゃんちゅくりながら……わらひ……わらひいい！　いぎゅっ！　ほぉおおお！　いっぎゅの！　いぎゅいぎゅいぎゅいぎゅ──いぎゅううううっ♥♥♥」

			　ブジュボオっと結合部から吹き出すほどの勢いで流し込まれる肉汁を受け止めながら、幼馴染みは愉悦に蕩けた悲鳴を漏らす。

			　本当に幸せそうな表情を浮かべながら──。

			


			[image: ]

			


			　それから一体どれだけの時間、悠は穂乃花と繋がり続けただろうか？

			　最初にしたのは昨日の朝──が、気がつけば窓から朝日が射し込む時間となっていた。

			　一晩中休むことなく繋がり続けた部屋は、異様な匂いに包まれている。ベッドシーツはどうやって片付けようか？　と困ってしまうほどにグショグショだった。

			「はっへ……はへぇええ♥　はへー♥　はへー♥」

			　ベッドの上で汗や愛液、それに白濁液塗れになった穂乃花が何度も吐息を漏らす。足は蟹股状態。口を開けたままの肉穴からはドロドロと滝のように肉汁が溢れ出し続けていた。言い方は悪いけれど、まるで輪姦でもされたかのようにさえ見える。

			　しかし、その表情はとても幸せそうだった。

			「はぁあああ……。よかっら、しゅごく……」

			「僕もだよ」

			「はぁっはぁっ……んふふ……。こんなに、きもひよくて、しあわしぇな気分になれりゅなら……。ら……来週もおばしゃま達には旅行に行ってもらおうかしら？」

			「え？　ど……どういうこと？」

			　母達は福引きで当てたチケットで旅行に行ってるはずじゃ──そこまで考えて気付く。そういえば本当にちょうどいいタイミングで昨日穂乃花は家に来た。つまり……。

			「あのチケットってまさか……」

			　すると穂乃花はぐったりしつつ、恥ずかしそうな表情を浮かべた。

			「らって……あんたと二人きりになりたかったから……」

			　その姿にまたも愛おしさが溢れ出す。

			「す……好きだ。大好きだ！」

			　気付けばまた気持ちを口にしていた。

			「い……いきなり……恥ずかしいじゃない……馬鹿っ！」

			　怒られてしまう。

			「れも……はぁはぁ……わ……私だって……あんたと同じなんだから！　あんたのこと……大好き！　あ……愛してるんだから！　これからも……ずっと……ずっと一緒なんだからね！」

			　いつもと同じ勝ち気な顔で、けれど恥ずかしそうに頬を染めつつ、穂乃花は真っ直ぐ──心の底からの気持ちを告げてきた。

		

	



上うえ田だながの




こんにちは。上田ながのよ！　べ……べべべ……別にあんた達の為にこの本書いたわけじゃないんだからね！　ホントだからね！　そこのところ、ぜ、絶対勘違いしないでよ!!　だけど……でもその……この本手に取ってくれてあ、ありがとっ……。って、何いわすのよ馬鹿ぁああ！

http://uedanagano1103.blog120.fc2.com/




ＳＡＩＰＡＣｏサイパコ．




自宅に骨董の薬箪笥があるのですが、開き扉の蝶つがいがほんとに蝶の形でとても気に入っているので、穂乃花の髪留めはそれをモチーフにしました。

http://b.dlsite.net/RG05301/
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